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はじまり「十年前」







　道場の中央で、初はつ真まは、同い年くらいの少女と向かい合っている。

「かかってきなさいよ」

　少女は、六歳にして達者な口ぶり。生意気ですらある。

　初真は戸と惑まどい、周りを見た。

「手加減しなくていいぞ」

　高校生くらいのお兄さんが煽あおってくる。他の人たちも笑っている。

　困ってしまった。父がたまにコーチをしているという道場に、旅行ついでに遊びに寄っただけだった。ちょっと他の人たちと練習して、平和に帰るつもりだった。

　それなのに、父が所要で外へ出た途と端たん、ひとりの少女が対決を申し出てきた。

「わたしと勝負して」

　ビシッと指を突つきつけ、正面から挑ちよう発はつされては、退ひくわけにはいかなかった。

　で、いざ闘たたかいとなり、初真は当惑している。

　物心ついたときから拳けん法ぽうを教わっているが、東京の町道場では男の子としか練習したことはなく、本気で勝負したこともない。ましてや、女の子が相手なんて初めてだ。どうやって闘えばいいのか。

「来ないなら、わたしから行くから！」

　少女は床を蹴けって、初真に殴なぐりかかった。




　──十年後のいまならわかる。なぜあのとき、誰も止めようとしなかったのか。まさか自分が本気で反はん撃げきを返すとは思わなかったのだろう──




　初真は、少女のパンチを紙かみ一ひと重えでかわすと、相手に足払いをかけた。少女は突進してきた勢いのまますっ転ばされ、ドシンッと背中から床に落ちた。

　キョトン、と目を丸くした少女は、直後、

「ふえええん」

　と泣き出した。

　そのタイミングで、父が道場に戻ってきた。

「なにやってるんだッ！」

　怒号を上げ、足音荒く、初真に近寄ってくる。そして、握にぎり締しめた拳げん骨こつで、手加減なく初真の顔面を殴なぐった。後にも先にも、父が本気で怒りのパンチを自分に放ってきたのは、この瞬しゆん間かんだけだった。

「女に手を上げる野郎はクズだ！　二度とするんじゃねえぞ！」

　初はつ真まは泣きながら、痛む頰ほおを押さえて、何度も何度もうなずいた。




　この「女の子に手を上げた」闘たたかいが、初真にとって──人生初の勝負となった。
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「いままで大変お世話になりました」

　雨上がりの校門前で、見送りに来た拳けん法ぽう部ぶ一同総勢三五名に初はつ真まは頭を下げた。足もとの水たまりに制服姿の自分が映っているのが見える。

　今日限りで、この着慣れた制服ともお別れだ。

「これから、ってところだったんだけどな」

　コーチが残念そうに首を振った。いつも「筋がいい」と、初真のことを褒ほめてくれていた。

「向こうへ行っても拳法は続けるのか？」

　初真は空を見上げた。すっかり晴れた空は、希望に満ちた青色を湛たたえている。

「今度行く高校にも拳法部はあるんです。そこで一からやり直し」

　空を見たまま、初真は答えた。そして顔を戻し、満面に笑みを浮かべる。

「でも来年の大会には必ず出ます」

「ていうことは、我が天あま沼ぬま学園高校といずれぶつかる、ってわけだな」

「そっちが勝ち上がってくれば」

「なめた口ききやがるぜ」

　ハハハとコーチは快活に笑った。

「たまには便りくらいよこせよ。無視したら承知しねえからな」

「わかってます」

　二人がやり取りをしている間、出かける支度をしていた相棒の新あら太たが、やっと準備を終えて前に出てきた。

「俺はいつでも出られるぜ」

「ありがと、新太」

　初真はうなずくと、もう一度、みんなに会え釈しやくした。

「それじゃあ」

　手を振り別れを告げる。

　そのとき、

「よし、揚げろ！」

　コーチの指示のもと、拳法部一同の最後尾にいた同級生のひとりが、部ぶ旗きを掲かかげた。青空をバックに、竜のイラストが描かれた旗がバサッと音を立てて翻ひるがえった。拳法部のトレードマーク。見慣れた旗印。

「金かな沢ざわ行っても頑がん張ばれよ！」

「全国で待ってるからな！」

　みんなのエールを受けて、グッと胸を詰つまらせる。

「行くぞ、初真」

　新太が、胴やキックミットの入った初真のバッグを担かつぎ上げ、目で出立をうながす。

　初はつ真まはうなずき、中等部から数えて四年間を過ごした学び舎から、出発の一歩を踏ふみ出した。




　通い慣れた通学路を進むこと一五分、初真と新あら太たは最も寄より駅に到着した。

　駅に着いたところで初真は荷物を受け取ろうとした。が、新太は差し出された手をじっと見つめた後、無表情のまま目を逸そらした。定期券を取り出し、さっさと改札の中に入っていく。

「……ごめん」

　急にぶっきら棒な態度になった新太に、彼がなんでそんな風に接してくるのか心当たりがあるから、恐縮した様子で後をついていく。

　階段をのぼり、ホームへと上がる。

　乗車口の案内のところで荷物を下ろし、新太はふっと息をついた。胴の他に、キックミットや拳けん法ぽうの教きよう範はんが入っているバッグだ。かなり重い。初真はその横に立った。

　雨上がりの土曜日。空も明るいお昼過ぎだが、ホームの人影はまばらだ。突つき抜ぬけるような青空の下、二人の高校生は肩を並べて、電車が来るのを待っていた。

　しばらく二人とも黙だまっていた。

　このままサヨナラをすれば済む話だった。

　しかし、約一年間お互いに切せつ磋さ琢たく磨ましてきた関係としては、そんないい加減な別れ方などできなかった。

　空に雲がかかり、ホームに影が差した。

　それを契けい機きに、新太が口を開いた。

「中等部から拳法部があればよかったのにな」

「高校入る前の春休みに体験できるくらいだもんね」

「なんで中学生大会がないんだろうな」

「もうすぐ導入されるって聞いてるけど」

「おせえよ」

　新太は苦い顔で吐はき捨てるように言った。

「お前とは一年間しか組めなかった。中等部から組んでれば、もっと練習もできたはずだ。今年の大会にも出られて、きっといい成績を残していたはずだ。俺とお前なら」

　言外に、なんで行ってしまうんだ、という非難がこめられている。ストレートに言わない。それが新太の美点であり、欠点でもあり──そんな彼の性格が、初真は嫌いじゃなかった。

「どうかな。どうだろ。……どう思う？」

「何がだよ」

「僕ら、どこまで行けたんだろう、って」

「間違いなく全国優勝だ」

　二人はお互いを見た。

　無骨な新あら太たと、柔にゆう和わな初はつ真ま。対極的な二人だが、この上ないほど技の相性の合う二人だった。

「今度行く先は、共学だって？」

「うん。クラスも男女一緒」

「うちとは大違いだな」

　新太は笑う。天あま沼ぬま学園高等学校と、名前だけ聞くとなんとなく共学のような雰ふん囲い気きがあるが、実際はバリバリの男子校。それもスポーツや武道で成績優秀な、ガッツリ骨太系の高校なのである。

　そこから女子もいる共学へ転校することとなり、初真は正直、楽しみにしている。まだ高校一年生の二学期が終わったところ、青春はこれからだ。

　拳けん法ぽう一筋で生きてきた初真でも、女子に対して、年相応の夢や希望は抱いている。まさに思春期真っ盛り。男子校は男子校で居心地が悪かったわけではないけれど、それでも「共学」という魅み惑わく的な響ひびきにはどうしても劣ってしまう。

「カノジョできたら真っ先に教えろよ」

「わかってるって。自じ慢まんしちゃうね」

「うわ、うぜー」

　新太はうざいと言いつつも快活に笑った。

　やがて電車が来た。

　ホームに滑すべりこんでくる勢いで、初真のバッグに結びつけられたタオルがはためいた。父が若いころに優勝したという東京都大会の記念タオル。

　初真はタオルをほどいた。

　グイッ、と新太に押しつける。

「おい、これってお前の父ちゃんの形見──」

「僕は志こころざしを受け継いでる。新太にはそれをあげる。父さんのなんて、迷惑？」

「んなことねーよ！　あの草くさ薙なぎ礼れい司じのだぜ！　俺はいまでもあの人のファンだからさ、嬉うれしいよ。だけど俺なんかが持ってるわけにはいかないだろ」

「いまは返されても、受け取らないよ」

　電車のドアが開いた。

　初真は重たい荷物を両肩に担かつぐと、中へと飛び乗った。

「返したかったら、大会で返して」

　新太は目をしばたたく。

　発車メロディがホームに流れる。

　空の雲が流れ去り、瑞みず々みずしい青色が天てん蓋がいいっぱいに広がった。正面からまばゆい光を受けて、目を細めながら、初真は満面に笑みを浮かべた。

　新太もほほ笑んだ。

「……お前こそ、必ず来いよ」

「お互いにね」

「ああ、また会おう。全国大会で」

　電車のドアが閉まった。

　窓ガラス越しに、初はつ真まは、手の平と拳こぶしを合わせる拱きよう手しゆ礼れいを送った。拳けん法ぽう独特の礼だ。新あら太たもまた、拱手礼を返してきた。

　電車が動き出し、そのうち、新太の姿は見えなくなった。




　上うえ野の駅には一五時ごろに着いた。そこから上じよう越えつ新幹線に乗り換え、一路、北陸を目指す。新にい潟がた県まで一度北上し、西進して石いし川かわ県へと入るコースだ。

　新潟には一時間半ほどで到着した。東京からの移動時間は意外と早かった。

　越えち後ご湯ゆ沢ざわ駅で、北陸本線に乗り換えるため、下車する。

「ふわぁ」

　感かん嘆たんのため息をつく。

　駅舎の外は一面雪景色だ。山肌も、平野も、白銀の風景。もうすぐ日も落ち始めるというのに、いまなお雪は勢いよく降り続けている。地元の人たちは明日の雪かきが大変だろう。

　金かな沢ざわもこんな感じで雪なのだろうか。

　構内で駅弁を買ってから、ホームへと向かう。すでに金沢行きの特急は到着していて、乗客を受け入れている最中だった。席に着くと同時に外から発車ベルが聞こえてきて、間もなく列車は動き始めた。

　外は吹ふ雪ぶいている。しばらく走っているうちに、寒々とした日に本ほん海かいが見えてきた。この悪天候では到着が遅れるかもしれない。気持ちは昂たかぶっているが、先は長い。少し体を休ませようと、目を閉じた。




　それから、かなり長く寝た。引越し準備の疲つかれが一気に出たようだった。

　特急は新潟を離れ、富と山やま県に入った。うつらうつらしながら、たまにスマートフォンで現在位置を確認していたので、そのことだけわかったが、いかんせん眠気には勝てない。




　さらに一時間ほど眠った。




「逃げられると思ってんのか！」

　突然、車両の後ろのほうから、少年の物ぶつ騒そうな声が聞こえてきた。

　初真は、寝ぼけ眼まなこをこすりながら目を覚まし、通路に頭を突き出して騒ぎのするほうを見る。

　一人の少年が、少女を座席から引っ張り出そうとしている。どちらも見た目は高校生くらい。自分と歳としは近そうだ。

　少年はアイドル系の甘いマスクをしているが、どんよりと濁にごった目から凶きよう暴ぼうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。やや長めの髪かみをオールバックに固めており、緩ゆるめのサイズのジャージパンツに、毒々しい赤色のウィンドブレーカー。見るからに典型的な不良少年だ。

（んーと……？）

　まだ覚かく醒せいしていない頭を振り、強引に目を覚まそうとする。

　スマートフォンの時計をチェックすると、夜の一九時近い。外はすっかり日が落ちている。

（で、いま、どこ……？）

　窓の向こうは吹ふ雪ぶいている。乱れ飛ぶ雪の合間から、かすかに〝富と山やま駅〟と書かれているのが見えた。

　まだ富山県。目指す金かな沢ざわは隣県の石いし川かわ県。それなのに、このトラブル。

「離して……お願い……！」

　少女は抵抗している。

「うるせえ！　どこまでも俺のことをなめやがって！」

　口くち汚ぎたなく罵ののしる不良少年に、周りの乗客はびっくりしている。

　初はつ真まの前の席にいる、屈くつ強きような体格のスーツ姿の男が、後ろを向いてギロリと少年を睨にらんでいる。いまにも止めに入らんばかりの様子だ。他の乗客たちは、そのスーツ姿の男に気がついて、頼りにしているのか、我関せずを貫つらぬいている。

（あー、たぶん、あの人が動くんだろうなぁ。けっこう強そうだし、任せちゃおうかな）

　などと吞のん気きに考えている間に、スーツの男が席から立ち上がった。これで彼が後ろの不良少年に注意して、トラブルは解決するかと思われた。

　だが、スーツの男が何か行動を起こす前に。

　ドタドタと通路を駆けてくる音が聞こえてきた。

　少女が、初真の席の真横で、足をつんのめらせて前のめりに倒れた。

「はにゃ？」

　まさか自分の席の近くで止まるとは思っていなかったので、初真は意表を突つかれて、変な驚きの声を上げた。

　身を起こした少女は、初真のほうを向く。

「……助けて」

　儚はかなげで、柔やわらかな印象の女の子だ。

　セミロングの髪は純粋な黒色で、肌は透き通るように白い。たったいま外から入ってきたばかりか、頰ほおには朱が差している。黒いダッフルコートに、赤とオレンジの縦たて縞じまの入ったマフラー。瞳が、潤うるんでいる。

　純じゆん朴ぼくを、絵で描いたような少女。

　思わず見み惚とれてしまう。

「助けて」

　もう一度、頼まれてしまった。

　女の子の頼み事を断る男は男じゃない。と、父にいつも言われていた。別にその言葉に従うわけではないけど、初はつ真まとしてもここで見捨てるのは性に合わない。

　というか、若干の下心がないわけでもない。

（こんな可愛かわいい子に助けを求められて、見捨てるなんて、男じゃないぞ。よし！）

　意を決して、席を立つ。荷物は全部持つ。そして迫せまってきた不良少年の前に立ち塞ふさがった。

「誰だ、てめぇ」

　不良少年は巻き舌気味に威い嚇かくの声を発した。

「通りすがりの者だよ。君こそ何してるの？　公共の乗り物の中では静かにしなよ」

「てめぇには関係ない。すっこんでろ、だらぁ」

「やだ」

「んだと？　俺を誰だと思って、んな生意気な口きいてんだ！」

「知らないよお、初対面なのに」

　初真は困ったような表情で愛想笑いを浮かべる。

「けっ、よそ者かよ」

「東京から来たんだ」

「だったら、よく聞け！　俺は俱く利り伽か羅ら商業高校の──」

　不良少年はわざわざ大音声で自己紹しよう介かいを始める。意外と律儀なやつだ。その隙すきを初真は見み逃のがさない。

「はい、これどーぞ！」

　越えち後ご湯ゆ沢ざわ駅で買った、駅弁が入ったビニール袋を、不良少年へと押しつける。

「え、あ、お、おい！　なんだこれ!?」

「お弁当！」

　初真は軽い力で押しただけだが、相手の不良少年はビニール袋を持ったままバランスを崩くずし、二、三歩トトトと後退した。

　その隙に、倒れている少女を助け起こそうと、手を差し出す。

「さ、逃げよ」

　少女はホッと救われたような表情になった。初真に向かって手を伸ばす。

　が、早くも不良少年は体勢を立て直していた。

「待てこら！」

　怒鳴って、駅弁の入ったビニール袋を放り捨てると、初真に向かって突とつ進しんしてきた。

「ったく……捨てるなら、返してもらうよ」

　初はつ真まは、不良少年に摑つかまれそうになった瞬しゆん間かん、唐とう突とつに一歩下がった。勢いよくダッシュしてきた不良少年は、初真の急な後退に対処しきれない。

「うおお!?」

　いままさに初真を摑まんとしている不良少年は、さっきまでいた場所から急に相手が消えてしまったせいで、突進の勢いのまま、つんのめってしまう。

　初真は、横へと体をさばきながら、軽く相手の足を払ってやった。

　たちまち不良少年は、前のめりに吹っ飛び、背中を通路に打ち付けてしまう。ぐあ、と叫さけんでのた打ち回った。

「食べ物は粗末にしちゃダメだよ……っと」

　ちゃっかり説教しつつ、通路に落ちている駅弁のビニール袋を拾い上げた。

　駅の発車ベルの音が聞こえる。間もなく列車が出発する。

　座席の足もとに置いてある胴袋を持ち上げ、肩に担かつぐ。不良少年を縛しばるなりして、このまま特急列車に乗っている手もあるが、金かな沢ざわ駅で母との待ち合わせがある。ここで乗務員や警察に質問攻めを受けたりして、時間のロスはしたくない。行かなくてはならない。

　幸い、誰もまだ、乗務員にこのトラブルを伝えていないようだ。いまのうちに列車を降りて、次の特急へ乗り換えるに越したことはない。

　初真の座席へと避ひ難なんしていた少女は、通路のほうまで出てきて、そばへと近寄ってきた。彼女もまたこの場に留まるよりは、一刻も早く外へ出たいらしい。

　互いの思おも惑わくが一致した。

　二人で一緒に通路を駆かける。

　すでにホームの発車ベルの音は鳴り止やんでいる。

　列車から飛び出した直後、ドアが閉まった。振り返ると、少女も無事、外に出てきている。特急列車は何事もなく動き始め、やがて駅から離れていった。

　風が吹き抜ぬけた。雪が体中に降りかかってくる。すでにホームの上にまで雪が積もっていた。列車が動いているのが奇き跡せき的なくらい、天候は荒れている。

「寒っ」

　急いでコートを羽は織おる。それでもすぐには冷えこみをカバーすることはできない。駅舎は乱れ飛ぶ雪に包囲されており、空間全体がキンキンに凍こおらされている。北陸の冬を甘く見ていたと、初真は痛感した。

　ふと横を見ると、かすかに頰ほおを紅潮させた少女が、白い息を吐はきながら、初真のことをじっと見つめている。申し訳なさげに眉まゆを垂れさせた。

「……ごめんなさい」

「なにが？」

「考えなしに、助けを求めて……巻きこんでるから」

「気にしないで。急いでるわけじゃないし、のんびり行くよ」

　とは言っても、母は特急の到着予定時刻に合わせて迎むかえに来るとのことなので、少なくともちゃんと遅れる旨むねを連絡しないといけない。まあ、それは次の特急に乗ってから、デッキで電話すればいいとして──。

　いや、それも厳しくなった。

　バタバタと複数の人間が階段を駆かけ下りてくる音が聞こえてくる。特急列車の中から、通報があったのだろう。たぶん富と山やま駅の駅員か、鉄道警察だ。

「逃げよ」

「え、っと？」

「捕まったら面倒だし」

　と言うやいなや、初はつ真まはホームの上を駆け出した。

　少女はその後ろ姿を見つめながら、しばしためらっていたが、駅員の怒鳴り声が聞こえるとビクンと体を震わせ、慌あわてて初真の後を追って走り始めた。

「大雪による列車運休」のアナウンスが、ホームに流れていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　夢を見た。

　初真が六歳、母が家を出ていくときの思い出そのものだ。

「ねえ、初真。お母さんと一緒に来てくれないの？」

　母は、最後のチャンスとばかり、初真に聞いてきた。

「うん……」

「本当に、その拳けん法ぽうバカがいいの？」

「うん」

「いっぱいおもちゃ買ってあげて、遊園地や動物園にも連れていったおかーさんより、その無責任グータラオヤジのほうがいいの？」

「うん！」

　母は肩をすくめた。一見、少しも動じていないようだった。だけど初真にはわかっていた。母はもう初真のことを見ていなかった。意識はどこか遠くへ飛んでいた。

　優しかった母が見せる、自分に対する初めての無関心に、かすかに胸が痛んだ。

「今日の夕飯、冷蔵庫の中にグラタンがあるから。適当にチンして」

　早口で言い捨てると、母はかたわらに置いてあったトランクを引き寄せ、急ぎ足でアパートの玄関口に向かい、ドアを開いた。

　父はゆっくりと後を追う。

「待てよ、急過ぎるぞ」

「一刻も早く出たいわ、こんなところ」

「手続きはどうするんだ」

「そんなの書類のやり取りだけでしょ。向こうから郵便で送るわ」

「や、そうじゃなくて、俺も初はつ真まも国民健保（国民健康保険）になるだろ。どこに何しに行ったら──」

「それくらい自分で調べなさいよ！」

　とうとう母は怒鳴った。

「私に甘えないでよ！　ほんと、あなたって、拳けん法ぽう以外どうしようもない──クズ！」

　バタンッ、と勢いよくドアが叩たたきつけられる。

　母が出ていって、シンと静まり返った部屋の中、父はため息をついた。

　その横に、初真はちょこんと立つ。

「おとーさん」

「……うん？」

「きょうもおしえてくれるの？　けんぽー」

「どうかな。どうだろ。……どうしたい？」

「おしえて」

「じゃ、取っておきを教えてやる」

「やった！　なんていうの？」

「すごいぞ、これは。奥義の中の奥義だ。逆げき鱗りん攻こうっていうんだけどな──」

　いつもと変わらぬ夕食前の時間。

　違うのは母がいないこと。

　父と一緒にグラタンを食べながら、もう二度と食べられない母の料理だ、と思うと、初真はちょっとだけ涙をこぼした。




　そこまで夢を見たところで、初真は目を覚ました。




「ん……と？」

　いま自分が置かれている状じよう況きようを確認する。

　ホテルの一室だ。普段着のまま、ソファの上に寝ている。

　ベッドのほうから寝息が聞こえてきたので、首をもたげて見てみると、あの少女がすやすやと眠っている。カーテンの隙すき間まより漏もれる窓からの光が、彼女の顔に優しく当たっている。色白の肌と柔やわらかそうな唇がクッキリと浮かび上がり、垂れ下がった黒くろ髪かみがつやつやと輝く。一いつ瞬しゆん見み惚とれてしまったが、少女が薄目を開けたので、目線を逸そらした。

　ソファから下りて、窓のカーテンを開けた。

　朝だ。青い空が見える。昨夜の吹雪ふぶきが夢の中の出来事のように、すっかり晴れ渡っている。

　雪に覆おおわれた市街地の風景が広がっている。ビルに囲まれている一角にあるため、見通しはよくないが、東京では滅めつ多たに見られない一面の銀世界だ。気持ちが清すが々すがしくなる。

　と、大事なことを思い出した。

（ここ──ラブホテルだった！）

　駅員の追跡を振り切り、駅を飛び出した初はつ真またちは、吹雪で交通機関が麻ま痺ひしているため富と山やま市内を抜け出すことができず、仕方なく宿を探していた。

　が、連休の初日だからか、どこも満室。

　凍とう死しするよりはマシと、命からがら入ったのが、ここだった。

　あのときは深く考えていなかったけれども、これは極きわめてまずい。

　壁かべには西洋のお城の絵が飾ってあり、ベッドシーツはパステルカラーの可愛かわいらしいデザイン。四人くらいは並んで寝られそうな無む駄だに大きなベッド。そして枕まくら元もとにはサービスの避ひ妊にん具ぐが置いてある。

　女子とキスはおろか手を繫つないだこともない初真にとって、この部屋は、刺激が強すぎる。すぐに寝たりせず、昨晩のうちに現状認識できていれば、もっと平常心を保てたかもしれない。だけど、もう手遅れだ。

　大パニックである。

「おはよーございます……」

　眠そうに目をこすりながら、少女は身を起こした。

　ギクッ、と初真は身を強張こわばらせる。

「ええ、と……？」

　まだ頭は寝ているのだろう。ゆっくりした動きで、少女は首を左右に回した。自分がどこにいるのかを思い出そうとしているようだ。

　んー、と少女は背伸びする。室内が暖かいからか、シャツ一枚の薄着になっており、そのせいもあって体のラインが浮き彫りになる。助けたときはダッフルコートを着ていたからわからなかったが、意外と、胸、大きい。

　いやいや何を見てるんだ、バカカボクハ、と窓の外を見る。

　少女はぼんやりとした様子のままベッドから下りて、フラフラとバスルームに向かった。

　そうだよね、いくら必死だったとはいえ、ちゃんとラブホテルであると認識して泊まったんだから、いまさら驚いたりはしないよね──とホッとしかけた瞬しゆん間かん。

「うっそぉぉ!?」

　バスルームから悲鳴が聞こえてきた。

　少女は飛び出してきて、部屋の中をチェックする。普通のホテルと違う内装に、ようやく、自分がどこにいるのか思い出したのだろう。

　キッ、と初はつ真まのことを睨にらみつけてくる。

「ちょ、ちょっと待って！　ど、どういう場所か確認して泊まったじゃない！」

「あんなことあった直後ですよ！　アタマ回ってなかったんです！」

「わかった！　それはわかったけど、不可抗力だ！　他に泊まれる場所なかったし！」

「そんな言い訳して、こんなところに連れこんで──」

　ハッと目を見開いた少女は、自分の衣服をチェックし始めた。

「なんで、私、シャツ一枚に」

「自分で脱いだんじゃないか───！」

　初真はとうとう大声を上げた。このまま勘かん違ちがいをエスカレートさせていくと、次に何を言い出されるかわかったもんじゃない。

　と、少女は唐とう突とつにクスクスと笑い始めた。

「な、に？」

「ふふ……そんなに否定しなくてもいいですって。ちゃんとわかってます」

「って、へ!?」

　まさか、からかわれてた？

「それでも、こんなホテル泊まろうってゆうんですから、一応、緊張はしてたんですよ？　だけど、きっと大丈夫だって、信じてましたから」
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　初はつ真まは脱力した。なんだよそれ、と苛いら立だちも感じてしまう。

　女子、めんどくさい。

「名前」

「うん？」

「名前、教えてくれますか。昨日はバタバタしてて、落ち着いて聞けなかったから」

「碧あお井い初真。そういう君は？」

「八やつ神がみ千ち夏なつです」

　千夏は名前の漢字を見せるため、リュックの中から生徒手帳を取り出した。そこに書かれている学校名を見て、初真は「あっ」と声を上げた。

　県立向卯むこう山やま高等学校。

「僕の転校先」

「え、ほんとですか」

「うん。年明けて一月から」

「四月とかからじゃないんですか？」

「家の事情もあったし、特別に学校側が認めてくれたんだ」

「事情？」

「父さんが死んだから、離婚してた母さんが僕を引き取ることになった」

　あっけらかんと言う。

　最初、千夏は話の内容の重さを量りかねてか、目をパチパチさせていたが、少ししてからようやく事の重大さを飲みこめたようで、あたふたとうろたえ始めた。

「ご、ごめんなさい！　その、聞き返したりなんかして」

「気にしないで」

「でも、私──」

　なおも謝ろうとする千夏だったが、突とつ如じよ「あっ！」と叫さけんだ。

「どうしたの？」

「思い出しました。初真さんが目を覚ます前に、私、先に起きててちょっとトイレに行ったんです。そうしたら、テーブルの上に置いてあった初真さんの携けい帯たい電話がブルブル震えてて」

「それで？」

「つい、電話に出てしまいました」

「もしかして母さんから!?」

　コクコク、と千夏はうなずく。

「寝ぼけてて、私の携帯電話だと思ったんです。私が出たんで、お母様、ビックリしてましたけど、事情を話したら納なつ得とくしてくれて」

「うん。で？」

　母とは朝八時に富と山やま駅で待ち合わせの予定だが──なんか嫌いやな予感がする。

「駅でトラブルがあったんなら、駅前で待ち合わせするのはダメだろうって、急きゆう遽きよこのホテルまで来てくれることになって」

「ということは、つまり!?」

「たぶん、いまごろ、こちらへ向かってるんだと思います──」

　千ち夏なつが話し終わるのと同時に。

　廊ろう下かからバタバタと何者かが駆かけてくる音が聞こえた。

　ドンドンドンドンドン！　と物もの凄すごい勢いでドアが叩たたかれる。

　千夏は「ひっ」と小さく悲鳴を上げつつも、ドアへと駆け寄り、ノブを回した。

　バンッ！　と派手な音を立てて、ボブカットヘアの若々しい女性が室内に入ってきた。

「初はつ真ま……っ！」

「母さん!?」

　色彩鮮あざやかなオレンジ色のスーツと、ダークグレーのボトムスに身を包み、首にはカラフルなスカーフを巻いている。背の高いモデル体型だから、見栄えはいい。三八歳という実じつ年ねん齢れい以上に若々しいエネルギーが全開で放出されている。

　十年ぶりの再会。

　だけど、初真が六歳のころと見た目は変わっていない。むしろずっと若返って見える。

　母はカッカッとヒールを鳴らして歩み寄ってきた。

　突とつ然ぜんのことで、心の準備ができていない。離婚後、実際に会うのはこれが初めてだ。多た忙ぼうな母は東京へ出てくることができず、ずっと電話だけでやり取りをしていた。

　離婚時の親権争いの際、自分は父を選んだ。昨夜は勝手な行動で母に迷惑をかけた。いろいろと母には思うところがあるはずだ。何を言われるかわかったものではない。

　しかも場所が場所。ラブホテルで、同年代の女の子と一緒だ。

　……と身構えていたら。

「やっと会えたわああああ、私の息子おお！」

　ガバッ！

　いきなり母は激しい勢いで抱きついてきた。思いのほかハグの力は強く、メキメキと背骨が軋きしむ。初真は「はにゃああ!?」と叫さけび、幾いく度どとなく母の背中をタップしたが、そのギブアップは受け入れてもらえない。

「ああ、生初真。これが成長した生初真なのね！」

　ナマハツマってなんだ───！

　抗議の叫び声を心の中で上げた初真だったが、力いっぱい抱き締しめる母から逃のがれられない。

　途と中ちゆうで、母は千夏のほうへと目を向けた。

「あら、チナちゃん。連絡ありがとうね」

「ど、どうも……シロ先生」

　引きつった愛想笑いを浮かべながら千ち夏なつは手を振る。

　その様子に、初はつ真まは目を丸くする。二人とも知り合いなのか？　そのことを母に尋たずねようと、口を開きかけたが、母は今度は力任せに頰ほおずりをかましてきた。ぐりぐりと顔を押しつけられ、会話するどころじゃない。

「もおお、心配してたのよ。途と中ちゆうで引き返しちゃってるんじゃないかって。ここへ来るの、いやんなっちゃってるんじゃないかって。私、本当に、心配で、心配で……そこへ昨日の電話でしょ。で、今朝かけたら、いきなり女の子が出てくるじゃない。しかもラブホなんて！　ああん、もう、お母さんの見てないところで、大人になっちゃったのね、は・つ・ま！」

　勘かん違ちがいだ！　しかも盛大に、おかしな方向へ！　これはこれでややこしい、むしろ説教してくれたほうがありがたい！

「さあ、行くわよ。一夜明けたばかりで名残なごり惜おしいところ、悪いけど！」

（違ぁぁぁう！）

　という初真の心のシャウトは無視して、強引に手を引き、母は部屋から出ようとする。あたふたと千夏がその後に続いていった。




　富と山やま市内を出て、車はすぐに高速道路を走り始めた。

　車内にはギターのインストゥルメンタルが流れている。母の趣味だろうか。耳に心地よい、静かでありつつも軽やかなメロディ。

「まさか、母さんと八やつ神がみさんが知り合いだなんて、思わなかった」

「世間は狭せまいでしょ」

　運転に集中しながら、母は軽やかに返してくる。

「まあ、同じ高校の拳けん法ぽう部ぶでコーチしてるんだから、知り合っててもおかしくはないと思うけど。どうして母さんは八神さんのこと知ってるの？」

「それはね──」

　と母が言いかけたとき、千夏は身を乗り出して、音が出るくらいブンブンと首を左右に振った。

「あら、チナちゃん。秘密にしろって？」

　コクコク、と千夏はうなずく。

「わかったわ。じゃあ秘密。どうせすぐわかるだろうし」

　などと隠かくされるとすごい気になる。是ぜが非でも聞きたくなる。

　初真は追及しようと口を開きかけたが、先に母のほうから話を始めてしまった。

「でも、二人とも何かあったわけじゃないのは、ガッカリだわ」

「か、勝手に変な期待しないでください！」

「思春期の男女が二人きりでラブホテルにいたら、過ちのひとつやふたつ」

「起こるわけないです！」

「つまんないわねー。吊つり橋効果でグッと盛り上がったムードのまま、そーゆーことになるのかと思ってたんだけど」

「なりません！」

　半分涙目で、千ち夏なつは断固として否定している。そこまで言われると、なんだか初はつ真まとしてはちょっと傷つかずにはいられない。

　雪原となった大地にはポツンポツンと民家が点在しているのが見え、彼方かなたには白い連れん峰ぽうが広がっている。このあたりは雪がなければ田園風景が広がるのだろうか。

「でも元気そうでよかったわ。ほら、ちっちゃいころはそこまで初真って丈夫じゃなかったから。すぐ風か邪ぜとか引いてたし。それだけでもお母さんとしては嬉うれしいわ」

「あり……がと」

　会うまではどんな風に迎え入れられるのか、不安だったけれど、やっぱり自分を産んだ実の母だ。内心どう思っているか知らないが、一応は自分に対して優しく接してきてくれている。

　ひとつ肩の荷が下りて、ふう、と吐と息いきを漏もらす。気持ちが落ち着いてきた。

「それで、八やつ神がみさん」

「はい？」

　千夏は首をかしげた。

「昨日のあれ、結局、なんだったの？」

「あ」

　窮きゆう地ちを脱して、すっかりそのことを忘れていたらしい。不意を突つかれた感じで、しばし千夏は返答に困っている。

「あの不良は、なんで八神さんを連れてこうとしてたの？」

「それは……」

　エンジン音が強さを増した。加速する感覚が体に伝わってくる。車は追い越し車線に入ったようだ。

「ごめんなさい。彼のことは、忘れてください」

　いきなりの拒絶だった。

「どうかしたの？　けっこう大変そうだったけど……」

「い、いいんです。気き遣づかってくれて、ありがとうございます」

　それっきり、千夏はその話題には触ふれようとしなかった。




　車は高速道路を下りて一般道を走り始めた。

　雪の街中を進みながら、ひとまず金かな沢ざわ駅へと向かう。千ち夏なつを降ろすためだ。

「お世話になりました」

　間もなく駅に着く、というところで、ペコリと千夏は頭を下げた。

「初はつ真まのことよろしくね。転校したばかりだとすぐには馴な染じめないでしょうし」

「大丈夫です。初真さん、きっとみんなと仲良くやれます」

　千夏は母に向かってにっこりとほほ笑みかけた。

　車は駅のロータリーに着いた。千夏は荷物を持って外に出る。それから立ち去るのを迷った挙あげ句く、助手席のほうへ回りこみ、窓ガラスをコンコンと叩たたいた。

　ボタンを押し、ウインドーを下ろす。

「あの」

　千夏は初真に向かってペコリと頭を下げた。

「また学校でよろしくです」

　それから母のほうを向き、

「送っていただいて、ありがとうございました」

　と深々とお辞儀して、頭を上げると、足早に車から離れていった。

　去ってゆく千夏の後ろ姿を見ながら母はぽつりとつぶやく。

「可愛かわいい子でしょ」

「う、ん」

「カノジョにしてもいいわよ。私が許す」

「へ？」

　唐とう突とつな母の言葉に、初真は口をパクパクとさせる。いくらなんでも初対面の女の子相手に、その選択肢しはない──と生き真ま面じ目めに返そうとしたが、母はすでに自分の言ったことなど忘れたかのように、サイドブレーキを下ろして車を発進させた。

　どうも母にペースを乱されてばかりだ。

「さて、と。これから私の事務所に寄るけど、いいわよね？」

　ロータリーを出て、ウィンカーをつけずに左折しながら、母は軽やかに話しかけてくる。

「必要な荷物があるから取りに行くの。疲つかれてない？」

「ううん、平気」

　せっかくだから母の仕事場を覗のぞいてみようかと思った。

「家に戻るのお昼過ぎになるわ。道場行くから」

「道場って、やっぱり拳けん法ぽうの？」

「そうなの。今日はうちの拳法部の子たちが自主練しているから、付き合ってあげるの」

「母さん……まだ続けてたんだね」

　すでに知っていることだが、初真は言わずにはいられなかった。




　初はつ真まが修行している拳けん法ぽうの名は、「竜りゆう虎こ道どう拳法」という。




　ルーツは中国。

　第二次世界大戦の折、大陸で帝国陸軍の特務に従事していた男、渡わた来らい天てん道どうが、現地で学んだ干かん支し拳けんと呼ばれる中国武術をベースに作った、歴史的には比較的新しい拳法である。

　創立当初は敵も多く、あらゆる武道の挑ちよう戦せんを受けた。

　それでも竜虎道拳法は平和的な思想や、武術としての完成度が、多くの人に受け入れられ、開祖である天道亡き後も、着実に門下生を増やしている。




　いまや日本各地に道場が存在しており、在ざい籍せき者しや数すうは他の統一武道団体と比べれば少ないものの、新興拳法としてはそれなりの規模を誇ほこる組織として、日本の武道界にその名を轟とどろかせている。




　そして、その発はつ祥しようの地たる北陸に、初真は足を踏み入れたのであった。




　母もまた竜虎道拳法の先生である。

　そして、父のことを拳法バカと罵ののしって出ていった母が、その拳法をいまだに続けている。そこが初真には理解できない。

「そりゃ、可愛かわいい拳法部の後こう輩はいたちを、見捨てることなんてできないわよ」

　ニッと口の端はしを上げて、母は笑みを浮かべた。

　父も母も向卯むこう山やまの出身で、そして初代拳法部員。

　そこで二人の交際はスタートして、卒業後ゴールインしたのだと聞いている。

　母にとっては思い入れの深いところなのだろう。その点では気持ちは理解できなくもないけど、やっぱりどこかスッキリしないものはある。

　車は、大通りから一方通行の路地に入った。かと思うと、すぐ事務所に到とう着ちやくした。

「ここが私の城」

　ガラス張りの一階事務所には、「葵あおいシロ」とサインされた看板が掲かかげられている。

　なるほど、文字通り母のシロだ、と初真は妙みような感心の仕方をした。

　関係者用の小さいドアの鍵かぎを開け、母は事務所内に入る。手招きをされたので、初真も続いて中へと入った。

　奥のほうへ母は荷物を取りに行った。

　照明の消えている室内はやたらと寒い。

　初真は制服の上から腕をさすって、体を温めながら、母の仕事場をつぶさに観察した。

　棚たなの上に飾かざってある賞状やトロフィー。薄うす暗ぐらくてよく見えないが、何かのコンテストで優秀な成績を修めたのだということはわかった。

　木製のデスクの上にはファッション誌が積み重ねられている。

　その一冊にデザイナーとしての母の名が載のっていた。

『葵あおいシロ特集──闘たたかう新進気き鋭えいのデザイナー』

　手に取って、中身を読んでみる。

『このようにファッションだけに限らず幅はば広ひろい分野で活かつ躍やくする葵シロであるが、活動の場はデザイン業界にとどまらない。彼女はまた県立向卯むこう山やま高校で、竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうのコーチもしている。「拳法で学ぶ技術は、デザインの技術にも直結します。だからこそ私は高校生を指導しているし、また自分も修行を続けているのです」とは彼女の談。向卯山拳法部では、彼女みずからデザインしたマスコットキャラをあしらった特製のジャージを、部員全員が着用している』

「そんな記事、面おも白しろくもなんともないわよ」

　母が奥から姿を現した。

　肩に拳法の胴どう袋ぶくろを担かついでいる。

　お洒落しやれな服装とはまるでミスマッチな荷物だ。

「着いて早々だけど、一緒に道場へ行く？」

　もちろん、初はつ真まには断るつもりなんてこれっぽっちもなかった。




　市内はところどころ雪が積もっている。富と山やま同様、昨日は吹ふ雪ぶいていたのだろう。

　白雪に陽光が反射して、あたりはまばゆく光り輝いている。

　車は橋を渡った。

　川に沿って古風な家屋が連なっている。古ぼけた火ひの見み櫓やぐらのようなものが立っている。遥はるか上流のほうには雪山がそびえ立っているのも見える。駅からはずっとビル街を走っていたが、今度はいかにもな地方都市の風景が広がっている。

　都会と古都が、境界線も曖あい昧まいに融合した、不思議な町。

　これが、これから自分の住む土地なのだと、初真は窓の外を感かん慨がい深ぶかげに眺ながめた。

「もうすぐ着くわ」

　母の案内と同時に、車は山を登り始めた。

　こんなところに道場があるのか、と車窓から外を眺めていると、やがて門構えの立派な寺の前で車は停まった。

「ここが道場──？」

　思わず初真は問いかけた。

「東ひがしの廓くるわ道場よ。もう使われなくなったお寺を利用させてもらってるの」

　はあ、と初真はぼんやりと返事をした。

　東京ではありえない規模の道場だ。山門、本堂はおろか、離れまで備わっている。元は由ゆい緒しよ正しい寺院であったのは間違いない。

「私は駐車場に車停めてくるから、先に入っててね」

　初はつ真まを降ろしてから、母はハンドルを回し、寺の横にある駐車場へと車を滑すべりこませた。

　言われた通り、山門をくぐり抜ぬけ、境内けいだいへと入った。雪を踏ふみしめるたびに、ギュッギュッと小気味良い音が響ひびき渡る。

　山中を風が吹き抜けた。

　初真は目を閉じる。

　ざわめく木々、流れる雲、遠くから聞こえる市街地の生活音、あまたの事象に心を巡めぐらせる。心地よさが全身に染しみ渡る。

　なんとなく、この町が好きになれそうな気がした。




　雪を踏む足音が聞こえた。

　目を開けると、本堂の前に、初真と同い年くらいのポニーテールの少女が立っている。

　ザッと風が吹き、少女の髪かみが激しくはためいた。




「……誰？」

　少女は訝いぶかしげに斜視しながら問いかけてくる。

　初真は、「草くさ薙なぎ」と言いかけて、すでに戸こ籍せき上も母の姓せいになっていることを思い返し、

「碧あお井い初真。今日引っ越してきたんだ」

　と答えた。

　途と端たんに少女は初真を睨にらみつける。

「あんたが」

「えっ？」

「あんたがシロねえの」

　一いつ瞬しゆん、「シロねえ」とは誰のことをさすのかわかりかねたが、やがて自分の母のことを言っているのだと気がついた。母の仕事名は葵あおいシロであり、また本名は碧井白しろ湖こだ。

「うん、そうだよ。これからよろしく」

　自分に向けられている敵意はとりあえず受け流して、初真は和なごやかに拱きよう手しゆ礼れいをした。

　少女は礼を返すことなく、初真のことを睨み続けた。ひと言も口をきこうとしない。

「えっと……」

　さすがに困り果てた初真は、苦笑いを浮かべる。

「何か、問題でも──」

　その言葉を最後まで聞こうとせず、少女はクルリときびすを返すと、本堂の階段を駆け上がった。羽は織おっている黒いジャージの背に、三日月を抱いている愛らしいウサギのイラストが描かれている。

「あっ、ちょ」

　呼び止めようとする初はつ真まに対して、少女は振り返り、キッと鋭い目を向けてくる。

「『問題でも』？　すっとぼけたこと言わないでよ。自分の父親が何をしでかしたか、知らないなんて言わせないわよ」

「それは──」

　初真は口ごもる。知っている。亡き父が最さい期ごのころ何をしたか。金かな沢ざわへ引っ越してきたらまず追及されることだとは思っていたが、まさか出だしでこの話題が出てくるとは思わなかった。

「それに、あんたは──」

　何か言いかけて、少女は途と中ちゆうで黙だまった。口を固く閉ざしたまま、しかし瞳にこめた敵対心は微み塵じんも緩ゆるめることなく、初真を睨にらんでいる。

　やがて再び口を開いた。

「帰って」

「えっ？」

「東京へ、帰って」

　バンッ、と両手で荒々しく本堂の開き戸を開ける。

　そこでもう一度、少女は初真のほうを向いた。

「いま、すぐ！」

　本堂の中に入り、ピシャリと戸を閉める。

　残された初真はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすほかなかった。

「どうしたの？　そんなところで突っ立って」

　駐車場から母がやって来た。

　いまの少女が何者であるか尋たずねようと思ったが、やめた。どうせ中に入ればわかる。

「なんでもないよ、母さん」

「そう。じゃ、道場に入りましょっか」

　本堂の脇わきへ回ると玄関がある。母は引き戸を開け、土間に入る。

　案内されるまま本堂の奥へと進んでいく。

「昔はご本尊の前で練習していたんだけど、狭せまくなってきたから改築したの」

　ちょうど本尊の裏に当たるところに部屋がある。ガラスの格こう子し戸どから明かりが漏もれている。中からは「アッ！」とか「セイッ！」といった気合が聞こえてくる。

　母が戸を開くと、板張りの道場が目の前に現れた。

　道着姿の男女が五名ほど、技の練習をしている。その奥では、高校生くらいの子たちが基本練習をしている。

「この東ひがしの廓くるわ道場としては手前の五名。あなたが行く学校の拳けん法ぽう部ぶは、あの奥の四人」

「えっ。あれだけ？」

　奥にいる一団を指差し、初はつ真まは尋たずねる。

「向卯むこう山やま高校の竜りゆう虎こ道どう拳法部一同よ。全員一年生。あなたと同学年ね」

「でも、たった四人だし、どう見てもあのメンバー……」

「みんな来ているみたいね。ちょうどいいから紹しよう介かいしてあげるわ」

　母は拱きよう手しゆ礼れいをしてから、道場の中へさっさと進んでいった。

「あの、母さん？」

「おーい、向卯山のみんな！　ちょっと集まってー！」

　初真の言葉を無視して、母は大声を出しながら道場の真ん中で手を振った。

　全員が、母のところへと寄ってきた。

　ひとり目立つ形で離れて立っている初真は、軽い緊張を感じて、背筋をピンと伸ばした。

「こちら、私の息子。初真っていうの。三学期から向卯山高校に転入するわ。みんなとは同級生になるから、よろしくね」

　母の紹介とともに、拳法部四名の目が向けられる。

「えっと、こんにちは。碧あお井い初真です」

　そこで初真は一いつ旦たん口を閉じた。

　どうも妙みように穏おだやかでない空気を感じる。誰から発せられているものか。

「これから皆さんに教わることいっぱいあると思いますけど、少しでも早く新しい環境に慣れようと思いますんで、よろしくお願いします」

　しゃべっている間に、不穏な空気の出所がわかった。

　元凶であるのは、邪悪な笑みを浮かべて初真を睨にらみ続けている少女──先ほど本堂前で出会ったポニーテールの少女だ。

　彼女はフンと鼻を鳴らし、前に出てきた。

「私たちに教わる？」

　初真の前に、腰に手を当てて立ちはだかる。

「それって、つまり、うちの拳法部に入りたいってこと？」

「君は？」

「部長よ。前まえ蛇だ深み沙さ。でも、よろしく、は言わないわ。あんたを入部させる気はないから」

「どうして……？」

「当ったり前でしょ。見なさいよ、メンバーを」

　深沙に言われずとも、初真にはわかっていた。




　四人とも、女子だ。




（やったー、ハーレムだあ──って、喜べるかっ！）

　脳内でひとりノリツッコミをする。

　たしかに共学へ行くことの楽しみはあった。女っ気けのなかった生活からオサラバし、晴れて自分もリア充じゆうの仲間入りかとワクワクしていた。

（だけど、神様、この仕打ちはあんまりではないでしょうか！）

　いくら女子とのキャッキャウフフな時間を夢想していたとはいえ、拳けん法ぽうの世界にまでそれを持ちこむ気はない。さらさらない。というか、拳法を、オンリー女子の空間で修行するということは、初はつ真まにとっては拷ごう問もんでしかない。

　おまけに、一番大きな問題がある。

「部員は、ちょうど四名」

「そうよ」

　深み沙さは意地悪な笑みを浮かべた。

　大会は基本的に二人ひと組の演武形式で、殴なぐり合っての勝った負けたを競うものではない。だから、今後大会に出るとなれば、必ずペアを作らないといけない。

　ところが、現在の向卯むこう山やま高校拳法部の人員は、四名。ちょうど偶数。そこへ初真が入部してきたとしても、組む相手がいない。みんなすでにペアを作ってしまっているはずだ。相手を変えての掛かけ持ち出場は認められていないから──このままでは、全国出場の夢は潰ついえてしまう。

　母がパンパンと手を叩たたいた。

「はいはい、なに初対面で喧けん嘩か腰ごしになってるの、ミサちゃん」

「だってシロねえ」

「口ごたえしない。気持ちはわかるけど、少し落ち着きなさい」

　それから母は初真のほうを向き、

「ここ出て廊ろう下かをまっすぐ行くと、突き当たりに部屋があるから。そこで着替えて」

「いいの？　練習参加して」

「せっかく道着もあるのに、体動かさないなんて損そんよ。行ってらっしゃい」

　母の指示に従い、初真は道場から廊下に出た。このままこの場にいて、深沙の敵意に向かい合うのも面倒だった。

　廊下の突き当たりの部屋は、十畳じようほどの和室だった。そこで初真は道着に着替え始めた。

「まいったなあ」

　ぼやく。

　新しい高校の拳法部について、母は少しも情報を流してくれていなかった。せめて女の子しかいない、ということくらい教えてくれてもよかったのではないだろうか。人数からして、自分とペアになれる部員がいないこともしかり。

　ふと、先ほどの深み沙さのセリフを思い出す。

　──東京へ、帰って。

「いくらなんでも」

　初対面の相手にひどいじゃないか、と言いかけて、途と中ちゆうでやめた。

　父はいつも、「愚ぐ痴ちはこぼすな」と教えてくれていた。「愚痴をこぼせば、やる気もこぼれる」というのが、父の持論だった。不満を漏もらしたところで事態が改善されるわけでもない。気持ちがどんどん萎なえていくばかりだ。

　パンッ、と両手で頰ほおを叩たたく。

「よしっ。ファイト、自分！」

　気合を入れて、初はつ真まは部屋の外に出た。




　道場へ戻ると、みんな壁かべ際ぎわに並んで安座していた。

　母と、道場の幹部らしき青年だけは、正面の掛かけ軸じくの前に座っている。

　それが演武の隊形であることに気がつき、初真も壁際の列に並ぼうとした。

「えっ、黒」

　誰かが声を上げた。

「黒帯……!?」

　深沙が不快そうに眉まゆを吊つり上げた。

　拳けん法ぽう部ぶ一同は四名ともみな茶帯。

　だが、初真の帯は黒帯だ。

　普通の高校拳法部員は、引退間近な二年生の冬になって、やっと初段を取らせてもらえる。しかし町道場ですでに昇級・昇段している者は別で、例えば初真のように、一年生の時点ですでに有段者になっている、というケースもごく稀まれにある。ありえない、というほどではないが、高校拳法部ではけっこう珍めずらしいほうだ。

　注目を浴びていることで、居心地の悪さを感じながら、初真は半はん跏か趺ふ座ざの形で安座した。

　母が口を開いた。

「まずはいつも通り、演武の完成度をチェックするわ。最初はミサミナ組からよ」

「はい！」

　元気よく返事をし、深沙は立ち上がった。ポニーテールが勢いよくピョンッと跳ねる。

「巳み菜なもぼんやりしないで、すぐ立って」

「……はい」

　母に厳しい口調で命じられ、深沙の相方となる少女は、控えめな返事を返した。

　ややウェーブのかかった長ちよう髪はつ。物もの腰ごし穏おだやかな雰ふん囲い気き。やたら元気な深沙とは、見るからに真逆のタイプ。髪の色ひとつ取っても、深沙が茶ちや髪ぱつなのに対し、巳菜は自然のままの黒くろ髪かみでいる。

　対照的なのは雰ふん囲い気きだけでなく、スタイルもだ。

　深み沙さと比べて、明らかに、巳み菜なの胸は大きい。道着の上からでもわかるほど巨乳だ。女子自体見慣れていない初はつ真まは、思わず凝ぎよう視ししてしまう。

「初真」

「は、はい!?」

　母が声をかけてくる。意識が巳菜のバストへ飛んでいた初真は、慌あわてて返事をした。

「この二人はうちの拳けん法ぽう部ぶの部長と副部長よ。天あま沼ぬま高校では主将と副将って言い方がピンとくるかしら。初段としての目で、二人の演武をじっくり見てちょうだい」

「う、うん、わかった」

　その「初段としての目」とやらは、いましがた女の子のおっぱいに釘くぎ付づけになっていたのですが。

「前まえ蛇だ道士」

　母が名前を呼ぶ。

　これは実際に、演武開始前に審判が選手を呼び出すときと、同じ言い回しだ。

　つまり、もうすでに演武披ひ露ろうの時間は始まっている。

「はい！」

　深沙は元気良く答える。

「頼琶たよりべ道士」

「……はい」

　静かな返事。名前を呼ばれた巳菜は、横目で深沙のことを見て、小さくうなずいた。

　深沙もうなずき返す。

　二人は背筋を伸ばした。

（演武モードに切り替わった）

　初真は軽く身を乗り出し、彼女たちの所作に注目する。

　演武とは、約束事の中で、二人ひと組で技を披露する様式である。アクション映画のワンシーンを作るみたいなものだと考えればわかりやすい。

　本気の闘たたかいだったら、パンチが来るか、キックが来るかわからない。演武では、その流れをあらかじめ決めておく。

　八や百お長ちよう、とはまた違う。演武で組んだ者同士に勝ち負けはない。根本的に、審査するポイントが違う。どっちが勝ったか負けたかを競うのではなくて、その二人組がどれだけ技を理解して、どれだけ技を使いこなせているか。その技術力と表現力を審査するのが、演武なのである。

　深沙と巳菜は、無む駄だのない足取りで道場の中央まで進み出ると、お互いに向き合って、肘ひじの張った力強い拱きよう手しゆ礼れいを交わす。

　すっ、と手を下ろしていく。

　わずかな時間、直立した後──バッと風を切って、攻守の構えへと移行した。

「アッ！」

「……ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と、力のこもった含ふくみ気合が、道場内に響ひびき渡る。

「エヤァッ！」

　深み沙さは腰の入った中段突つきを繰くり出す。

　紙かみ一ひと重えでその突きを受け流し、かわした巳み菜なは、すかさず反撃の蹴けりを放つ。

　ドンッと鈍にぶい音がした。

　蹴りを喰くらった深沙はグッとうめきながら後退する。

　そこへ追い討うちをかけるように巳菜が連攻を仕し掛かけてくる。

　上中と揺ゆさぶるように放たれる連続突きに対して、深沙は防戦一方の体勢で、かろうじて受け流している。

（へえ……）

　あまりのスピードで見落としそうだった。わずかに二人の軸は変わっている。あらかじめ攻防の手順が定まっているとは感じさせないくらい、実に自然な流れだ。素人しろうとが見たら、本気で闘たたかっているように見えるだろう。

　演武上劣勢だったはずの深沙は、いつの間にか有利になるような位置へと移動している。

（なかなか──）

　全国レベルの道士が大勢いる天あま沼ぬま高校で鍛たん錬れんしてきた初はつ真まは、自分の目にそれなりの自信を持っている。だから、肝心の部分を見逃しそうになったことに、少なからず衝しよう撃げきを受けていた。

　さらに一歩、巳菜は踏みこんだ。

　上段を狙ねらっての牽けん制せい突づきの後、コンボの右廻まわし蹴りを放つ。こめかみを狙っての危険なハイキック。演武といえども、当たれば大おお怪け我がにつながる。

「シッ！」

　深沙は、巳菜の右廻し蹴りを十字受けで防ぐと、重心を安定させた。

　巳菜は勢いに乗じて、さらなる追撃を仕掛ける。

　電光石火。

　二人の体が交差したと思った瞬しゆん間かんには、深沙のカウンター蹴りが巳菜の脇わき腹ばらへと叩たたきこまれていた。

「っ！」

　巳菜は苦く悶もんの表情を浮かべたが、耐たえ切って、間合を離して構え直す。

（青せい竜りゆう拳けん系の技、霹へき靂れき火か……それも、蹴りのタイミングが見事だ）

　ワンツーの連撃が来たのを受け流しつつ、正面からカウンターの蹴りを放つ。シンプルゆえに難しい技を、基本的な部分は荒あら削けずりだが、深沙は上手に使いこなしていた。演武だから、攻撃のタイミングがわかった上での霹へき靂れき火かではあるが、いまの感じなら実戦でも十分に通用しそうだった。

　そんな調子で、全六構成の演武は終わった。

「一分五〇秒。まずまずね」

　母がストップウォッチ片手に言った。

　規定の時間は一分半から二分。一分五〇秒だと、制限時間ギリギリだが、実際の試合ではスピードが速くなりがちなので、練習段階では最もベストなタイムだ。

「初はつ真ま。気がついたことあったら、遠慮なく言っていいのよ」

　突とつ然ぜん母から話を振られた。

　皆が一いつ斉せいに自分のことを見てくる。何か発言しないわけにはいかない雰ふん囲い気きになってきたので、初真は仕方なく目についた箇か所しよだけ指し摘てきすることにした。

「えっと、まず頼琶たよりべさん、だっけ？」

「……はい」

　目をパチパチとまたたかせ、巳み菜なは返事した。

「気合、しっかり出したほうがいいと思うよ」

「……はい」

　わかってるのか、わかっていないのか。動きのない表情で巳菜はコクリとうなずいた。

「それと前まえ蛇ださん？」

「なによ」

　深み沙さは不ふ機き嫌げんそうに唇を尖とがらせて、ジロリと見てくる。女の子慣れしていない初真は、わずかに目を逸そらしながら、話を続ける。

「蹴けりのとき、腰が引けてる。もっとお尻しりから突き出すように蹴らないと。蹴り自体も引きが弱いし。あと、突くとき反対の手が死んでる。手首を活かしたほうがいいと思う。それと──」

「ちょっと待ってよ！　なんで私ばかり注意するところが多いわけ!?　ミナへの注意は気合だけなのに！」

　深沙の抗議に、正直に言うべきかどうか初真は迷ったが、結局言うことにした。

「頼琶さんは、気合を出していないこと以外は、特に問題なかったから」

「へえ」

　ここで初めて、道場の幹部らしい青年が口を開いた。

「よくわかってるな。さすがシロさんの息子だ」

「草くさ薙なぎの息子、って言ってちょうだい。私は今日まで母親じゃなかったんだから」

　そう言いつつも、母は上機嫌な笑みを満面に浮かべていた。

　一方で、深沙は顔を強張こわばらせ、ギリッと歯は嚙がみをしたが、

「……ッ！」

　喉のど元もとまで出かかっている何かを抑おさえるように、あさっての方向へと目を逸そらした。

　あまり好ましい雰ふん囲い気きではない。

（少し言い過ぎたかな。嫌われちゃったかな）

　初はつ真まはポリッと頰ほおを搔かいた。

「天あま沼ぬま学園高等学校」

　不意に、横から前の学校の名前を呼ばれた。

　シャギーの入った髪かみの女の子がほほ笑みながら、初真のことを見ている。ふわっ、と甘い香りが漂ただよってきた。拳けん法ぽうをやっている女の子にしては、どこかのんびりした印象があり、汗くささも感じさせない。小こ柄がらで、丸顔で、小動物的可愛かわいらしさがある。

「さすが全国大会常連校。ええ目しとるんやね」

「そんなことないよ」

　初真は謙けん遜そんしつつ、相手の意図を探る。嫌いや味みで言われているのなら、あまり調子に乗った答えを返すべきじゃない。

「うち、悪意でゆっとらんよ」

　ほんわりと訛なまりのある言葉で否定し、女の子は首をフルフルと振った。

「ほんとやって。ほんとに優秀や思って感心しとってんし」

「ありがと」

　にっこり笑って礼を言う。

　少女はうなずいて、帯に刺し繡しゆうされている名前を見せながら、自己紹介を始めた。

「うち、瑞みず知ち鏡きよう子こ。わからんことあったらいつでも──」

「次、鏡子と潤じゆん」

　母の呼びかけで、話は中断させられた。

「あ、はぁい」

　のんびりとした柔やわらかい声音で返事を返して、鏡子は立ち上がった。

　一五〇センチくらい。かなり小柄だ。

　それに対して、相方として立ち上がった女の子は、やたらと身長が高い。どう見ても一七〇センチ近く、初真より背が高い。

「はい」

　ややハスキーな声。帯の名前を見ると、長洲姉ながすね潤、と書いてある。ボーイッシュなショートヘア、ひとりだけ場違いなほど険しい目つき。

（あの二人が組む……!?）

　見た目からしてありえない組み合わせだ。

　たとえるなら、一方はハムスターで、もう一方は大柄なドーベルマン。パッと見の体格的にハンデがありすぎる。

「よーく見まっし」

　鏡きよう子こはかろやかに振り返り、初はつ真まにウィンクした。

　言われずとも、二組目の演武。向卯むこう山やま高校のレベルがどれくらいのものか、確かめさせてもらうつもりだ。

　鏡子と潤じゆんは演武開始と同時に、両者ともに普通の中段構えになった。

（どっちが守者？）

　どちらも守者の構えを取っていない。

（まさか、冗じよう談だんでしょ）

　二人とも攻撃的な構えだし、いつでも前進できるよう重心も調整している。これでは演武というより、まるで実戦みたいだ。

　潤が先に動いた。

　ボクシングスタイルの構えに移行し、牽けん制せいの左ジャブを二発放つ。

　鏡子は攻撃の外へと回りこんで回かい避ひした──かのように見えたが、一いつ瞬しゆん動きが遅れてしまい、二発目のジャブが耳をかすめた。プロ級のスピードがあるパンチだ。

「いつっ！」

　かすっただけでも相当痛かったようで、鏡子は顔をしかめた。

　潤は足をさばきながら、アウトサイドにいる鏡子へと向き直り、腰を溜ためての渾こん身しんの右ストレートを放とうとする。

　鏡子はなんとか反応しようとしたが、最初の左ジャブ二発をかわした段階で、すでに重心を崩くずしてしまっていた。そうやって脚がもつれているところに、潤の右ストレートが襲おそいかかった。咄とつ嗟さに手の平でカバーしたものの、その手ごと顔面を殴なぐり抜ぬけられて、鏡子の小柄な体はひっくり返りながら、床板に叩たたきつけられてしまった。ドゴンッと鈍にぶい音が響ひびき渡る。

「はい、ストップ！」

　さすがに母は中断させた。

「まったくダメ！　どうして演武なのにケンカみたいになってるのよ。この間から少しも進んでいないじゃない」

「なまぬるい構成なんて興味ありません。オレたちは本物を見せたいんです」

　パートナーを殴り倒しておきながら、悪びれもせず、潤は反発した。

「そういうセリフは六構成全部完成してから言ってちょうだい。このままだと、来月の大会には間に合わないわ」

「かまいません」

　潤は動じていない。

「うちは……出たいなあ……」

　ふらふらとよろめきながら、鏡子は立ち上がった。

　シロはため息をつき、かぶりを振った。

「熱血スポ根はお話の中だけにして。少なくとも今日はもう演武練習はやっちゃだめ」

　その宣言を受けて、鏡きよう子こは力なく笑い、拱きよう手しゆ礼れいをした。

　初はつ真まの隣となりにまた戻ってきて、ぺたんと着座する。

「うぅ、ないわぁ。なんべんやっても、一構成目でジ・エンド……何がダメなん？」

　尋たずねられた初真は、その答えをどう返すべきか、判断に迷った。

　正直、あのスタイルの演武は鏡子には向いていないと思う。相応の実力が伴っていない限りは、何度やっても潤じゆんの一いち撃げきでノックアウトされてしまうだろう。鏡子は、最初に攻撃をかわしたときにバランスを崩くずしてしまったことからわかるように、基本の動きからして未熟だ。

「相手に手加減してもらったら？」

　それ以外言えることはない。

「そんなんインチキやし」

　ぶう、とほっぺたを膨ふくらませて、鏡子は抗議した。

　意地を張ってもしょうがないのに──と初真は肩をすくめたが、どんな事情があって鏡子と潤が組んでいるのか、まるで知らないので、これ以上指摘するのはやめにした。

　とにかく、これで全員。四名二組の演武は終了した。

「もうこれで、大会に出るしかないのかしら」

　母は不満なようで、深いため息をつき、立ち上がる。

「ちょっと着替えに行ってくるわ。初真、適当にみんなに相手してもらっててね」

　これまで母は私服のまま座っていた。まだ道着には着替えていない。軽く手を振り、道場から出ていった。

「ハッツン、こっちこっち」

　母がいなくなった途と端たん、鏡子がにこにこ顔で手招きしてきた。さっそく「ハッツン」なんて愛あい称しようで呼ばれて、初真はむずがゆい思いで苦笑する。

「ねえ、お願いあるんやけど」

「なに？」

「ジュンと乱捕りして」

　鏡子はにっこりほほ笑みながら、とんでもないことをさらりと頼んできた。

「……は？」

　聞き返す初真の横で、潤はヘッドギアをかぶって乱捕りの準備をしている。

　先ほど彼女が、鏡子を容よう赦しやなく叩たたきのめしていた光景を思い返す。

「いやいやいや」

　初真は手を振った。

「できないって。女の子相手に──」

「余裕じゃねえか」

　いつの間にか潤じゆんが目の前に立っていた。

　やはり背が高い。女子でありながら、目線を合わせるには見上げないといけないほどだ。

「オレを女扱あつかいすると、泣くぜ」

　弱り果てた初はつ真まは、救いを求めるように周りを見る。

　深み沙さと巳み菜なは練習を中断し、成り行きを見守っている。止めようとしない。それどころか、

「黒帯なんだし、当然茶帯のジュンよりは強いんでしょうね」

　部長である深沙自身が、初真と潤の乱捕りを煽あおってきた。

　ますます困っていたところに、潤から無理やりヘッドギアを押しつけられてしまった。

「……わかったよ」

　渋しぶ々しぶヘッドギアをかぶる。

「先生、審判お願いします！」

　深沙は道場の幹部に声をかけた。

　幹部の青年は承しよう諾だくし、初真と潤の間に立つ。

「顔面の殴なぐり抜ぬきは禁止、金的蹴けり、側頭部へのハイキックも禁止。そんなところでどうだ？」

「ＯＫです」

[image: ]

　潤じゆんはボキリと拳こぶしを鳴らした。

　これは新参者に対するいじめなのだろうか──あるいは唯ゆい一いつの男子部員となる自分への反発なのだろうか──と初はつ真まはあれこれ考えたが、少なくとも、

「あは、すごい楽しみ」

　無邪気に喜んでいる鏡きよう子こを見ていると、彼女は悪気はないんだろうな、と思えた。

「とりあえず、防具は全部つけろ」

　幹部の青年の指示に従い、初真と潤は、胴やファールカップを着用していく。最後に、両手に拳サポーターをはめる。

　準備が整ったところで、幹部の青年はそれぞれの防具が適切に装着されているか確認した。

「問題はないな」

　ぼそりとつぶやくと、再び二人の間に立った。

「守者、攻者はなしでいいんだな」

「もちろんです」

　潤はうなずいた。

「なら、このまま始めるぞ。両者構えて」

　スッ、と幹部の青年は両腕を横に広げる。

「始め！」

　その合図とともに初真と潤は動き始めた。

　まずは距離を測り、位置を変えながら、初真はチャンスを窺うかがう。何度かこちらから攻撃を仕し掛かけようとしたが、ことごとく途中でやめた。

　潤には隙すきがない。

　一手、二手、いろいろな攻め方を考えてみるが、下へ手たに挑いどみかかっても簡単に潰つぶされてしまいそうだった。

（なら……もっと本気出して）

　腰を落とし、丹田に意識を集中させる。空間へと感覚を広げ、全方位からどのような攻撃が来ようと対処できるよう、万全の体勢で身構える。

　直後。

　パン、と肉の弾はじける音とともに、自分の首が後ろへガクンと折れ曲がった。顔面にジャブを喰くらった。頭ず蓋がい骨こつに衝撃が伝わってきて、脳のう味み噌そまで揺さぶられる。

　速い。射程圏けん外がいにいたはずなのに、一いつ瞬しゆんで間合を詰つめられた。

　と理解できたときには、すでに次の攻撃が繰り出されている。正面からの蹴けりだ。

　ズドンッ！　と鈍い音がし、潤の足が腹部にめりこむ。

「うぐっ！」

　初真は意識が飛びそうになるのを耐たえる。続けて放たれた第三撃目の右ストレートパンチを、すんでのところで、屈くつ身しんしてかわす。

　潤じゆんの裏へと出た。

　ノーダメージの状態であれば、死角から攻撃を仕し掛かけられた。だけど足がふらつく。頭も痛い。これでは十分な威い力りよくのある攻撃ができない。だから、仕切り直しとすべく、一いつ旦たん距離を置いた。

　呼吸を整える。乱れた体内の気の流れを回復させ、飛びかけていた意識を引き戻す。

「へえ──」

　潤は相そう好ごうを崩くずした。心の底から楽しそうだ。

「いいなあ、お前みたいなやつ好きだぜ。最後まで落ちんなよ」

　潤は構えを変えた。正規の体構えとは違う、ボクシングスタイル。

「シッ！」

　一足で間合を詰つめてくると、潤は鋭い右のジャブを放ってきた。それを振り身でかわす初はつ真ま。すかさず繰り出されてくる第二撃目の左ジャブ。それも、逆方向へ体を倒すことで避よける。

　そのとき、無理な回かい避ひがたたって、初真の足が滑すべった。よろめいてしまう。

「っらぁ！」

　ストレートパンチが襲おそいかかってくる。この崩れた体勢では、避けられない。

　なら。

　自ら膝ひざを曲げて、あえてもっと体勢を崩した。間かん一いつ髪ぱつ、頭上をキレのある右ストレートが通過する。そのまま初真は後ろへと受身を取って転がりつつ、また潤から距離を取る。

「ちょこまか逃げんじゃねえぞ！　さっきの気合はどこ行った、腰抜け！」

　とても女子とは思えない乱暴な言葉で、潤は吼ほえる。でも表情は嬉き々きとしている。

　そして初真も。

（なんだろう。この感覚）

　痛いし、怖こわい。

　それなのに、気持ちは昂たかぶっている。

　いまこの時間が、楽しい。

「行くぜ！」

　潤は力強く床を蹴けると、わずか一足で初真との間合を詰めた。

（──！）

　初真は無意識のうちに反応した。

　自らも前へ進み出る。父から教わった奥義、「逆げき鱗りん攻こう」の発動態勢に入る。潤は強い。いままで初真が闘たたかってきた、誰よりも。もはやこれしか勝つ方法はない。

　潤が、渾こん身しんの右ストレートを放つ。空を裂さく会心の一撃が、初真に襲いかかった。




　と、そのとき。




　──女に手を上げる野郎はクズだ！




　父の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　過去の記憶。自分の目の前でへたりこんで、ひたすら泣きじゃくっている女の子の姿。直後、父に思いきり顔面を殴なぐられたこと。

（男のクズ──）

　初はつ真まの足が、止まった。

　そこへ潤じゆんのパンチが襲おそいかかる。




　ドンッ！　と重い音が道場内に響ひびき渡った。




「はにゃ！」

　壁かべ際ぎわへ殴り飛ばされた初真は、クルクルと目を回し、崩くずれ落ちる。

　あっさりと決着はついてしまった。

　場はシーンと静まり返っていた。

「……弱っ」

　意識を失う直前、初真が最後に聞いたのは、呆あきれ返った口調の深み沙さのひと言であった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　帰り道。

「派手にやられたみたいね」

　シトロエンのハンドルを回しながら、母は笑っている。

　初真は答えず、携けい帯たい電話で時間を確認した。

　昼十二時。

　練習が終わった後、拳けん法ぽう部ぶの女子たちは連れ立って帰っていった。誰ひとり、初真に声をかけようとしなかった。あまりの不ふ甲が斐いなさに見切りをつけたのかもしれない。

　殴られた顔面と、壁にぶつけた後頭部が、ジクジクと痛む。

　車は山を下りたところで、信号に捕まった。サイドブレーキを引いた母は、軽くため息をついた。

　沈ちん黙もくは続いている。話す内容が見つからない。だけど無理をしてでも話そう、と初真は思った。

　すぐに信号が青になる。サイドブレーキが下ろされ、シトロエンは発進した。それを契けい機きに、初はつ真まは口を開いた。

「あのさ──」

「ところで好みのタイプの子はいた？」

　わずか一秒で平和な会話は中断させられた。

「は？」

「うちの拳けん法ぽう部ぶの女の子、四人とも、みんな可愛かわいい子ばかりでしょ」

「う、うん、まあ」

「チャンスよ。充じゆう実じつした高校生活を送るためにも、カノジョのひとりや二人作らないと」

「いや、二人はさすがにまずいんじゃ……」

「それとも天あま沼ぬま学園にカノジョでも残してきた？」

「いないって。男子校なんだし」

「合コンとかしなかったの？」

「部活に集中してたから」

「ダメねえ」

　はあ、と母はあからさまなため息をついた。

「お願いだから、拳法バカにだけはならないでちょうだい」

「拳法バカにならないことと、カノジョ作ることと、なんの関係が」

「大ありよぉ」

　ゾッとするほど艶つややかな声音を出し、母は横目で初真を見やると、にんまりとほほ笑んだ。

「やっぱり高校生は青春してこそだもの。可愛いカノジョ作って、目いっぱい学校生活を楽しまないと。やれ大会だ、やれ修行だって高校時代を明け暮れることほど、虚むなしいものはないわよ」

「それが、母さんの、指導方針？」

「楽しくやろう♪　が私のモットーなの」

　喉のど元もとまで言葉が出かかったが、言うのをやめた。正直、全国出場を目指している初真にとって、母のその考え方は受け入れがたいものがある。と同時に、父がいたころは全国優勝を果たしたりと名声を響ひびかせていた向卯むこう山やまが、ここ最近では県大会突とつ破ぱすらできないのは何でか、その理由の一いつ端たんを垣かい間ま見みた。

　しばらくして港こう湾わんが見えてきた。

　金かな沢ざわ港だ。

　車内に流れこんでくる空気は、潮の香りの中に、かすかに醬しよう油ゆの匂においが混じっている。たしか母の実家は、醬油造りで有名な港近くの町にあると、父から聞いていた。すると家の近くまで来ているということになる。

　案あんの定じよう、車はすぐに停まった。

　二階建ての古びた木造家屋。昭和の香りが漂ただよってくるレトロな造り。デザイナーの母にしては意外とこぢんまりと質素な感じの家だった。

　駐車スペースに車を入れた母は、鍵かぎ束たばをチャラチャラと鳴らしながら歩いてきて、玄関を開けた。

　甘い香りが外へ漂ってきた。

　母の実家とはいっても、他に誰かが住んでいるわけではない。祖父も祖母もこの十年の間に亡くなったそうだ。父は葬式には行かなかったが、その情報だけは摑つかんでいた。

（そっか、だから母さん、あんなに……）

　家の中は底冷えしている。決して冬の寒さだけが原因ではない。再会したとき、母が自分を熱烈歓迎した事情が、なんとなくわかったような気がした。

「ここがあなたの部屋」

　二階の一間へと案内された。

　八畳じようほどのフローリングの部屋に、勉強机やベッドなど、生活に必要な家具は一式揃そろってある。初はつ真まが暮らすと決まってから、母が買い揃えてくれたのだろう。

「ありがとう、ございます」

「どういたしまして。でも親子なんだから、そんな言葉はいらないわよ」

　つい礼を言った初真に対して、母はにっこりと笑いかけた。そして部屋を出ていこうとする。

「ねえ、母さ──」

　その背中に呼びかけるも、途と中ちゆうで言葉を切る。

　母は小首をかしげながら振り向いた。

「──ごめん、なんでもない」

「そう。用があったら、一階の居間にいるから、声かけてね」

　なんてことのない会話を交わす。

　本当に聞きたいことは胸の内に秘めながら。

（どうして父さんと別れたの……？）

　出会ってからずっと話題に上がらなかった内容。

　怖こわくて、いまは面と向かって話せない。でも、いつかは母の考えも聞かなければならない。父のことをよく知るためには、避さけては通れない道だった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　昼のファミレス。

　ボックス席に座っている四人の女子高校生たちは、まだ日も高いので、時間を気にせずくつろいでいる。

　深み沙さ、巳み菜な、潤じゆん、鏡きよう子この拳けん法ぽう部ぶ四人娘だ。

「あいつ、本当に拳法部に入ってくる気かな」

　不満げな声を出す深沙。あいつ、とは初はつ真まのことだ。

「草くさ薙なぎの息子だよ!?　そんなの入部したら、うちの拳法部、総スカンじゃない！」

「別に私はええけど、期待はずれやったのはがっかり。草薙先生の息子やったらもっと強い思っとったんやったけど」

　鏡子は肩をすくめる。

「ねえ、ジュンはどう感じとるの？」

「オレに話振るなよ」

　潤は目を閉じ、ブラックのホットコーヒーに口をつけた。

「草薙先生の子どもにして、黒帯。それでいてあの弱さ。拍ひよう子し抜ぬけしたのは事実だけどな。負けたやつをコケにするような趣味はねーんだ。聞いてて気持ちもよくないし、そんくらいにしとけ」

「さすがジュン、相変わらずクールやね」

「弱いやつに興味ないだけだ」

　コーヒーカップを置いた潤は、そこで口を閉ざし、ぼんやりと何もない空間を見つめる。

（でも、あのとき──）

　初真に対して放った渾こん身しんの一撃。たしかに当たった。だけど直前に、不気味なものを感じていた。

　それは初真が構えを変えた瞬しゆん間かん。

　明らかに、自分の攻撃に対して、何か技を放とうとしていた。そして潤は、このまま殴ってもよいのだろうかという不安を抱いた。結果として勝てたが、どうにも釈然としないものが残った。

（もしかしたら、負けていたのは──）

「ジュン、どうしたの？」

　急に黙だまった潤に対して、鏡子が首をかしげて声をかけてくる。

　不意に、潤の携けい帯たい電話が震ふるえ出した。

　潤は、ディスプレイに表示された相手の名前を見て、「お」と小さな声を上げた。

「チナからだ」

「え、ウソ!?　本当に!?」

「ウソついてどうすんだよ。ちょっと電話出る」

　はしゃいでいる深沙を見て苦笑しながら、通話ボタンを押した。

『……もしもし』

　か細い声が向こうから聞こえてくる。潤は思わず破顔した。

「チナ、元気？　お店には行ける？」

『明日は無理。でも、年明けから復帰するつもり。みんなに迷惑かけられないし、私の問題だから……私が頑がん張ばらないと』

　小さく笑う声が聞こえたが、どこか疲つかれた様子があった。

「あんま無理すんなよ」

『けど、無理しないと。お父さんが滞たい納のうしてた今年の学費はなんとかなりそう、って。引越しもしばらくしないで大丈夫だって。せっかくそう言ってくれたんだし、もっとお金稼がないと』

「え？　マジで？」

『だからまたお店でよろしくね』

「みんなに替わる？」

『ありがと。でも、今日、いろいろあったから疲れてるの。また今度』

「わかった。また今度な」

　電話を切った後、とりあえず、みんなにいま電話で聞いたことを報告する。

「チナ、当面、学費のほうはなんとかなりそうだって」

「ほんと!?」

　真っ先に顔を輝かせたのは、深み沙さだった。さっきまで初はつ真まへの文句で仏ぶつ頂ちよう面づらしていたのが、ウソのように華やぐ。

「わあ、うちらも手伝っとる甲か斐いあった！」

　鏡きよう子こは喜色満面。

「……うん」

　巳み菜なもほほ笑む。

「よかったぁ。心配してたんだから」

　ホッと深沙は胸を撫なで下ろした。

「まだ様子を見い見いらしいし、根本的には解決してないから、オレらもまだまだ働かないといけないけどな。これでひとつ問題はクリアだ」

「うんうん」

「もうひとつの問題もな」

「なんのこと？」

　にこやかな顔。深沙は、潤じゆんの言わんとしていることを理解していない。初真について文句を言いつつも、肝心なことにはまるで頭が回っていない。

　潤はため息とともに、頭をガリガリと搔かいた。

「シロ先生のガキ。チナが戻ってきたら、演武のパートナーにできるんじゃね、ってこと」

　あっ、と深沙は小さく叫さけんだ。

「だめ！　それだけは絶対にだめ！」

「遅かれ早かれそうなるぜ。チナにだって相手がいないんだから」

「うっそでしょお……」

　深み沙さはがっくりとテーブルに体を伏ふせると、潤じゆんを睨にらみ上げながら、トントントンと苛いら立だたしげにテーブルを指で叩たたいた。

「ジュンの力で追い出してよ」

「無茶言うな」

　要求をピシャリとはねのける。

「何が無茶なのよ」

「オレはお前じゃないんだ。同じ感覚でいろってのは、無茶だし、横暴だろ」

　潤の言葉に、深沙は目を伏せた。

「……わかってるわよ。そんなこと」

　ぽつりとつぶやく。

「わかってるんだけど、さあ」

　静まり返る一同。

　実際は、部の誰もが深沙と同じことを感じており、そして共感している。ただ、程度の違いはある。特に深沙の場合、個人的事情も加わってきており、さすがにそこまで感覚を共有することはできない。

　だから何も言えない。

「仮にチナちゃんと組ませるとして」

　鏡きよう子こが沈ちん黙もくを破った。

「来月の大会には間に合うの？」

「ムリ」

　深沙は首を左右に振った。

　一月の新春大会は全員参加が義務であるが、新入りの初はつ真まと、しばらくブランクのあった千ち夏なつには、そもそも出場は厳しいと思われる。それに、大会まであと一ヶ月というところで、いまからペアになって演武を完成させるのは難しい。

　そのとき潤の携けい帯たい電話がまた振動した。

　今度はメールだった。

「ん」

　深沙の眼前に、潤は携帯電話のメール画面を見せてやった。

「先生からメール」

　そこに書かれている内容を読んで、ハッとなった深沙は、カバンの中を探って自分のスマートフォンを取り出す。ゴテゴテにつけられた兎うさぎのストラップがぶつかり合い、ジャラジャラと賑にぎやかな音を立てた。

「うちも来とる」

「……こっちも」

　鏡きよう子こと巳み菜な、それぞれ自分の携けい帯たい電話を開いてみせる。

　深み沙さはチラッとそれぞれの顔を見やった後、またメールを読むことに集中し始める。読みこむほど大した内容が書いてあるわけではないが、彼女にとっては重大なことだろう。

　見る見るうちに泣き出しそうな顔になってきた。

「なによ、これ──」

　シロ先生は何を考えているのか。




『おつかれさま。初はつ真ま、学校には一月からだけど、その前にみんなで日にち決めてデートしてあげて。わるいけど拒否権なしよ。よろしくね♪　　シロ』




　実に本当に心の底から──とんでもない監かん督とく命令だと、誰もが思った。







[image: 第二章　ウィッチ・ガーデン]







　小鳥のさえずりが聞こえる。

　昨日の旅の疲つかれが一気に出て、初はつ真まはベッドにかじりついていた。

（今日は昼まで寝てよ……）

　雨戸の隙すき間まから差しこむ淡い光に包まれ、掛かけ布ぶ団とんに抱きつきながら、ゴロゴロと寝返りを打つ。ふわっとした睡すい魔まが再び訪おとずれてきた。

　外からバイクの音が聞こえる。

　インターホンが鳴らされる音、家のドアが開け閉めされる音。

　そして、誰かがドスドスと階段を踏み鳴らして二階に上がってくる。

「母さん……？」

　寝ぼけ眼まなこで廊下のほうへと顔を向けた。

　バンッ、とドアが開け放たれる。

「起きろ」

　潤じゆんだった。

　昨夜、道場で打ちのめされた記憶が呼び起こされ、初真は一気に目を覚ました。

「な、なんで、急に──」

「市内を案内してやるんだよ。ありがたく思え」

「そんなこと、当日の朝に言われても困るよ！」

「拒否権があると思うんじゃねえぞ」

　潤は初真の襟えりを摑つかみ、グイ、と自分のほうへと引き寄せる。互いの顔がくっつきそうになるほどの間合で、正面からメンチを切られた。

「オレたちが今日と決めたら、今日なんだ。黙だまってついて来い」

　ドン、と突き放された初真は、ベッドの上に尻しり餅もちをついた。

　そこへ、クローゼットのハンガーにかけてあった私服が、乱暴に投げつけられた。

　有無を言わせぬ迫力を前に、初真は文句を言う隙すら与えられず、あたふたと部屋着から外出用の私服へと着替えていく。

　引っ越してきた二日目にして、早くも女の子に生着替えを見られるという、喜んでいいのかよくないのかわからないシチュエーション。いや、普通は女の子の生着替えを見て喜ぶのであり、自分の着替えシーンを見られて喜ぶ趣味は、初真にはない。

「おら、行くぞ」

　着替え終わった瞬しゆん間かん、潤は初真の手首を摑んだ。

　半はん端ぱない握力で、手がちぎれ飛ぶのではないかと思った。

「あら、けっこう早く準備できたのね」

　一階へ下りると、玄関口に立っている母が、そんな吞のん気きな言葉をかけてくる。

「お休みのところすみません。すぐ行きます」

「こっちこそ悪いわね。初はつ真まをよろしく頼むわ」

「ええ──最後まで、面倒見ますよ」

　潤じゆんはニヤリとした。

　この場合どういう面倒なのだろうか、と初真は震ふるえ上がる。

　家の前に無骨なバイクが停めてある。真っ黒なボディに赤いライン。女の子っぽくないデザインだ。しかも大きい。排気量は制限ギリギリの四〇〇㏄クラスはあるだろうか。

　軽やかに座席にまたがった潤は、エンジンを入れた。

　ドッドッドッ、と小気味よい重低音が、朝の街に響ひびき渡る。

「ほら、乗れよ」

　後部シートをバンバンと叩たたき、潤はうながしてくる。

　ヘルメットを受け取り、かぶりながら、初真は潤の後ろに座った。

「えっと、二人乗りって初めてだけど、どうすれば」

「腰に手ぇ回せよ。しっかり摑つかまってないと、振り落とすぞ」

「あ、うん」

　若干ためらったが、仕方なく潤の腰に腕を回した。

　その瞬しゆん間かん、バイクは急発進した。

　平和な醬しよう油ゆ造りの町に、初真の裏返った悲鳴がこだました。

　港こう湾わん沿いの道へと飛び出し、休日の釣つりを楽しんでいる人々を横目に、暴走気味なスピードで疾しつ走そうしてゆく。

「むちゃくちゃだ！」

　ここまでの展開全てひっくるめて、初真は怒鳴った。

「男なら文句言ってんじゃねえよ！」

　運転中の潤も怒鳴る。

　走行音と風の音が激しくて、大きな声を出さないとお互いに会話が成立しそうにない。

「昨日会ったばかりなのに、なんでいきなりこんな風に拉ら致ちられないといけないんだよ！」

「オレが聞きてえよ！　こっちはシロ先生に命じられたから、仕方なくやってんだよ！」

「来週でもよかったじゃんか！」

「みんな用事があるんだよ！　話し合いの結果、今日に決定したんだ！」

「僕の意思はどこにあんのさ！」

「んなもん、ねえよ！」

「そんなひどい！」

　ギャン、とバイクは高速のままカーブに突入した。

　Ｇで吹き飛ばされそうになるのを、初真は潤の腰にしがみついて、必死で耐たえる。

（……ん？）

　腕に力を入れた瞬しゆん間かん、反発するように潤じゆんの腹筋にも力が入った。

　女の子とは思えないほど鍛きたえ上げられた腹部だ。

（すごっ）

　初はつ真まはそのたくましい肉体に惚ほれ惚ぼれとする。

　高校拳けん法ぽう部ぶの男子ですらひ弱な肉体が多い中、潤の肉体は感心するほどよく鍛えられている。女子はおろか、並の男子でも負けてしまう。

　つい思わず、カーブで車体が傾いている流れのままに、しがみついている腕を動かした。

　体勢が崩くずれているのを直すのと同時に、潤の体がどれほどのものか、さり気なく確かめてみたい気持ちも三分の一くらいあった。

　そして潤が女子であることを忘れていた。

　胸のふくらみに、初真の手がわずかに当たった。

「──っ！」

　潤はビクンと体を震わせた。

「な、なに触さわってんだ！」

　片腕でハンドルを握にぎりながら、背中の初真に向かって、肘ひじ打うちをぶちかます。

　バックエルボーが、ヘルメット越しに、初真の側頭部に直撃した。

　ガクンと首がほぼ直角に折れ曲がる。

「あっ」

　バランスを崩した初真は、手を離してしまった。

「え？」

　潤は振り返る。

　ドシャアア。

　路上に叩たたき落とされた初真は、盛大に転がっていく。

「お、おい！」

　我に返った潤は、バイクを急停止させて、声をかけた。

　が、時すでに遅く、初真は歩道の茂みの中に体を突つっこませると、そのままピクリとも動かなかった。




「なんでそんなボロボロなわけ？」

　駅のロータリーで待っていた深み沙さは、やって来た初真を見るなりそう言った。

「こいつが走行中にセクハラするからだよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、潤は吐はき捨てるように言う。

　返す言葉もない初真はポリポリと頰ほおを搔かいていた。

　当然、深沙から厳しい叱しつ責せきが来るものだと思っていたら、意外なことに彼女は吹き出した。

「セクハラぁ!?　ジュン相手に!?」

　いきなり弾はじけるように笑い出す。怒るどころか、思いきり楽しんでいる。

「あははは！　まさかジュンにセクハラできるようなやつがいるなんて思わなかった！　あんた、意外とやるじゃん！」

　腹を抱えて笑っている深み沙さ。

　その袖そでを、巳み菜ながクイッと引っ張った。

「……ぶれてる」

　そのひと言を受けて深沙はハッと目を大きく見開いた後、即そく座ざに表情を改めると、初はつ真まを睨にらんできた。

「で、何の用なのよ」

「そっちが呼び出したんだろ！」

「形式上はね。気持ちは全然そんなことないんだから」

「だったら帰ってもいいかな」

「帰ったら殴なぐるよ」

「どっちなんだよ！」

　わけのわからないやり取りを初真と深沙が繰り返している間、潤と鏡きよう子こは案内して回る場所について打ち合わせていた。

「で、どこ行こうか」

「観光地巡り？」

「そんなの味気ねーだろ」

「ほんなら、美お味いしいケーキ屋さんとか？」

「男は興味ねえよ、そういうの」

　二人の会話が聞こえた初真は、深沙との応おう酬しゆうを中断して、「はい」と手を上げた。

「僕は、みんながよく行くオススメの場所、一箇か所しよずつ案内してくれるとか、そういうのがいいな。どうせ観光地とか後で回るし」

　潤と鏡子は目を合わせた。シンプルだが、悪くないアイディアだった。何よりもそれぞれの自己紹介代わりにもなる。

　深沙だけはぶーぶーと文句を言っていたが、結局、

「……私も、それがいい」

　と巳菜がつぶやいたことで、大勢は決した。

「ねぇ、最初どこ行く？」

　鏡子が聞いてきた。

「私から最初なんていやよ」

　深沙は唇を尖とがらせる。

「それやったら、うちからリクエストしてもええ？」

「どこ？」

「決まっとるやん。あ・そ・こ」

「あー。そっか、キョウは好きだもんね、あそこ」

　あそこってどこ、と初はつ真まが問いかけようとした瞬しゆん間かん、巳み菜なが小さな声でつぶやいた。

「……商店街」

「商店街？」

　初真は聞き返す。

　巳菜はこくりとうなずいた。




　駅から歩くこと三〇分ほどで、一行は目的地に到着した。

「竪たて町まち商店街」と入り口に看板が掲かかげられている。

　ショッピングストリートと呼んだほうが、雰ふん囲い気き的には合っている。この地域では一、二を争うオシャレスポットなのだろう。置き石が音楽を流すスピーカーになっていたり、ポップアート調の商店街ポスターが並んでいたりと、片かた隅すみに至るまで凝こった意い匠しようが施ほどこされている。

　原はら宿じゆくをなんとなく髣ほう髴ふつとさせる。

　ひとまずストリートの入り口にあるファーストフード店で朝食を取ることにした。
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　先に注文の品が出てきた初はつ真まと鏡きよう子こは、二階に上がって席を五人分確保しておいた。

　バニラシェイクをストローで飲んでいると、真向かいに座っている鏡子がお互いの飲み物を見比べて、くすりと笑った。彼女の飲み物もバニラシェイクだ。

「同じやん」

「え？」

「うちもバニラシェイクやろ。気い合うなぁ、思って」

「……ありがと」

　どう反応していいのかわからず、初真はとりあえず愛想笑いを浮かべた。ごめんなさいこういうときどんな顔をすればいいのかわからないの、とでも言いたい気分だ。

　女子に免めん疫えきのない自分にとって、差し向かいで会話するというのは、かなり難易度が高い。

「ねえ」

　鏡子はテーブルに身を乗り出してくる。目と目が合う。髪かみからシャンプーの香りが漂ただよってくる。ドギマギして初真は目を逸そらした。

「な、なに？」

「なんでうちの高校なん？」

「それは母さんが──」

「いまミサおらんから、親切心から忠告しとくけど、ハッツンの評価は最悪やよ」

　大事なことを自分に伝えようとしているのだとわかり、初真は目線を鏡子へと戻した。

「うちとジュンは別にハッツンのこと嫌いやないし、ミナはあのとおり不思議ちゃんやから何考えとるのかわからんけど、ミサはずっと君のこと嫌っとる」

「前まえ蛇ださんがピリピリしてるの、僕が原因？」

「そーゆーこと」

「でも、なんだってそんなに嫌われてるの？　昨日初めて会ったばかりなのに」

「身に覚えない、ってのは言わせへんよ」

　鏡子は乗り出した体を戻し、椅い子すに座り直した。

「ミサにとってシロ先生はお母さんみたいなもんや。その大事なシロ先生を、君は、選ばなかったんやろ？」

　その言葉を受けた瞬しゆん間かん、初真は動きを止めた。

　ものすごい重大な問いかけを、鏡子はしている。

「それは……」

「優しいシロ先生よりも、『詐さ欺ぎ師し』の父親を選んだ──ミサの評価は、そうなっとるんよ」

　さらに話を進めようとしたところへ、深み沙さ、巳み菜な、潤じゆんの三人が、ハンバーガーと飲み物をトレイに載せて、二階席へと上がってきた。鏡子は、やって来た三人とおしゃべりし始めたため、それ以上父の話を振ってくることはなかった。

　詐さ欺ぎ師し。

　久々に聞いた父の評価。

　他の拳けん法ぽう関係者は、ほとんどが父のことをそう呼ぶ。

　父のしでかしたことが真実なら、そう呼ばれても仕方のない部分はある。だけど、自分にとってはよき父だった。拳法を教えてくれて、人生を教えてくれた。親であると同時に師でもある。

　その父を悪あし様に言われるのは、なんだか──

「聞いてんの？　バカハッツン。私たち、食べたらすぐ出るからね」

　物思いにふけっているところ、深み沙さの剣けん吞のんな声で現実へと意識を引き戻された。

「バカハッツンってなんだよ」

　ムッとした表情で、お世辞にも愛あい称しようとは言えないようなニックネームに不満を述べる。

「バカの初はつ真まだから、バカハッツンよ」

「そのバカはいずれ外してもらうとして、ハッツンっていうのはなんとかならない？　響ひびきが間ま抜ぬけで、あまりいい気分になれないんだけど」

「じゃあ他になんて呼べって言うの？　名前で呼ぶのは、カレシに言うみたいで、やだ」

　カレシ、の言葉に、潤じゆんがプッと吹き出した。

「カレシもいねえのに、よく言うぜ」

「うるさい！」

　深沙は顔を真っ赤にして怒った。

　やがて宣言どおり、ハンバーガーを食べ終わった女子三人は、即そく座ざにゴミをまとめて外へ出る準備を始めた。

「もっとゆっくりしてもええやん」

　鏡きよう子こは苦笑したが、自身もまた立ち上がり、空いたトレイを手に持った。

　初真も急いで荷物をまとめて、椅い子すから立ち上がった。

　外へ出ると、鏡子自ら先頭に立ち、案内を始める。

「このあたり、うちは洋服とかよく買いに来とるんよ。ハッツンには地味やろうけど、ええとこやろ」

　地味、か？

　落ち着いた街並みで、お洒落しやれなセレクトショップやカフェが整然と並んでいる様は、あまり目にうるさくなく、たしかに心地よいが──どこか原はら宿じゆくか渋しぶ谷やっぽい。

　というか、すぐ近くにマルキューがある時点で、ほとんど渋谷だ。

　鏡子は、適当なショップに入っては、春物の服やアクセサリーを眺ながめて、また次のショップへと足を運ぶ。

　女子向けのお店ばかりで、初真にとっては苦痛以外の何物でもない時間だが、意外と他の三人にも厳しいようだ。

　潤じゆんは興味なさそうに携けい帯たい電話をいじっているし、巳み菜なはぼんやりと意味もなく商品を見つめているし、深み沙さは始終険しい顔をしている。

　アクセサリーショップで、鏡きよう子こが髪かみ留どめを買いにレジへ行っている最中、とうとう耐たえかねたのか、深沙がヒソヒソ声で話しかけてきた。

「ねえ……もう行こうよ。私、こういうゴミゴミした場所って嫌いなの」

　初はつ真まはにこやかにうなずいた。

　うなずきながら、この程度でゴミゴミなら、深沙には渋しぶ谷やのセンター街は見せられないな、と思った。




　次の場所は、巳菜オススメの歴史博物館だった。旧きゆう藩はん主しゆの大庭園のそば、閑かん静せいな一角にある風格漂ただよう建物で、なかなか楽しめそうな場所だと感じた。……あくまでもファーストインプレッションは。

「オレ、パス」

　歴史と聞いただけでストレスを感じると言って、潤は辞退した。

　ほどなくして、それが単なる危機回かい避ひだったのだと、初真は知ることになった。

　一時間後、歴史博物館から出てきた一同は、巳菜を除いて、全員ぐったりと疲つかれた顔をしていた。

「その様子だと、だいぶまいったみたいだな」

　待っていた潤は意地悪な笑みを浮かべる。

　深沙が我が慢まんの限界だとばかり、両手をぶんぶん振り回して訴え始めた。

「ミナ、ひとつひとつの展示にず───っとへばりつくんだよ！　強引に引っ張ろうとしても全然動かないし、何が楽しいのかわからないし、もういや！」

「あう……ミナのスペックを見誤っとった……ここまでおかしい子やと思わんかった……なんで展示の石室入って長時間うっとりできるの？」

　鏡子も続けてくたびれた感想を述べる。

　ただ初真だけは黙だまっている。遠慮からくる沈ちん黙もく。女子たちの会話の中にどうやって入りこめばいいのか、わからない。

　と、潤のほうから声をかけてきた。

「お前はどうだったの？」

　急に話を振られて、何を言えばいいのか困ったが、正直に感想を述べることにした。

「面おも白しろかったよ。勉強になったし。ただ」

「ただ？」

「ラストに、頼琶たよりべさんと学芸員のお姉さんが、明治大正文化のことで三〇分もおしゃべりされたときには、ちょっと……」

　かように全員が大クレームをぶつけてくるなか、巳み菜なはまるで気にしていない。ニコニコと上じよう機き嫌げんな顔で、

「……こんなに大勢で行けて、幸せ」

　満足げな吐と息いきとともにつぶやいた。

「そ、そう。よかったわね」

「……隣となりの美術館も、行かない？」

「却きやつ下か！　却下！　大却下！」

　必死の形ぎよう相そうで、深み沙さはストップをかけた。




　それから歩くこと一五分ほどで、一行は川原に出た。

　三番目の案内人は深沙だった。

「ここが私のお気に入り。女おんな川がわって呼び名もあるの。静かでいいところでしょ」

「そういや、ミサ、よくここでランニングしてるんだよな」

　潤じゆんがうなずき、それから初はつ真まに説明を始めた。

「金かな沢ざわには、二本の川が流れてるんだ。東が浅あさ野の川がわで、西が犀さい川かわ。で、これが浅野川。『女川』って名前の通り、穏やかな流れだろ」

　たしかに落ち着いた雰ふん囲い気きがある。川に沿って並んでいる家並みも、昔ながらの味わいがあり、自然と気持ちが安らぐ。

「ミサはこの近くに住んでるから、毎朝起きるたびに川沿いの道を走ってるんだって」

「ちょっと、ジュン！　なに個人情報ベラベラしゃべってんのよ！」

「っと、悪い悪い」

　まったく悪いと思ってなさそうな顔で、潤は両手を振りながらアハハと笑う。

　みな、川原に腰を下ろし、水の音に耳を傾かたむける。川の上流のほうには雪をかぶった山脈が見える。水面で鳥の群れがたわむれている。橋を渡る車の音以外、他には何も聞こえない。

「お前、単独演武やってみろよ」

　いきなり潤が、初真に向かって命じてきた。

　急に言われた初真は、一いつ瞬しゆんだけ戸惑った表情を見せたが、すぐににっこり笑って、

「いいよ」

　と快かい諾だくした。

　単独演武とは、通常の練習とも異なり、ひとりで型を披ひ露ろうする動きのことである。基本技の練習にもなるが、相手あっての武術なので、普通は大会などの特別な場以外では滅めつ多たにやることはない。

　こんな屋外で見世物的にやるものではないのである。

「えっ、マジでやるの？　恥はずかしいからやめてよ」

　深み沙さは露ろ骨こつにいやそうな顔をして文句を言ったが、すでに初はつ真まは拱きよう手しゆ礼れいを済ませていた。

「ちょっと！　本当にやめてって──」

　初真が無声の気合とともに構えた瞬しゆん間かん、抗議の声を上げかけていた深沙は、ぽかんと呆あつ気けに取られた表情を浮かべ、口を閉ざしてしまった。

　そこから始まった単独演武の動きに、一同は目を見張らせる。

　初真が拳こぶしを突き出し、足を振るうたびに、空間が震ふるえる。それら一連の動きは、女子たちにとって初めて見る男性ならではの力強い拳けん法ぽうの動き。また、純粋に、型として洗練されているものだった。

「よ……弱いくせに……一応黒帯は黒帯なのね。型だけは一流じゃない」

　深沙が渋しぶ々しぶといった様子でつぶやく。巳み菜なも鏡きよう子こも、その言葉にうなずいた。

　ただ潤じゆんのみは目を輝かせて、初真の単独演武の様子を眺ながめている。

「なるほどな」

　ペロリと唇を舐なめて、嬉うれしそうにひとり言を言う。

「よーするに、猫かぶり野郎ってわけか。おもしれえ」

　その言葉は、演武に集中している初真の耳には届かなかった。




　ラストは、潤お気に入りのチェーン系うどん屋だ。

「いくらなんでも、最後にこれはないでしょっ」

　カレーうどんが目の前に運ばれてきた瞬間、深沙は食ってかかった。

　深沙の抗議を無視して、潤は割り箸ばしをパキッと割ると、黙だまってうどんをすすり始める。

「ちょ、聞いて──」

「いいから食えよ。名物だぞ。前に食べたいって言ってたじゃんか」

「たしかに言ったけど、こんなにボリューミーでこってりしてるとは思わなかったの！」

「スポーツ系の部活やってんだ、体力作りに食事は基本だぞ」

「女の子はそんなに食べないの！」

「オレは女じゃねえのか？」

　苦笑しつつ、潤は箸でトンカツをつまみ上げた。

　この店の人気メニュー、カツカレーうどん。せっかくだから、全員同じものを注文した。

　コクのあるカレーにサクサクのトンカツ、そして半熟卵という、ザ・カロリー充満メニュー。

　店内の雰ふん囲い気きは小こ奇ぎ麗れいな定食屋風なだけに、ボリュームたっぷりの肉体労働者向きなこの食べ物は、あまりにもギャップが激しすぎると言えた。

　これをペロリと平らげられる潤は、たしかに普通の女の子ではないな、と思いつつ、初真は二切れ目のトンカツにかぶりついた。

　唐とう突とつに潤じゆんと目が合った。

　何か話さないと、と思い、初はつ真まはカレーうどんのどんぶりを持ち上げて、笑いかけた。

「ハマりそう。美お味いしいね」

「お？　……お、おお」

　潤は若干反応に困った様子で、適当な相あい槌づちを打つ。

「うそ、ミナ、全部食べちゃったの!?」

　突然、深み沙さが叫さけんだ。

「いやぁ、信じられぇん！　きれいに完食しとるぅっ！」

　鏡きよう子このセリフは悲鳴に近かった。

　どんぶりの中はまったくの空。

　ハイペースで進んでいたはずの潤や初真を差し置いて、いつの間にか巳み菜なはカツカレーうどんを余すことなく平らげていた。

　当の本人は、口元を紙ナプキンで拭ふきながら、口々に騒さわぎ立てている一同を「？」と不思議そうに見回していた。




　なんだかんだで観光名所を回っているうちに一日は過ぎ、夕方五時になってから、一行は駅まで戻ってきた。

「今日はありがとう。楽しかったよ」

　初真が礼を述べると、深沙は不愉快そうに眉まゆをひそめて、フンと鼻を鳴らし、ろくに挨あい拶さつもせず歩き去っていった。他の三人は和なごやかに手を振り、それぞれ帰途についた。

　みんなと別れてから、ひとりポツンと佇たたずんでいた初真は、若干の名残なごり惜おしさを感じていた。

（考えたら、生まれて初めてのデートだったんだよなあ……）

　拳けん法ぽうばかりで、女の子と遊ぶことなんてなかったから、今日のことはとても刺激的だった。それなのに、自分はちゃんと楽しもうと努力していただろうか。戸と惑まどってばかりで、まともな受け答えができていたとは思えない。胸中には心残りばかり。

　だけど、もう一日は終わりだ。仕方なく、家へ帰るためのバス乗り場へと向かおうとする。小銭の確認をするため、財布を出そうとした。

「あれ……？」

　ない。

　ショルダーバッグの中に、財布がない。

　記憶を辿たどってみる。朝のファーストフード店では使っていた。歴史博物館ではどうだったか。ズボンのポケットに入っていた五千円札を取り出していた。財布を見た記憶はない。その後に寄ったカツカレーうどんの店や、観光施し設せつでも、ポケットから直接お金を出していた。

　ということは。




　今朝、みんなと一緒に朝食を食べたファーストフード店に戻ると、バイトの女の子が初はつ真まの顔を見るやいなや、

「あ、お財布ですか？」

　と声をかけてきた。

　やはり二階の椅い子すの上に置きっぱなしになっていたらしい。相当ボケていた。旅の疲つかれがまだ残ってるのだろう。財布を受け取ってホッとした初真は、お礼を言って、外に出た。

　さて今度こそ家に帰るかと近くのバス停に向かおうとする。

　ふと、道の反対側を歩いている少女に気がつき、歩みを止めた。

　深み沙さだった。

　何を焦あせっているのか、駆かけ足でどこかへ向かっている。

（あれ……たしか前まえ蛇ださんの住んでるところって）

　日中に案内してもらった、浅あさ野の川がわという川沿いに住んでいるはず。駅で別れてすでに帰っているはずの彼女が、なんでこんなところにいるのか。

　と、何やらあたりを気にしているようで、左右を見回している。

（妙みようだな）

　まるで誰か──親とか、学校の先生とか──に見つかってはまずい、と思っているような表情をしている。

　胸騒ぎがする。まだ完全に暗くなっていないとはいえ、女の子がひとり、あんな顔して、しかも向かっている方向は繁はん華か街がい。

　ちょうど横断歩道が青になったので、初真は反対側へと渡り、深沙の後を追いかける。人通りの少ない裏路地に入ったので、見つからないように注意しながら、さらに歩を進めていく。

　周りの店を見てみると、とても高校生が来るような場所ではない。飲み屋街、というよりは繁華街だ。いかがわしげな店の看板もちらほら見かける。

　なんで追っているのか、初真は自分でも理由がよくわからなかった。

　それはお節介な気持ちかもしれないし、単なる好奇心と言えるかもしれない。

　こんな夕暮れ時の妖あやしげな繁華街で、深沙が何に間に合おうとして必死になって、かつ周りを慎重に窺うかがいながら、先を急いでいるのか、興味があった。

　裏路地へと入り、奥へと進んでいくと、様子が一変してきた。

　アダルトな雰ふん囲い気きが強くなっている。道の端はし、日の当たらない場所に雪が残っている。まだ日は残っているというのに、そこはかとなく漂ただよっているいかがわしい空気感。

　深沙はそんな薄うす暗ぐらい通りを進んでいく。たまに後ろを振り返ってくるので、電柱や曲がり角に身を隠かくしながら、初真は尾行を続ける。

　中心通りから外れた路地に位置するこの区画は、それまで高いビルが立ち並んでいた風景から一変して、二階建ての古ぼけた建屋が軒のきを連ねている。不自然に空の広い感じが、異次元に迷いこんだようで、薄うす気き味み悪い。バーだの居酒屋だのが並んでいるが、その中に紛まぎれて得体の知れない店もちらほら混じっている。昭和の時代にタイムスリップしたような佇たたずまいだ。

　その区画の最さい奥おうに、真っ白なビルが現れた。あまりにも白すぎて、かえって中にどれだけの汚よごれを閉じこめているのだろうかと不安になるほどだ。その中へ、深み沙さは入っていった。しばらく外で様子を見ていると、開け放たれたビルの窓から、上へ向かう深沙の姿が見えた。窓の向こうは階段の踊おどり場になっているのだろう。

　二階と三階の間の踊り場を通過する姿が見え、それから上の窓に深沙の姿が現れることはなかった。つまり、三階のどこかにいる、ということだ。

　ビルの入り口へと向かう。

　表に立て看板が出ている。笹ささを持った兎うさぎのマスコットが〝We will take you to the heaven!!〟などとほざいて、パチリとウィンクしているイラストだ。

　店の名前は、「ウィッチ・ガーデン」。

　看板には、このビルの三階にあると記き載さいされている。深沙はこのお店に入っていった可能性が高い。

　ビルの中に入る。エレベーターは点検のため使用停止になっている。昔、新聞でも話題になった、事故を起こした会社製のようだ。仕方なく階段を使う。

　階段の途と中ちゆう、開け放たれている窓から、クラクションや走行音などの大通りの喧けん騒そうが聞こえる。それでも東京と比べれば静かなほうだ。どこかまったりとした空気が流れている。これが地方都市というものなのかと考えながら、初はつ真まは階段を上へ上へと進んでいく。

　三階に着くと、磨すりガラスのドアが目の前に現れた。

　ドアを開ける。防音クッションのキュウウッとこすれる音が屋内に響ひびいた。

　中は、普通の造りのバーだ。Ｌ字型のカウンターが据すえ付けられている。フロアには四人がけのテーブル席が六つ。開店前だからか、店内には必要最小限の明かりしかついておらず、人もいない。

「こんにちはー」

　声をかけると、

「ふん、夜の街のしきたりを知らんやつめ。いまが何時であるかなど関係ない。常に最初の挨あい拶さつは、『おはようございます』じゃろうが」

　幼い少女の声が店内に響いた。

　しかし姿は見えない。

　声の主を探してキョロキョロと店内を見回す。どこにも誰もいない。

「ここじゃ、ここ」

　バーカウンターの奥から、ひょこっ、と青髪ショートヘアの少女が顔を出した。

「よっ、と」

　掛かけ声とともに、カウンターの上に乗る。

　初はつ真まは、その少女がカウンターの向こうでしゃがんで作業でもしていたのかと思っていたが、どうやらそうではないらしい。

　ただ単に身長がカウンターよりも低かったから、姿が隠かくれていただけだった。

　年齢は小学生くらいだろうか。太ももにスリットの入った青いナイトドレスを身に纏まとい、飾りつきのチロル帽ぼうをかぶり、指には極彩色の指輪をはめている。それ以上に目を引くのが、青い髪かみに青い瞳。

　そんな異世界から迷いこんだような摩ま訶か不思議な少女が、カウンターの上に脚を組んで腰かけ、初真のことを眺ながめてる。

「バイト志望か？　にしても場違いじゃのう」

「ちょっと知り合いを追ってきたら、たまたま」

「ふうん」

　ジロジロと初真のことを観察する少女。おもむろに、なぜかペロリと舌で唇を舐なめた。取って食われそうな悪寒が走り、思わず初真は一歩後退した。

「えっと……何か？」

「食べ応えのありそうなやつじゃな。この際、うぬも雇い、囲おうかの」

「!?」

　いまだ何者であるのかわからない少女の、その言葉の意味を図りかねて戸惑う。

「君はなんなの？　小学生……くらいだよね？　どうしてこんなバーにいるの？」

「──！」

　少女は絶句した。

　直後、カウンターから飛び降りると、初真の懐ふところへ潜もぐってズドンッと拳こぶしを叩たたきこんだ。

「かっ……！」

「わしは小学生などではない！　立派な大人じゃ！」

　立派な大人が問答無用で殴ってきたりするか───！　と内心抗議の声を上げたが、かなりいいパンチを喰らってしまい、なかなか声を出せない。

「じゃ、じゃあ……高校生……？」

　ズドンッ。

「げふっ……大学生……？」

　ズドンッ。

「ぐふっ……もしかして、二十代ですか……？」

　ズドンッ。

「じゃあ何歳なんだよ！」

　とうとう初はつ真まは怒った。声を出すと腹がズキズキ痛んだが、そんなことがどうでもいいくらい、この理り不ふ尽じんな腹パンチが許せなかった。

　どう見たって小学生なんだから、不可抗力ではないか。

「ふん、人を見かけで判断するな」

　少女は右手を上げ、指を三本立てた。

「三十代……？」

「愚おろか者。三千代だ」

「は？」

　聞き直す初真に対して、うんざりしたと言わんばかりに少女は首を振り、指の数を三から二、左手の指を一本立てて六、そして三と次々と変えていく。

「三二六三歳じゃ。恐おそれ入ったか」

「……恐れ入りました……その電波っぷりに」

「わしは大おお真ま面じ目めじゃ───！」

　ズドンッ。

　本気の拳こぶしがみぞおちに叩たたきこまれた。

　あっさり初真は意識を失ってしまった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　目覚めると、畳たたみの部屋だった。

　十畳じようほどのスペース。本ほん棚だなとテレビがある以外は、壁かべ際ぎわにコタツテーブルが立てかけられているくらい。そんなシンプルな部屋の中、初真は毛布をかけられて寝かされていた。

　寝転がったまま、窓のほうへと目を向ける。外はすっかり暗い。

　よろよろと起き上がって窓まど際ぎわに寄ってみる。窓ガラスの向こうに飲み屋街が見える。怪あやしい客引きの女性たちも立っている。酔よっ払いのサラリーマンが千鳥足で歩いている。

　部屋の中の時計を見ると、午後八時。店に来たのが午後五時過ぎだったと思うから、最低でも三時間は寝ていたことになる。

　みぞおちが痛い。さっき、あの少女に思いきり殴なぐられたせいだ。

「んっと……」

　頭を軽く振って、少しだけ意識をしっかりさせると、ドアを開けて部屋の外に出た。

　廊ろう下かがある。畳の部屋がある側に二部屋、反対側にひと部屋。右の突き当たりは非常階段で、左の突き当たりは──

　ドアの隙すき間まから明かりが漏もれている。中から楽しげな笑い声が聞こえてくる。

　自然、そちらに惹ひかれて、初真は歩いていき、ドアを開けた。

「はにゃ──？」

　そこは「ウィッチ・ガーデン」店内。

　改めて見てみると、スペースは広い。シックなベージュ色の壁かべに、木目調のフローリング、モダンな西洋ランプと、内装は意外と落ち着いている。全体的に光量は控ひかえめだが、それがまた安らぎをもたらしている。

　ところが、そんな清せい楚そな空気感溢あふれるスペースを、華やいだ笑顔とともに歩き回っている邪じや悪あくな存在が──。

「いらっしゃいませぇ。我らの館やかたへ……」

　トレーを持って、すぐ近くを歩いていた女性が、満面に妖あやしい笑みを浮かべて初はつ真まを迎える。

　ギョッとして、身を強張こわばらせた。




　彼女が身に纏まとっているコスチュームは、胸元ぱっくり腰までスリットの黒いナイトドレス、黒いとんがり帽子に、血のように真っ赤なヒール。首からは金色のネックレスを垂らし、手首から垂れ下がった幾いく重えものブレスレットがぶつかり合ってジャラジャラと音を鳴らしている。




　初真は、ここが何をコンセプトにしている店なのか、理解できた。




　ここはコスプレバー。

　それも──




　ガシャン。

　何かが割れる音がして、そちらのほうへ顔を向けると、グラス拭ふきの途と中ちゆうだったのか、カウンターの奥にいる少女が、布ふ巾きんを手に持ったまま、青ざめた顔をして初真のことを見ている。

「な、なんで」

　それこそ初真のほうが「なんで」と言いたかった。

　鏡きよう子こだ。それも格好が普通ではない。

　白いゴスロリファッション。レースやリボンで装そう飾しよくを施ほどこされてはいるが、ベースの部分はわりと体のラインが浮き上がってる。ロリータとセクシーさが融合した魔性の妖よう精せいファッション。

「お前、どうしてここに──!?」

　テーブル席の客にカクテルを出していた潤じゆんが目を丸くする。ビキニタイプのブラに、ホットパンツ。その上から裏地が紫むらさき色いろの黒いロングコートを羽は織おっている。

　その後ろのほうでは、床をこするほど丈の長い水色のナイトドレスを着た巳み菜なが、ポテトフライと唐から揚あげの載ったトレーを持ったまま、無表情で硬直している。胸元が大きく開いたドレスは、しかもシースルーなので、下に着用している青いビキニが艶なまめかしく浮き出されている。

「お待たせー！　ごめんごめん、着替えるのに時間かかっちゃって──って、えええええ!?」

　スタッフルームから飛び出してきた深み沙さは、初はつ真まの姿を認めるやいなや、絶ぜつ叫きようを上げた。

　深沙もまたコスプレをしている。

　魔法少女ファッションといったところか。全体的に赤を基調としており、胸元の開いた赤いブラウスと、薄うすピンク色のミニスカート。さらにマントを装着している。




　とにかく、初真は、ここがなんの店であるのか、ようやくわかった。




　ここは『魔女バー』なのだ。







「絶対絶対絶対口外したら許さないからね！」

　スタッフルームに連れこまれ、深沙に散々責め立てられた。

　悪いことをするつもりではなかったが、結果として、余計な好奇心が拳けん法ぽう部ぶ女子たちの秘密を暴く羽目になってしまった。初真はすっかりしおれていた。

　深沙の怒りは半はん端ぱなく、涙目になりながら、ブンブンと腕を振っている。そのうち殴なぐられるんじゃないかと思うほどの勢いだ。

　それはさて置き。

　同年代の、それも容姿レベルの高い女子四人が、こともあろうに露ろ出しゆつ度どの高いコスプレ姿で近くに立っている。男子校暮らしで女子に慣れていない初真にとって、いきなりこれは刺激が強すぎる。ドギマギして目を逸そらす。

　このシチュエーションは、天国か、地じ獄ごくか。女子たちによって下される審判次第では、地獄すら生ぬるい結果になるかもしれない。初真は身み震ぶるいした。

「ふむ、ふむ」

　面おも白しろそうに様子を見守っていた少女──あの小学生にしか見えない青目・青髪の少女──は、ジッと初真を見つめていたが、やがて、

「来月から来られるか？」

　とだけ聞いてきた。

　初真は、自分が何を問われているのか、一いつ瞬しゆんわからなかった。

　いち早く気がついた深沙は、ブンブンと首を振った。

「だめー！　絶対、だめー！　こんな格好してるのずっと見られるの、絶対いやだから！」

　と騒いだ深沙は、自分の発言で魔法少女のコスプレなんて世にも恥はずかしい格好をしていることを改めて思い出したのか、

「……や、やだ、見ないでよ」

　初はつ真まの目から隠かくすように、胸元などの露ろ出しゆつしている肌を腕で覆おおい隠そうとした。が、残念なことに、隠し切るどころか、むしろやたらセクシーなポーズになっている。

　やれやれ、と青髪少女はため息をついた。

「引きこめばいいだろう」

「……？」

　深み沙さはぽかんとする。

「こやつが、うぬらとどのような関係かは知らない。が、見ていればわかる。まっすぐで、悪いやつではない。きっと、うぬらの目的にも協力してくれるぞ」

「そ、そんなわけ」

「わしの目を疑うのか？　こいつをのした後、うぬらが着替えている間に外へ放り出す手もあった。なぜそれをしなかったかわかるか？　……わしにもそれなりの考えがあったのじゃよ」

　少女はニッと笑った。見た目に反しての落ち着いたしゃべり方は、断定的な口調も相まって、どこか信頼できる響ひびきがある。初対面の初真でさえそう感じたのだから、他の女子たちは言わずもがな、だろう。

「目的、って？」

「うるさいっ」

　初真の問いに、深沙は罵ば声せいで返した。

「ま、いいわ。見られちゃった以上は、取り返しがつかないものね。むしろ、ここで一緒にバイトしてもらうわ」

　そこまで来て。

　頭の働きが鈍っていた初真は、ようやく、自分がここでバイトをする流れになっているのだと気が付いた。当人の意思は無視されて。

　冗じよう談だんじゃない、と慌あわてる。

「ぼ、僕は──」

　引っ越してきたばかりで、こんないかがわしい店で働くことになるなんて、ご免めん被こうむりたい。

　と主張しようとしたのだが、女子たちの目線を受けて、グッと言葉を詰つまらせた。深沙以外の女子たちも、彼女ほどではないが、このまま初真をおとなしく帰す気はないようだ。

「ストーキングしてたあんたが悪いんでしょ！　グダグダ言わせない！　あんたにも校則違反の共犯者になってもらうから！　いいわね！」

　いつの間にかストーカー扱あつかいされている。この店を見つけたのは偶ぐう然ぜんだし、そもそも深沙が知らず知らずのうちに招き入れたようなものだ。けど、初真は弁解することを諦あきらめた。

「──わかったよ」

　一切を受け入れることにした。




　数分後。

　なし崩くずし的に、初はつ真まは雇用条件通知書を受け取っていた。

「わしがここの店主じゃ。先ほども言ったように年ねん齢れいは三二六三歳。名はマキナという。一月から、よろしく頼むぞ」

　見た目は小学生のくせに、年齢は三千歳だと言い張る店主。もはや変わった性格だとか、年齢詐さ称しようだとか、そういったレベルを超えている。

　興味本位でこういった店に足を踏み入れるべきではなかった──と初真は後こう悔かいしていた。
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　年が明けて、一月七日。

　とうとう初めての登校日が来た。市内に買い物に出かけたり、神社へ初はつ詣もうでに行ったりで、多少の地理感覚は養えたが、学校へは手続き関係でまだ一回しか行ったことがない。それも冬休みで、そんなに学生のいないときだ。

　すぐに環境に適応できるか、多少の不安は感じている。

「体、あっためようかな」

　窓のカーテンを開けた。朝日が室内を真っ白に照らす。気持ちが少しでも後ろ向きになりそうなときは、体を動かすのが何よりの特効薬になる。それが毎日のルーチンワークならなおさらだ。

　というわけで、初はつ真まはジャージに着替えて、部屋から出た。

「ふわ……もう行くのぉ？」

　ちょうど、パジャマ姿の母が寝ぼけ眼まなこをこすりながら廊ろう下かを歩いてくるところだ。トイレにでも行ってたのだろう。

「ううん、まだ。ちょっとやりたいことあって」

「いいけど……無茶して体壊さないようにね」

　昨日夜遅くまでデザイン事務所にこもって仕事をしていたシロは、よろよろと足をふらつかせて、また部屋へと戻っていった。

　家の近くに神社がある。初真は冬休みの間、ずっとその神社で朝練をしていた。

　境内けいだいのベンチに荷物を置くと、初真は軽くストレッチを始める。ひと通りの体操を終えてから、さっそく型に入る。相手がいないと技は練習できないが、単独演武くらいなら可能だ。

　腰を落として構えると、足を転回させながら、腰を回す。腹式呼吸で息を吐はきながら、ゆっくりと拳こぶしを突き出す。実戦とは異なるスロースピードだが、ひとりでやるからこそ、じっくりと形を整える必要がある。

　そして技の形に入る。

「逆げき鱗りん攻こう」。

　父から教わった技の中でも、特に初真が好きなもののひとつだ。敵の攻撃が来たのを想定して、繰り返し繰り返し、単独で型の練習をする。

「今日もこれくらいかな」

　三〇分ほど体を動かし、しっとりと汗をかいてきたところで、初真は練習を中断した。あんまりやり過ぎても無む駄だにくたびれるだけだ。そろそろ学校へ行く準備をすることにした。

　家に帰ってからすぐシャワーを浴びて、部屋に戻り、クローゼットから制服を取り出して着てみる。新しい学校の制服。紺こん色のブレザー。鏡の前で身だしなみを何度もチェックする。

「……よし」

　初真は納なつ得とくいったようにうなずき、それから学校規程のバッグと、胴袋を一緒に担かつぐと、部屋の外に出た。




　金かな沢ざわ市の東部、浅あさ野の川がわを越えたところにある卯う辰たつ山やま。

　その卯辰山から突き出た、高い丘の上に、県立向卯むこう山やま高校はある。

　初はつ真まの家からはバスを乗り継いでいって約三〇分ほど。年末年始にかけて大雪だったため、学校の近辺にはまだ雪が残っている。寒そうな眺ながめに、思わず初真はマフラーをキュッと握った。

　車内へと目を移してみると、バスの中は向卯山高校の生徒でほとんど占せん拠きよされている。

　この中の何人が同級生となるのだろうか。そう考えるとワクワクしてくる。

　だが、そのワクワク感も、この地へ来てから二日目にして知ってしまった、あのとんでもない秘密のことを思い返すと、胃が締しめつけられるようなドキドキ感へと変わってきてしまう。

　まさかの拳けん法ぽう部ぶ女子たちの、ガールズバー勤め。

　あれからしばらく彼女たちとは会っていない。学校で何を言われるのか。

　バスは停留所に着いた。

　他の生徒たちが歩くのについてゆき、学校を目指す。校舎があるのは丘の上なので、坂道を上っていかなければならない。積もった雪に、スニーカーが入っては抜け、入っては抜け。やっぱり長なが靴ぐつで来ればよかったかと、ちょっと後こう悔かいした。

　途と中ちゆうで初真は立ち止まった。坂道に沿って両側に、桜並木が連なっている。冬なので枯かれているが、春になればきっと満開の桜でアーチができることだろう。

　と、ヒラヒラと何かが落ちてきた。

　雪だ。

　手袋の上に乗せると、結けつ晶しようが崩れて、水すい滴てきとなって消えていく。

　空を見上げて、降ってくる白い結晶へと心踊らせる。雪が自分の訪おとずれを出で迎むかえてくれている。いかにも北陸らしい、学校生活のスタートだ。

　生徒たちはどんどん坂を上っていく。同じバスで降りた一団は全員いなくなった──と思いきや、まだひとり、初真の斜ななめ後ろに立っていた。

「きれい……」

　うっとりとつぶやく声が聞こえた。

　初真は振り返った。

　セミロングの黒髪の女子生徒。どこか儚はかなげで、おとなしそうな雰ふん囲い気き。温和な表情で上を向いている彼女を見て、初真は思わず「あっ」と声を上げた。

　富と山やま駅で助けた少女だ。

　たしか名前は八やつ神がみ千ち夏なつ。

　知り合いに出会えたという安あん堵ど感かんに加えて、胸の昂かたぶりも感じる。実のところ、もう一度会いたいと思っていたから、こうして再会できたことを嬉うれしく思っている。

「久しぶり、だね」

　ややためらいがちに声をかける。

「え？　あ、れ？」

　千ち夏なつは急にあたふたと動揺し始めた。

「えっと、あの、そ、その……」

　カァッ、と顔を真っ赤にし、千夏はうつむく。

「……お、お久しぶりです」

　消え入りそうな声。初めて出会ったときは、こっちをからかったりする余裕もあったのに、いまはやけにおとなしい。「きれい」とひとり言を言ったのを、誰にも聞かれていないと思っていたのだろう。目に見えてうろたえている。そんな彼女の様子を見て、ちょっと可愛かわいいな、と初はつ真まは思った。

「あのさ」

　初真なりに会話を続けようと、さらに口を開いたところで、

「も、もう行きましょ」

　千夏は初真と目を合わせないようにしながら、これ以上の話を拒んだ。

「ち……遅刻しちゃいますから」

　そして逃げるように走り去っていってしまった。

　もう少し雑談でもしようかと思っていた初真は、制止しようと上げた手を下ろしそこねたまま、ポカンと彼女の後ろ姿を見つめ続けていた。




「まさかシロさんの息子さんが僕のクラスに来るなんて、ねえ」

　担任となる加か賀が見み先生が、職員室の扉とびらを開けながら、しみじみと言った。この先生は、拳けん法ぽう部ぶの顧こ問もんでもある。初真は後を追って廊下に出た。

「ある意味必然なのかな。僕もシロさんもこの学校出身だから」

　先生は眼鏡めがねの奥の目を細めて、ありし日を思い出すような顔になる。

「あの人が全国大会に行ったときは盛り上がったなあ。スポーツ系の部活で全国行ったのは、竜りゆう虎こ道どう拳法部が最初じゃないかな」

「先生も拳法部に入ってたんですか？」

「いやいや、僕は外野で応援するだけだったよ。学年も一年下だったし、遠巻きで見ていただけ。でもまあ、いろいろあって、なんちゃって顧問やってるんだけどね」

　先生は天然パーマの髪かみをわしゃわしゃと搔かき、照れ臭くさそうに笑った。なんちゃってでもなんでも顧問をやっているのだから、それだけ拳法に魅み了りようされているということだろうか。

「やってけそうかい？」

　拳けん法ぽう部ぶが女子だけしかいない実情を思ってのことだろうか、初はつ真まに尋たずねてきた。

「全然問題はないです」

　とは言うものの、大会へ出るための演武の相手がいなければ話にならない。そのことも相談したいと思っていたが、あいにく教室に着いてしまった。

　予鈴はすでに鳴っているが、まだ教室内はザワザワしている。この中の生徒たちと、これからの二年間をともに過ごすことになる。そう思うと、期待と緊張で心臓の鼓こ動どうが速くなった。

　加か賀が見み先生が教室の扉とびらを開ける。

「起立！」

　一番手前の席に座っていた女子が、素早く立ち上がる。生徒たちは一いつ斉せいに起立し、先生が教きよう壇だんに立つのを待った。何人か、好奇心に溢あふれた目で初真のことを見ている。

　いる。大勢女子がいる。まばゆいくらいに。

　男子校で、しかも拳法ばかりに精を出していた初真は、馴な染じみのない光景に早くも中毒を起こしてしまいそうになっていた。

　共学万ばん歳ざい。

「礼！」

　前の席の女子が号令をかけると、生徒たちは揃そろって頭を下げた。

「おはようございます！」

「ああ、おはよう」

　加賀見先生は挨あい拶さつを返し、出席簿ぼを開いた。

　生徒たちは着席する。

　初真はひとりひとりの顔を観察し始めた。見たところ、不良っぽい生徒や、意地の悪そうな生徒はいなさそうだ。

（居心地の良さそうなクラスでよかった──）

　と一いつ瞬しゆん安あん堵どしかけた。

　が、教室の半分ほどまで目を走らせたところで、初真はギョッとした。

「……」

　教室中央の席から、敵てき愾がい心しん溢あふれる目つきで初真のことを睨にらんでいる女子が、約一名。

　深み沙さだ。

　それだけではない。窓際の席に巳み菜な、後方の席に鏡きよう子こが座っている。

「遅くなりましたー」

　ガラッと扉が開いた。遅刻であるにもかかわらず、潤じゆんが堂々と教室内に入ってくる。

　まさかの。

（まさかの全部盛り──!?）

　拳法部の女子四人。それはまた、ガールズバーで働いている四人。

　彼女たちが同じクラスであることに、初はつ真まはこれから先の学校生活が厄やつ介かいなものになるであろうと、早くも引きつった笑みを浮かべた。




「ハッツン、部活行く？」

　ホームルームが終わり、生徒たちが帰り支度を始める中、鏡きよう子こは初真に声をかけてきた。今日は始業式だから午前中で終わりだ。

「もう初日から練習あるの？」

「日をあけたら腕がなまるもの」

　鏡子はクスクスと笑う。

　隣となりの席で聞き耳を立てていた深み沙さは、ふん、と鼻を鳴らした。

「別に来なくていいよ。変態ストーカー」

　冷たく言い放つと、バッグを持って席から立った。新年度のオリエンテーション、ホームルームの間、ひと言も深沙は初真に話しかけてこなかった。やっと口をきいたかと思えば、この扱あつかい。席が隣同士になったにもかかわらず。

「まさかミサの横になるなんてねー。席替えあるまで地じ獄ごくやね」

　深沙が教室を出ていったのを見届けてから、鏡子は苦笑しつつ言った。

「なんだか運命のような気がしてきた……」

「よくあるよね、そういう腐くされ縁えんってやつ」

「でも、ちょっとおかしくない？　僕が母さんより父さんを選んだことくらいで、なんで前まえ蛇ださんはあそこまで僕にぶつかってくるの？　他に理由がありそうなんだけど」

「ん～、他の理由……」

　鏡子はちらりと巳み菜なのほうを見る。

　巳菜は、掃そう除じの始まった教室内で、マイペースにもお弁当のおにぎりを食べている。鏡子と目が合うと、無表情なまま、首を横に振った。

「……そんなん、ない、と思うよ」

　怪あやしい。初真はなおも追及しようと口を開きかけたが、

「キョウ、もう行く？」

　潤じゆんが割りこんできた。掃除当番だからか、ホウキを肩に担かついでいる。

「うん、ハッツンと一緒に行くつもり」

「あんまペアでいると、変な噂うわさ立てられるぞ」

「うちとジュンができとる──ってゆわれたときみたいに？」

「ばっ」

　ばっかやろう、と言いかけた潤の制服を、巳菜が引っ張った。

「掃除サボるの……禁止」

「てめえこそ掃除中に昼飯食べんな！」

　教室に潤じゆんの怒号が響ひびき渡る。

「できてる、って……？」

　初はつ真まは鏡きよう子こに問いかけた。

「けっこー、うちとジュンって一緒におること多いし。あいつら女同士のカップルちゃうんけ？　って噂うわさされたことあるんよ」

「はあ。女の子でもそういうことあるんだね」

　天あま沼ぬま学園高校で、相棒だった新あら太たと四六時中行動を共にしていたとき、「あいつらホモダチじゃねえ？」と心ない連中に陰かげ口ぐちを叩たたかれたことを思い出した。

「的外れとも言えんけど」

「え？」

　鏡子の意味深な言葉に驚き、初真は聞き直した。

「うち強い子が好きなんよ。変な意味やないよ。単純に、憧あこがれるやん」

　そこで、ニコッ！　と鏡子は笑いかけた。

「そやから、ハッツンはまるで対象外ってことになるね」

「……ん」

　地味に傷ついた。




　部室は、本館校舎の隣となりにある別館の中にある。

　三階から渡り廊下を通っていくとき、窓から、雪をかぶった連れん峰ぽうが遠くに見えた。

　白い連峰を横目で見ながら廊下を進んでいく。竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうの本山も、雪深い山中にあると聞いている。ああいう山の奥にあるのだろうか、と初真は想像していた。

　部室棟に着き、二階まで下りていくと、階段のすぐ近くの部屋が拳法部の部室だった。教室から運んできた重い胴どう袋ぶくろを、扉とびらの前にドサッと置く。

「ここが部室。あの廊下の向こうにあるんが男子と女子の更衣室。一階に武道場あるんやけど、ほとんどこの部室で練習しとるんよ」

「部室、ね……」

　天沼学園では専用の道場が貸与されていたが、ここでは待遇が違うようだ。

　部室どころか、どう見ても普通の部屋だ。扉の上には「会議室」と書かれたプレートが載っているのは、以前の名残なごりか。

（ここで練習するのか……）

　スペースは教室の二倍くらいありそうなので、五名でやるには十分だ。しかし拳法部に対するあんまりな扱あつかいにショックを隠せない。この扱いの酷ひどさは、女子だけの拳法部だからだろうか。

（いや、どんな環境であろうと、自分がしっかり練習すればいいんだ。ファイト！）

　下がりかけたモチベーションを強引に回復させ、気持ちを奮ふるい立たせる。

　初はつ真まは勢いよく扉とびらを開けた。

「あっ、待って。いつも女の子しかおらんから──！」

　鏡きよう子こが慌あわてて制止したが、遅かった。

　深み沙さが着替えていた。ちょうどスカートを脱いだところだった。下着のシャツとパンツだけの格好。ストライプ柄がらの生地が目に飛びこんでくる。

「～～～！」

　見る見るうちに顔を真っ赤にする深沙。

「え、あ、や」

　懸けん命めいに謝罪の言葉を出そうと、口をパクパクしている初真。

「ごめん！　でも違う！　わざとじゃ──」

「このどっ変態！」

　深沙がジャンプした。と思った次の瞬しゆん間かん、顔面にグシャッと、飛び蹴げりが叩たたきこまれた。

　なんて常識外れな跳ちよう躍やく力！　と鼻血を噴ふきながらわけのわからん感心をしつつ、初真は吹っ飛ばされ、派手な音を立てて廊下の壁かべに頭をぶつけた。
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「いたたたた」

　男子更衣室に入った初はつ真まは、痛みの引かない後頭部をさすって、顔をしかめる。

　そこへドヤドヤと、柔じゆう道どう着ぎを肩に担かついだ一団が賑にぎやかに入ってきた。

「お、竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽう部ぶ？」

　ひときわ体の大きな男子が、人ひと懐なつっこい目を向けて、初真のことをジロジロと見回した。

「とうとう男が入部か！」

「やっと明るい未来がやって来たな！」

　口々に騒ぐ柔道部員たち。

　何事かと目を丸くしていると、最初に声をかけてきた男子が笑いながら解説してきた。

「俺たちの柔道場は、この二階にあるんだ。だからよく拳法部の女子が遊びに来るんだが──」

「遊びに来るなんてもんじゃねえっす、部長！」

「ありゃ道場破りだ！」

　話を遮さえぎり、部員たちが次から次へと訴えかけてきた。女子のことを語っているにしては、やけに切せつ羽ぱ詰つまった様子だ。

　部長と呼ばれた男子はハハッと笑った。

「仮にも柔道部員がこれだけビビってるんだ、どんな目に遭あってるのか想像はつくだろう？」

　ちょっと考えてみた。ひとりの顔が浮かんできた。

「正直、俺はお前の行く末を案じている」

　柔道部長は手を合わせて拝んだ。縁えん起ぎでもない。

「いいか、近づく相手を間違えるなよ」

　合がつ掌しようしたまま、キッと柔道部長は睨にらんできた。

「特に長洲姉ながすね潤じゆんには気をつけろよ」

　ああやっぱり、と初真は納なつ得とくした。彼女なら好んで異種格かく闘とう技戦を仕し掛かけそうだし、あの強さだったら、ここにいる軟なん弱じやくな感じの柔道部員くらいは、簡単に打ち負かすことができるだろう。

　潤の名前が出た瞬しゆん間かん、条件反射的に柔道部員たちが悲鳴を上げ始めた。

「暴走女！」

「破は壊かい王おう！」

「大だい魔ま神じん！」

　穏おだやかではない二つ名が更衣室内に飛び交う。

「健けん闘とうを祈る」

　まるで戦場へ送り出すかのような敬礼とともに、柔道部長はエールを送ってきた。




　部室に入ると、すでに女子四人、全員が揃そろっていた。

「……なんだよ？」

　潤じゆんが睨にらんでくる。初はつ真まはさっきの柔じゆう道どう部員の話を思い出して、無意識のうちに彼女のことを凝ぎよう視ししてしまっていた。

　相手の気を逸そらすように、部室の中をぐるりと見回す。

「これで全員？」

「ああ。少なくて悪かったな」

「そういう意味じゃないよ。二年生や三年生はいないの？」

　誰も答えない。なんだか居心地の悪い空気が流れている。

　初真は壁かべの掲示板に貼はりつけられたプリントに目を通した。今年の大会に出場する組み合わせが書かれていた。初日に演武を見た組み合わせどおり、深み沙さと巳み菜なのペア、潤と鏡きよう子このペアになっている。それだけ。二年、三年の名前はひとりも記されていない。

（どうしていないのかな）

　何か事情でもあるのかと首をかしげていると、潤にトントンと肩をつつかれた。

「な、んなことより、乱捕りに付き合えよ」

「え？」

「まさか前回の負けで、怖おじ気けづいたんじゃねえだろうな」

　毒のあることを言いながら、潤はにこやかに笑っている。妙みように嬉うれしそうだ。ふと、ガールズバーでのビキニ姿を思い出した。背が高く、高校生離れしたプロポーションの潤に、あの格好はよく似合っていた。

　思い出したら、カアッと顔が赤くなる。というか、変なところにも力が入りそうになる。

「そんなわけあるかっ、付き合うよ」

　もやもやした感情を断ち切るように、声に力をこめて、潤の申し出に乗った。

　正面から向き合うと、相変わらず彼女との背丈の違いを痛感させられる。男の自分が見下ろされている形になっている。

「あかんって、ジュンと闘たたかうのはやめといたほうが──」

　鏡子が止めに入ったが、すでに潤はファイティングポーズを取っていた。拳けん法ぽうの構えとは違う、ボクシングスタイル。迂う闊かつに攻めれば、一いつ瞬しゆんで倒されてしまいそうな圧あつ迫ぱく感。

　さっさとこちらから仕掛けて、終わらせるしかない。自分にだってプライドはある。先日と同じような惨ざん敗ぱいはもうコリゴリだ。

　と思ったが、足が動かない。

　呪じゆ縛ばく。

　幼少のころの記憶が蘇よみがえり、体が硬直してしまう。女子に対しては手を上げられない。闘えない。亡き父に怒られる。

　その隙すきに、潤が無造作に接近してきた。

（えっ!?）

　打だ撃げき技わざではない。腕を取られた。潤じゆんの体が自分の脇わきの下へと潜もぐりこんだ──と思った次の瞬しゆん間かんには、脚を払われた。

　初はつ真まは床に這はいつくばらされ、起き上がれないよう肩口を押さえこまれると、腕を逆にねじり上げられる。

　竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうならではの華か麗れいな柔じゆう法ほう技ぎだ。

「あぐっ、うう！」

　関節がねじ切られそうな痛みに耐たえ切れず、床をタップする。

　解放されて、仕切り直しとなった。

　潤はすぐにまた間合を詰つめて、初真の背後へと回りこんだ。頸けい動どう脈みやくのあたりにガッチリと腕を回してくる。首を絞しめられて呼吸ができなくなり、初真は顔を真っ赤にしながら、すぐにタップした。

「んー、なんか調子狂くるうな」

　潤は不満げにつぶやいた。

　初真はバタバタと体を動かす。息ができなくて苦しいのもある。だけど、問題はそれだけじゃない。背中に当たってる。柔やわらかい胸が、むにゅっと、押しつけられてるからだ。

「期待させるものはあるんだけどなあ。なんか、パズルのピースが欠けてる、ってやつかな」

　潤は初真を突き放した。

　床に膝ひざをついた初真は、しばらく荒い呼吸をついていたが、やがて純じゆん粋すいに感動が押し寄せてきた。並の男が束になっても敵かなわないほど、強い。

　だからこそ悔くやしい。

　勝ちたい。女子とか男子とか関係なく、ちゃんと闘たたかって、勝ちたい。

　そして思わず言ってしまった。

「もう、一回！」

　場が凍こおりついた。

　深み沙さが恐怖におののいた瞳を向ける。

「ばか！　ジュンを挑ちよう発はつしたら──」

　潤がゆらりと振り向く。笑みを浮かべているが、今度はさっきまでの遊んでいる感じとは違う。溢あふれ出る闘とう志しを抑おさえるかのような、凶悪な笑みだ。

「もう一回？　それは、あれか。オレの攻撃じゃ倒れねえって意思表示か？」

「そういう意味かも」

「お前、オレに自分から勝負挑むなんて、なかなか肝きも据すわってるじゃねーか。それなりの覚かく悟ごあっての挑戦状なんだろうな！」

　乱暴な言葉をぶつけた後、潤は間合を切った。目つきからして本気モードに入っている。

「やめて！　二人とも落ち着いて！」

　深み沙さの叫さけび声が聞こえたが、おそらく止められないだろうと初はつ真まは確信していた。これはそう簡単には収まらない。

　自分だって、このまま負けっぱなしではいられない。なんとしてでも幼少時のトラウマを克服して、女子相手であろうと、勝ちたい。

　せめて、一いち撃げき。

　一撃だけでも当てられれば。

「っらあ！」

　雄お叫たけび、突とつ進しんしてくる潤じゆん。

　早々に勝負を切り上げるため、初真も駆かけ出した。

　走りながら構えを変える。父から教わった奥義「逆げき鱗りん攻こう」の発動態勢に入る。もはやこれしか勝つ方法はない。

　が、突とつ如じよ。

　何者かが、初真と潤の間に、サッと割りこんできた。その人物は、左右から突つっこんでくる二人の腕をそれぞれ片手で捕まえると、そのまま動きを抑おさえこんだ。

「シロねえ!?」

　深沙の驚く声が聞こえた。

　乱入してきたシロは、重心を低くすると、両手で摑つかんでいる初真と潤の腕を一気に落としこんだ。何が起こったのかわからないまま、あっという間に二人の体は同時にポーンと宙を舞う。床にバシンと叩たたきつけられ、「かはっ」と初真と潤は息を詰つまらせた。

「防具なしの乱捕りは禁止よ。次やったら、練習参加禁止だからね」

　達人技を見せつけた直後にもかかわらず、シロは息切れひとつない涼すずしい顔をして、潤に向かってさらりと言い放った。今朝、寝ぐせも直さずネボネボしていた姿を思い返すと、とても同一人物だとは思えないくらいしっかりしている。

　倒された二人は、返事する余裕もない。背中を強打させられた痛みに、ただうめいている。

　シロはポンポンと手を払いながら、部室の入り口へと戻る。

「ほらあ、チナちゃんが怖こわがって入ってこれないじゃない」

　その言葉を合図に、部室のドアの陰かげからそっと、千ち夏なつが怯おびえた顔を覗のぞかせてきた。おずおずと室内の様子を窺うかがっている。そして初真と目が合った。

「あっ……」

「えっ……？」

　二人同時に声を上げる。

　まさか拳けん法ぽう部ぶで再会することになるとは思っていなかった。そして、ここへ来たということは、つまり。

「君も、拳けん法ぽう部ぶだったの!?」

「は、はい……」

　母のほうを見ると、「なにか？」と言わんばかりにとぼけた顔をしている。

「なんで母さん、教えてくれなかったの？」

「どういうことかしら」

「車の中で八やつ神がみさんも拳法部だってこと、話してくれてもよかったのに」

　事情を知らない他の女子たちは互いに顔を見合わせていたが、千ち夏なつが初はつ真ま引越し時のいきさつを説明してくれた。「へえ」と深み沙さがちょっと感心したような声を上げるのが、かすかに聞こえた。

「本人が照れてたんだもの。私はちゃんと紹しよう介かいしようとしたわよ」

「照れてた？」

　初真は首をかしげる。そして千夏のほうを見る。

「別に照れることないのに」

「あの、でも……」

　困ったようにオロオロと他の女子たちを見てから、千夏はちょっと苦笑した。

「私、そんなに強くないですし……拳法やってるって言うの、なんだか恥はずかしかったから」

「や、別に強い弱いは」

「そーだよねー。バカハッツンも弱いから、人のこと言えないしねー」

　すかさず深沙が茶々を入れてくる。

　ムッとして初真が睨にらんだところで、母がパンパンと手を叩たたいた。

「はいはいはい、ケンカ腰になるのやめ。練習始めるわよ、練習」

　その言葉を受けても、しばらく初真と深沙は互いを睨んでいたが、やがてそっぽを向いて、二人同時に「ふん」と鼻を鳴らした。




　初めての部活動は、特に問題なく、スムーズに練習できた。

　というのも、練習自体は千夏と組ませてもらえたので、誰とも摩ま擦さつを起こさずに済んだからだ。ケンカ腰の深沙はもちろん、やたら実戦派な潤じゆんと組むのも敬遠したかった。巳み菜なと鏡きよう子こなら悪くはなさそうだったが、やはり一番柔にゆう和わな性格の千夏と組んで練習するのが、新しい場所での初めての練習には最適だった。

　ただ、千夏には欠点があった。

　竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうは、実戦形式の練習は、乱捕りくらいしかやらない。

　あとはひたすら型をこなす。決まった攻こう撃げきに対して、決まった動作で反撃する。その繰くり返しである。

　もちろん真剣にやるのだが、どんな攻撃が来るのか、どんな反撃が来るのか、攻守ともにわかっているので、まず怪け我がすることはない。

　それなのに千ち夏なつはいちいち謝る。

「あ、ごめんなさい」「えっと、大丈夫？」「……痛くなかった？」

　自分の反撃がヒットするたびに、千夏はおどおどと様子を窺うかがってくる。手加減している打撃など、いくら喰くらっても問題ないというのに。

（気持ちの優しい子なのかな）

　にしても、拳けん法ぽうをやるにはちょっと向いてない性格じゃないだろうか、と初はつ真まは彼女を心配せずにはいられなかった。




　練習が終わって、夕方。

「ほんと嬉うれしい。やっぱりチナがいないと始まんないもんね」

　街へ向かうバスの中、初真の前の席に座っている深み沙さは、ずっと上じよう機き嫌げんでしゃべっている。

「ま、んなことはともかく、どうするんだよ」

　後ろの席から潤じゆんが話しかけてきた。

「今日から初真も店に出るんだろ？　チナはいいのか？」

「えっ」

　いきなり名指しされた千夏はびっくり眼まなこになり、それから恐おそる恐るといった様子で、初真の顔を覗のぞきこんできた。

「……初真くんも、お店に来るの？」

「お店って？」

「ばーか、ウィッチ・ガーデンのことに決まってるだろ」

　潤が初真の後頭部を小こ突づく。

「それって、もしかして」

　初真の視線を受けた千夏は、顔を赤くして、自分の胸をきゅっと抱きかかえるようにした。




　魔女バー「ウィッチ・ガーデン」に着き、女子五人は更衣室へ、初真は支給されたダークグレーのスーツに着替えた後、スタッフルームへと入った。

「ほれ、ここでのルールじゃ。よく読んでおけ」

　店主のマキナが諸規則の書かれたプリントをテーブルの上に置き、一読を命じてきた。

　全文読み終えて理解できたのは、とにかくここはガールズバーというよりは、魔女の衣装を身に纏まとった女の子たちが給仕をやる飲食店であり、いかがわしい店の類たぐいではない、ということだった。

　おさわりなどの風ふう俗ぞく店のようなサービスはもちろん、同席する、歓談する、といった行為も禁止。ただ客は、女の子たちのセクシーな魔女姿を見て楽しむだけなのだとわかった。

　しかし。

「なんで、みんな、この店で働いているんですか？」

　変な店でないことはわかったのだけど、拳けん法ぽう部ぶの女子たちが平気で（もないのだろうが）露ろ出しゆつ度どの高いコスプレをするようなアルバイトをしていることに、いまだ納なつ得とくがいっていない。

　マキナはその問いに対して、黙だまって、彼女たちの雇用条件が書かれた資料を渡してきた。

　時給二五〇〇円。

　夕方六時からの勤務で、未成年者の就業が禁止される夜一〇時まで働いたとしても、四時間で一万円。週三日で働けば、一ヶ月で約一二万円も稼かせげる計算となる。

「あの子らは先月、一人頭二〇万は稼いだぞ」

　初はつ真まの思考を読んだかのように、マキナは情報を補足してくれた。

「一ヶ月で二〇万……!?　普通にサラリーマンの初任給並みじゃないですか。どうして、そんな」

　そこまでしてお金が必要な理由とはなんなのだろうか。

　だが、マキナはもう何も教えようとはせず、店てん舗ぽへ通じる扉とびらを開けた。

「さあ、仕事じゃ」

　店内に出た初真は、相変わらずの艶あでやかな光景に頭がクラクラした。

　赤い魔法少女スタイルは深み沙さ。青い水の妖精スタイルは巳み菜な。白のゴスロリが鏡きよう子こで、銀色のコートを羽は織おっているのが潤じゆん。

　そして。

「あ、あんまり、見ないでください」

　すぐそこに立っていた千ち夏なつがもじもじと所在なげにしている。

　彼女は、中国道士風の黒い衣装を着ている。露出度は高くなく、色合いは地味だが、目立たないながらも刺し繡しゆうや装そう飾しよくが施ほどこされており、こちらも本職の道士というよりはアニメやマンガに出てきそうな格好だ。セクシーさよりも、清せい楚そさが強調されている。それでも千夏としては恥はずかしいのだろう。

「似合ってるじゃない。可愛かわいいよ」

　いらん褒ほめ言葉などかけてしまった。

　言ってから、しまった、と初真は後こう悔かいした。

　案あんの定じよう、千夏は耳まで顔を真っ赤にし、ぷしゅうとショートを起こしてしまう。その一部始終を見ていた深沙が怖い目で睨にらんでくる。

　初真は嘆たん息そくしながら、肩をすくめた。




　仕事は単純で、待機する場所は基本的にずっと厨ちゆう房ぼう。

　皿洗いや調理の手伝いをする合間に、店内でトラブルが起きていないか、スタッフが困っていないか、ひたすら目を光らせることが役目となっている。

　要は、女の子たちにはやらせられない仕事を、一手に引き受けているわけだ。

　客層は意外と年配の男性が多い。みな紳しん士し的なので、安心して応対できる。ごくまれに好色な目つきでスタッフの女子たちを眺ながめている者もいるが、怪あやしい素振りを見せるたびに、マキナがカウンターに姿を現して、強面こわもてでギロリと睨にらむので、事なきを得ている。

　客の中には、何名か、新聞やテレビで顔を見たことのある政治家や文化人を見かけた気もするが、忘れたほうが自分にとっても幸せだと、初はつ真まは詮せん索さくしないことに決めた。こんな場末のコスプレバーに著名人が来るはずもないだろうし。




　夜一〇時近くになり、マキナがそろそろ上がるようにとひとりずつ声をかけてきた。

　ウィッチ・ガーデンは明け方まで営業しているが、高校生である初真たちがそこまで働くのは違法になる。

　ひとり、またひとりと、更衣室に向かう。

　初真も着替えるため、男性更衣室に向かった。

　廊下を歩いていると、後ろから肩を叩たたかれた。

　千ち夏なつだった。

「あ、あの」

　おどおどと目を逸そらす。まだ初真にコスプレを見られるのが恥はずかしいのか、別に露ろ出しゆつもしていないのに、胸元を手で隠したりしている。

「こんな格好してるの、やっぱ、変かな……？」

　わざわざ聞くくらい気にしているようだ。千夏を安心させるように、ゆっくりと首を横に振った。

「全然大丈夫だよ」

「そ、そう？」

　千夏はまだ不安そうな目つきで、初真のことを見てきた。

　正直、もっと言ってあげたいことはある。「何か困っていることがあるんじゃないか」とか、「他にいいアルバイトもあるんじゃないのか」とか、そんな言葉を投げかけたかった。

　だけど、彼女はそれを話したがっているようには見えない。初めて会ったときの車の中での会話を思い返す限り、あまり詮索してはいけないだろう、と考えていた。

「さ、早く着替えよう。家に帰るのが遅くなっちゃう」

「う、うん」

　千夏は少しばかり落ち着きを取り戻して、うなずいた。







　家に戻ると、お風呂上りの母がビールを飲みながら、ブルーレイで映画を観ている。

　何かと思えば、魔法少女物のアニメだ。

（うわ……）

　ヒロインたちのコスチュームは、ロリータとセクシーさが融合した、どことなく清せい楚そでどことなく扇せん情じよう的なデザイン。その独特のファッションは、二次元世界だけのものかと思っていたが、今日はいやというほどリアルに女の子が着ているところを見てきてしまった。

　悪くはない。目のやり場には困るが。

　問題は、思った以上に──実は自分のツボに入っているということ。

　あの憎たらしい深み沙さでさえ、ミニスカートの魔法少女ファッションをしているのを見ると、急激に抱き締しめたくなるほど可愛かわいく見えるのだから、不思議だ。

「あー、いいわねえ。魔法少女」

　まず母はひと言つぶやいてから、映像を一時停止して、

「お帰りなさい。初はつ真まも見る？」

　ソファに座ったまま、首だけこちらに向けてきた。

「僕はいいよ。疲つかれちゃったし」

「新年早々、コンビニのバイトなんて大変ね」

　ということにして母には伝えてある。

「ううん。自分で遊ぶ分くらい、自分で稼かせがないと」

「でも、たまには親に頼りなさい。まだ高校生なんだから。働いている時間が勿体もつたいないわよ」

「社会勉強だよ」

「あら、アルバイトなんて、あんまり勉強になる場じゃないわよ。本当の社会はもっと厳しいわ」

　くすくすと母は笑う。

「ところで、初真はこういうコスチュームってどう思う？」

　いきなり魔法少女の話題を振られて、ドキッとする。

「どどどう思うって、どどどういうこと？」

「なにわけのわかんない動揺してるのよ」

「それは、その、可愛いと思うけど」

「普段着として成立するかしら」

「いやー……えっと……さすがに日常的に着るのはどうかな……目のやり場に困るし……」

「たしかに。でも、ファッションデザイナーとしては、けっこう唸うならされるのよね、このデザイン」

　と、母は画面上を指差し、ふむふむと楽しそうにうなずく。

「イラストレーターごときに負けてられないわ。いつか『葵あおいシロプロデュース』で、飛びっきりエロ可愛かわいい魔法少女コスチュームをデザインして、アニメ会社に売りこんでみたいわね。あー、夢はいろいろふくらむわあ」

　すでに映画や舞台の衣装も手がけている人が何を言うか、と思ったが、逆に手をつけたことのない分野だからこそ興味を引かれるのだろう。

（もしも母がウィッチ・ガーデンの女子たちのファッションを、ひとりひとりに合わせてデザインしてみたら……？）と妄もう想そうしてみたが、恐おそろしくなったので、やめた。

　深み沙さからは、「絶対にシロねえに告げ口するな」と言われている。

　その禁を破ったらどういうことになるのか。あのときの深沙の決死の表情を思い返すと、とても試す気は起きない。

　湧わき上がってきた妄想はおとなしく封印しておくのが賢けん明めいだと、初はつ真まはひとり沈ちん黙もくを貫つらぬいていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　新学期二日目からさっそく授業が始まった。

　カリキュラムは前の学校と変わらず、むしろ学習内容は若干進んでいたので、まったく苦にならない。

　午前の授業が終わると、さっそくクラスの男子から声をかけられた。

「よう、転校生。昼メシ行こうぜ」

　クラス委員長だという彼は、気さくな感じで、初対面だからと遠慮はしていない。それが早く学校に馴な染じみたいと思っている初真にはありがたい。他にも二名の男子が一緒についていくことになった。

　食堂に行くとすでに人だかりができている。

　券売機で日替わり定食の食券を買い、列に並んだ。

「初真くん」

　肩を誰かに叩たたかれた。

　千ち夏なつだった。

「定食にしたんですか？」

「オススメって言われたから。君も？」

「ええ。日によって違うんですけど、けっこうどれも美お味いしいんです。私なんかは、頼めばご飯の量を調整してくれるのがありがたいですし」

「大盛りはしてくれるの？」

「もちろん、無料です」

　それから千夏は周りを見回してから、ちょっと照れくさそうに小声で囁ささやいてきた。

「よかったら一緒に食べません？　今日、他のみんなはお弁当だし、私ひとりなんで」

「あ～……」

　初はつ真まは一緒に来た男子たちのほうを見た。すでに全員でテーブルの一角を陣じん取どって、初真が来るのを待っている。

「ごめん、先約があるんだ」

「そう……なんですか」

　千ち夏なつはほんの一いつ瞬しゆんガッカリした顔になったが、すぐに立ち直り、

「わかりました。それだったら、他の子探して、一緒に食べます」

　と健気けなげにも前向きな言葉で返してきた。

　なんか勿もつ体たいないことをしてしまった気がするが、仕方ない。転校二日目で女の子と二人でランチなんてしてたら、早くも変な噂うわさを立てられてしまう。

　いや、噂自体はいやではないのだけど、そのせいで千夏がよそよそしくなってしまうのも困る。せっかく知り合えた可愛かわいい子なのだから、下へ手たなことでチャンスは潰つぶしたくない。

　これからの数ヶ月は勝負の時期だ。ここで好みの女の子とどれだけ親密になれるかで、バラ色の青春を送れるか送れないかが決まってくる。拳けん法ぽう部ぶも大事だけど、そっちも大事だ。

「碧あお井いってさ、八やつ神がみさんたちと仲良くしてるけど、元から知り合いなわけ？」

　ラーメンをすすりながら、クラス委員長は尋たずねてきた。

「たまたま年末に会ったんだ。竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽう部ぶの子たちだから、つながりがある感じだけど、まだそんなに仲良くはないかも」

「え、なに？　お前、竜虎道やってるの？」

　クラス委員長は初真のことをジロジロ見てくる。

「もしかして、拳法部に入りたいと思ってるわけ？」

「うん。でも女子ばかりだから、ちょっと困ってるけど」

「まあ、昔から男子はあんまりいないって言うしなあ。仕方ないよな」

　どうやら竜虎道拳法部の話はわりと校内で有名なようだ。他の男子も納なつ得とく顔でうなずいている。

「でも、よくわかんないけど、関係ないんじゃね？　たしか竜虎道って、男女組でも大会出られるんだろ？　だったら女子ばかりでも問題ないじゃん。むしろハーレム万歳！　ってやつだな、はは」

　このクラス委員長はかなりいい性格をしている。話を聞いてるだけで、希望が湧わいてくる。

　と、男子のひとりが苦笑した。

「だけど、可愛い子ばかりじゃないよ。ま、奇き跡せき的にみんなルックスはいいけど、性格に難あるのがいるしなあ。あいつとか」

「あいつ？」

「長洲姉ながすね潤じゆん」

　その名前を聞いただけで、「ああ」と初はつ真まは全てを理解した。

「もともと富と山やまに住んでたらしいんだけど、そっちの中学では相当ワルだったらしくってさ。レディースみたいなの組織して、かなり暴れまわってたって、もっぱらの噂うわさだぜ」

　納得できる。とても納得できる。彼女のあの実戦慣れした強さは、毎日のように修しゆ羅ら場ばを潜くぐり抜ぬけていないと身につかないものだ。一年にも満たない部活動で会得できるものではない。

「長洲姉だけじゃない。前まえ蛇だも相当なもんだぜ」

　もうひとりの男子も話しに乗っかってくる。

「例えば？」

「あっちの場合は、長洲姉とは別のベクトルでやばいかな。正義感が異常に強いっていうか。そこらへん長洲姉は冷めてるんだけど、前蛇はやばい」

「うん。俺見たことある。近おう江み町市場で、引ったくり相手に派手にチェイスしてたところ」

「『市場チェイス事件』な……なんか魚とか青物とか引っくり返しまくって、学校側にもクレーム行ったやつだろ……」

　初真は頭を抱えたくなった。なにやってるんだ、部長のくせに。

「その点、瑞みず知ちとか、頼琶たよりべとかは常識的なやつらだ」

　クラス委員長の言葉を聞いて、初真はなるほど、と思った。

　静か動かの性格の違いはあるけれど、概おおむね二人とも、良識というのは備えている。上手にあの二人と付き合ってけば、拳けん法ぽう部ぶでの生活もなんとか乗り切れそうな気がしている。

　そこで、ひとり足りないことに気がついた。

「八やつ神がみさんは？」

　男子たちは顔を見合わせる。ひとりが肩をすくめた。

「あの子こそ、常識的な子だと思うけど」

　一番まともじゃないか。一番可愛かわいいと思うし。

「これ……転校生に言ってもいいのかな」

「うーん。まあ、黙だまってても、いつかはわかるしなあ……」

「？」

　歯切れの悪い二人の男子に目を向けていると、クラス委員長が口を開いた。

「いや、な。八神だけど、悪い噂があってさ」

「悪い噂？」

「富山の不良と付き合ってるって、噂」

　ドクッと心臓が変に脈打つ。引っ越してきたときの特急列車の様子を思い出す。

「でも、噂っていうか。ほとんど真実だけどな」

「ラブホテルから出てくるのを見た、って話をしてるやつもいるぜ」

　目の前が真っ白になる。

　つまり千ち夏なつは──

（いや、いや、いやいやいや）

　初はつ真まはブンブンと頭を振る。

　何を考えているんだ。ラブホに行ったからって、即そくそういうことをしたとは限らないじゃないか。大体、自分と千夏だって、出会って早々にラブホに行った。だけど、なんにもなかった。

　そう、なんてことはない。なんてことは。

（うん、気にしない。気にしない。気にしたらダメだぞ、うん、うん）

　気にしない、と思いつつも、もやもやした気持ちは取り払えない。

「おい？　おーい？」

　クラス委員長が初真の眼前で手を振りながら、声をかけてくる。

　だけど初真は思考の迷宮に入ったまま、なかなか戻ってこなかった。







「ただいま」

　家に帰ると、香ばしい匂においが漂ただよってきた。

　キッチンのほうを見ると、母が鍋なべを作っている。

「いい匂いだね。今日は何？」

「とり野菜みそ鍋。美お味いしいわよ」

「とり野菜？　鶏とり肉にくと野菜がベースになってるの？」

「じゃなくて、しっかり野菜を取りなさい、って意味で『とり野菜』なの」

「なにそれ、ダジャレ……？」

「早く着替えてらっしゃい。とても美味しいから」

　たしかに、母の言う通り、絶品だった。

　ピリ辛からのみそ味が具材に染しみこんで、刺激的な香りのおかげで、ご飯何杯でもいけそうだ。聞けば、とり野菜みそは金かな沢ざわでは一般的な料理とのことだ。

　そんなことで、なんとなく、自分はまったく違う地方に来たのだなと感じた。

「今日はね、初真に見せたいものがあるの」

　食後、リビングでくつろいでいる初真のところへ、母はアルバムを持ってきた。

　中は全部、竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽう部ぶでの写真ばかりだ。

「これ──父さん？」

　一ページ目に貼はられている集合写真、中央で腕組みして仁王立ちしている少年を指差し、初真は尋たずねる。

「そうよ。草くさ薙なぎが高校二年生のころ。全国大会優勝した年ね」

「当たり前だけど、若いなあ……」

「その横の美少女が、私よ」

　母は黒くろ髪かみのおかっぱ頭で、いまと見た目はそれほど変わらないが、どことなく地味に見える。

　他には女子部員が三人。

「全部で五名。当時はいまよりも、もっと無名な拳けん法ぽうだったから、一年生は入ってきてなかったの。だけど、学校の中では、やっぱり優勝って肩書きは効果あるわね。次の年にはいきなり一〇人も入部希望者がきたわ」

　ほう、とため息をついて、母はページをめくる。

「自分がプレイヤーだったときは、一番楽しかったんだけどね……」

「いまは楽しくないの？」

　初はつ真まの問いに、母は苦笑いを浮かべる。それ以上語らない。

　何ページかめくったところで、母の手が、ピタリと止まった。

　瞳に悲しげな色が浮かんでいる。

「……？」

　見ると、一五人の女子と、母が写っている。

　写真の日付を見ると、五年前だ。

「向卯むこう山やまは、長く大会では成績は振るわなかった。でも、ある年だけ、奇き跡せき的に才能に溢あふれる女の子たちが集まった。それが、この子たち──」

　彼女たちのうち、特に強かった九人はこう呼ばれていた。

『九人の魔女』と。

「大会では相変わらず向卯山は入賞を果たせずにいた。でも、この世代で『魔女』と呼ばれた九人が真価を発はつ揮きしたのは、乱捕り。演武のような決められた動きではなく、自由に闘たたかっていい、となったとき」

「つまり、超実戦派だった、ってこと？」

「そういうことよ。もちろん、この九人以外の子たちは、みんなと楽しく部活動をやれればいい、っていう考えで普通に部活動していたんだけれど」

　そのとき。

　初真は、最前列にいる小こ柄がらな少女を見て、「あっ！」と声を上げた。

「なに？　誰か知ってる子でもいた？」

　知ってるも何も。

　一番前でちょこんと座っているツインテールの少女は、魔女バーの経営者マキナではないか。

　そのことに驚おどろき、また母に告げようとしたが、大事なことを思い出して待ったをかけた。

　母は、いまの拳法部の女子たちが、あの魔女バーで働いていることを知らない。

「ううん、なんでもない。見間違えだった」

「そう」

　大して興味なかったのか、初はつ真まの言葉を適当に流して、母はまた写真へと目をやった。

「初真。今週末の大会、見学に行くでしょ」

「新年大会？　うん、もちろん」

「そうしたら、この子を見かけたら、絶対に近寄らないで」

　母は、端はしのほうに立っている長身の少女を指差した。

「名前は、仙せん国ごく雪ゆき子こ。いまは富と山やま県の高校拳けん法ぽう部ぶのコーチをしている。決して、関わってはダメよ」

「どうして──」

「とにかく危険な子だから。言うことを聞いて。いいわね」

「う、ん」

　もう一度、初真は写真を見た。

　隣となりの大おお柄がらな女子に肩を抱かれて、困ったようにほほ笑んでいる、優しそうな少女。知的な面おも立だちの美少女で、とても警戒するような人物には見えない。それこそ母が言うような、「部活動を楽しみたくて」この場にいるような、どこか温かみのある雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。写真からも伝わってくる。

（なんなんだろう……）

　また元の調子を戻し、楽しげに写真の解説をしている母の横顔を見ながら、初真は胸中に不ふ穏おんなものを感じ取っていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　それから四日後の深夜。

　富山県のとある砂浜。

　ディープパープルのツナギに身を包んだ暴走族たちが、バイクにまたがりながら、円陣を組んでいる。

　北陸ほくりくでも五本指に入る暴走族「ファイアースキッド」だ。

「京きよう介すけの野郎、おせえな」

　円陣の中央で腕組みしているリーダーのタカヤは、周りの仲間たちに不平を漏もらした。オールバックの金きん髪ぱつに櫛くしを入れ、チッと舌打ちをする。

　俱く利り伽か羅ら商業高校。タカヤが支配する王国。その王国の中で唯ゆい一いつ屈くつしていないのが、押おし緒お京介率いる総勢二〇名。大したことのない人数なのでタカをくくっていたが、「ファイアースキッド」への献けん金きんを断ったときから、彼らの存在が次第にうっとうしくなってきていた。

　そして先日、タカヤはとうとう我が慢まんしきれず、京介に挑ちよう戦せん状じようを送りつけた。そろそろ決着をつけようじゃないか、と。その決けつ闘とうの場所がこの砂浜だ。

「京きよう介すけが来ました！」

　斥せつ候こうに出ていた下したっ端ぱが慌あわてて戻ってきた。

「仲間はどれだけ連れてきている」

「ひとりです！」

「あっ？」

　タカヤはこめかみに青筋を立てる。

　そこへ古びたバイクに乗った京介が姿を現した。

「よう」

　馴なれ馴なれしい態度で片手を上げて挨あい拶さつしてから、バイクを降り、おもむろに背中に紐ひもで縛しばってしょっていたポリタンクを外すと、キュポンッ、とキャップを開けた。

「ひとりで来るとはいい度胸してるじゃねえか」

　バシャバシャ。

　わっ、なにしやがる、ちくしょう。

「この数相手に大した自信だ。そいつぁ褒ほめてやっても──」

　バシャバシャ。

　うわあ、かかった。ヌルヌルしてるぞ!?

「だらぁ！　人がしゃべっとるやろが！　何まいとんや！」

　ポリタンクの中に入っている液体を四方八方へ振りまいていた京介は、液体を浴びて怒り狂くるっている連中を無視しながら、なおもタンクの中身が空になるまで液体散布を続けた。その作業を終えると、ポケットの中からライターを取り出し、火をつけた。

「ああ、ガソリンだ」

　怒号を上げていた暴走族たちが、一いつ瞬しゆん静まり返った。

　ピン、と火のついたライターが空中に放り投げられる。

「うわあああああ」

「に、逃げ──」

　まかれたガソリンの上にライターが落ちる。

　轟ごう音おんとともに炎が砂浜の上を駆かけ巡めぐった。

　間かん一いつ髪ぱつで暴走族たちは散り散りに逃げていたため、火ダルマにならずに済んだ。だが、バイクはあっという間に炎に包まれ、燃料タンクに引火した結果、次々と爆ばく発はつを起こした。

「ひ、ひい、ひいいいいい！」

　四方八方、炎の壁かべ。タカヤは恐きよう怖ふのあまり腰を抜ぬかして、ひたすら叫さけんでいる。

「む、むちゃくちゃだぁ！　なんだよお前、なんなんだよ！」

「俺らの上の世代は、こんな喧けん嘩かは日常茶さ飯はん事じだったそうだぜ」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた京きよう介すけは、タカヤの襟えり首くびを両手で摑つかんで無理やり立たせると、強きよう烈れつなパンチを顔面に叩たたきこんだ。

　腰が砕くだけて、砂浜に尻しり餅もちをつくタカヤ。背中が炎の壁かべに近づく。

「あづっ！」

　急いで炎の壁から離れる。

　そのとき、タカヤは外の様子を見て、愕がく然ぜんとした。遅れて突とつ撃げきしてきた京介一派が、仲間たちを次から次へと屠ほふっている。

　終わった──全てを観念したタカヤのこめかみに、京介の廻まわし蹴げりがぶちこまれた。




　ファイアースキッドを殲せん滅めつした京介たちは、警察が来る前に、離れたところにあるアミューズメント施し設せつへと移動した。郊外型ならではの広いゲームコーナーがあり、近くの青少年たちがよくたむろしている。

　京介たちが施設内に入るやいなや、中にいた若者たちはすぐに外へと飛び出していった。地元で京介の顔を知らない者はいない。

　ひと組だけ、よそ者なのか、大学生くらいのカップルが音楽ゲームに夢中になっている。目め障ざわりに感じた京介は、仲間に命じて追い払わせた。

　パンチングマシーンがある。

　京介は、仲間に百円玉を入れさせ、マシーンを起動させた。

　腰を入れての全力のパンチ。二〇〇点満点で、一七〇点を叩き出す。

「……ちっ、面おも白しろくねえ」

　外した専用グローブを、マシーンに叩きつけた。

　唐とう突とつに。

　ダークグレーのスーツを着た女性がカッカッとヒールを鳴らして施設内に入ってきた。

「探した」

　冷気を帯びた声が、場内の温度を一気に下げた。

　思い思いに遊んでいた京介一派は、一いつ斉せいに姿勢良く背筋を伸ばした。全員、顔に緊張が走る。

　スーツの女性は、モデルばりの手足の長さと、豊かなバスト、一八〇近い超長身。ひと目で周りの目を引きつけるカリスマ的オーラを漂ただよわせている。

「あんたか」

「明日、大会。遊んでいる時間、ない」

「わかったよ、帰ればいいんだろ、帰れば」

　投げやりな態度で答えてくる京介に、スーツの女性はわずかに顔をしかめた。

「大会前日にゲーム。やる気、あるの？」

「憂うさ晴らしして何が悪いんだよ」

「……何か、あった？」

　スーツの女性は首をかしげた。

「女にコケにされっぱなしでよ」

「あの、向卯むこう山やまの子？」

「そうだよ」

　京きよう介すけはペッと床に唾つばを吐はき、パンチングマシーンの前から離れる。

　スーツの女は無表情にその後ろ姿を見送りつつ、マシーンの専用グローブに手を伸ばし、装そう着ちやくした。

「百円」

「は、はい！」

　京介一派のひとりが、慌あわててパンチングマシーンに百円硬貨を投入する。派手にライトが点灯し、機械が起動する。「アーユーレディ？」と挑発的な音声が流れる。スーツの女は、上着を脱ぎ、硬貨を入れた不良に預けた。

　女は、タンッと床を蹴けり、パンチを放つ。

　拳こぶしが、宙で消えた。

　パンッという破は裂れつ音おん。

　振り返った京介が目を見開き、周りの連中も言葉を失った。

　マシーンから小こ馬ば鹿かにした調子で、「オーノー！　ソースイィィツ！」と音声が流れ、０点が表示される。

　だが。

　マシーンの的は、消えていた。

　棒と丸いミットだけの簡易な的は、殴られたらパタンと倒たおれる仕組みになっている。だが、金属棒の真ん中から上がちぎれ飛び、ミット部分は完全に消失している。

「ひ……」

　京介一派のひとり、パンチングマシーンの後方に立っていた不良は、両手に何かを抱かかえて、ガチガチと歯を鳴らしている。

　その手には、吹き飛んだパンチングマシーンのミットが、収まっている。

「……調子、悪い」

　女はつまらなさそうにつぶやく。横で呆ぼう然ぜんと立っている不良から、預けていた上着を奪うばい取ると、軽やかに羽は織おり、京介のところまで歩み寄った。

「明日、頼むわ」

「……了解」

　気が付けば、京介の両手の平は、じっとりと汗をかいていた。
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　初はつ真まは予定通り、新年大会への出場は辞退することとした。

　大会に出られないということへの一いち抹まつの悔くやしさは拭ぬぐいきれない。しかし仕方がない。千ち夏なつと演武を合わせるには、とても数週間では間に合わなかった。それに全国大会出場とは関係ない季節的な大会だから、いまはまだ出られなくても痛手ではない。

　会場となる高校へ向けて進むワゴン車の中。有料道路の上から見える海を眺ながめつつ、今日は新天地での大会の様子を観察することに専念しよう、と前向きに考えていた。

「初真、私からの差し入れ。みんなにジュース配ってあげて」

　前の座席から、シロが缶ジュースの入ったコンビニ袋を渡してきた。

「ありがとう、母さん」

　初真はコンビニ袋を受け取ると、自分の分を取ってから後ろの席に回す。

「サンキュー、男子マネージャーさん」

　深み沙さがにっこり笑い、嫌いや味みたっぷりに礼を言ってきた。

「だ、だめだよ、ミサちゃん。そんなこと、言ったら」

　初真の隣となりに座っている千夏がたしなめる。

　いい子だ。いい子すぎて、胸がキュンキュンする。

　たったひとりの男子で、女子だけの拳けん法ぽう部ぶに溶けこむのが難しい中、少しでもみんなと仲良くなるきっかけを摑つかみたいが、この雰ふん囲い気きではまだまだ無理だ。自分を敵視している深沙。問題は彼女ひとりだけなのだが、他の女子はそれを放置している。すぐの解決は望めそうにない。

　せめて千夏とはもっと仲良くなっておこう、と初真は考えていた。

「越えち前ぜん吉よし崎ざきは、例の部長と副部長が出場するそうですよ」

　助手席に座っている顧問の加か賀が見み先生が、運転中のシロに話しかける。

「厳しいわね。でも、もっと気になるのは俱く利り伽か羅ら高だけど」

「ええ。俱利伽羅高はたしかに今年一番の要注意高校ですが、出場するのは男子ばかり。うちとは直接対決にはならないでしょう」

「俱利伽羅高？」

　初真は前に向かって尋たずねる。加賀見先生が振り向いた。

「隣の県にある商業高校だよ。昔から暴走族や不良の巣そう窟くつとして有名で、相当荒れている学校なんだけど、去年竜りゆう虎こ道どう拳法部が新設されて以来、すっかりおとなしくなった」

「どうしてですか」

「拳法部の部長、と言っても、まだ一年生だけど、相当恐おそれられているらしくってね。部員は二〇名ほどだけど、学内のパワーバランスを変えてしまうほど影えい響きよう力がある集団らしいんだ」

「その部長、かなり強いんですね」

「異常だよ。僕が学生のころから、俱利伽羅高は手の付けられない暴力高校として名が知れていて、警察だって躊ちゆう躇ちよするような武ぶ闘とう派ばかり揃そろっていたのに、そいつらを震え上がらせてるんだからね」

　話をしているうちに、金かな沢ざわ市内を出発しておよそ一時間半ほどで、目的地である七なな尾お市内の高校に到着した。

　新年大会の開かい催さい地ち。

　全国出場とは関係ないとはいえ、やはり大会は大会だ。それぞれにプライドがあり、目的がある。参加する各校の生徒たちはみんな、かなり緊張した面おも持もちでいる。

　ワゴンから降りた初はつ真まは、ピリピリした空気を肌で感じて、嬉うれしくなってきた。大会独特の空気感。東京で切せつ磋さ琢たく磨ましていたころのことを思い出す。

「全員、準備はできた？」

　シロの問いかけに、ハイ！　と元気よく答えて、全員揃そろってジャージを羽は織おった。

　背中にウサギのマスコットが描かれている。

　竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうでは、各道場や拳法部ごとに、十二支にちなんだ守護獣を据すえている。公式に認められている、軽いお遊びだ。

　もともと竜虎道は、中国で「干かん支し拳けん」と呼ばれる武術をベースに作られている。干支拳は、十二支に見立てた動きで闘たたかう拳法だが、開祖である渡わた来らい天てん道どうはそれらの技の系統を分類、再編し、まったくのオリジナルの拳けん系へと変化させていた。最終的には十二支の要素はあまり残っていなかったが、それは原点に対する礼を失していると、別の形で干支拳へのオマージュを捧げることとした。

　それが、各道場ごとに設けることになっている、守護干支の制度だった。

　いまでは単なる制度を超え、町道場はおろか、大学や高校の拳法部に至るまで、こぞって自分たちの守護干支を掲かかげており、所によってはオリジナルのトレードマークまで作っている。

　その中でも、ウサギは「平和や調和を司つかさどる」ものとされている。

　武術としてはあまりにも優しすぎるイメージなので、特に若さゆえの血気盛んな高校拳法部では滅めつ多たに使われない守護獣だが、女子ばかりの向卯むこう山やま高校拳法部では、ウサギを選んでいる。それに、学校名にも含まれているからちょうどいい。

　他校の生徒たちも、それぞれの守護獣をあしらったジャージや、旗はたなどを持って、存在感をアピールしている。十二支しかないので、当然、かぶっている高校もあるが、向卯山高校と同じウサギを選んでいる学校は一校もない。だからかなり目立っている。

「さあ、行きましょう」

　引率しようとシロが歩きかけた瞬しゆん間かん。

　ブレーキ音を響ひびかせながら、暴走気味にマイクロバスが駐車場に突っこんできた。悲鳴を上げながら逃げ惑まどう他校の生徒たち。砂利じやりをガリガリと削けずりながら、バスは旋せん回かいし、急停車した。

　スライドドアが開けられ、中から次々と学生たちが降りてくる。

　血のような色の深しん紅くのジャージに身を包み、ほとんどのメンバーが頭をスキンヘッドに剃そっている。一番最後に降りてきたひとりだけは普通の髪かみ型がただが、醸かもし出している威い圧あつ的な雰ふん囲い気きは、どの高校とも違うものがある。

「俱く利り伽か羅ら高──！」

　深み沙さが嫌けん悪おの表情とともに、その名を呼んだ。

　俱利伽羅高のジャージの背中には、ギョロリと目を剝むいた黒こく龍りゆうの絵え柄がら。つまりは、俱利伽羅商業高校の守護干かん支しは、龍、ということか。

　その力強いイメージから、龍を選ぶ拳けん法ぽう部ぶは多い。しかしここまで殺気溢あふれるデザインは初めて見た。まるで全てを憎んでいるかのような、怨おん念ねん籠こもるデザイン──。

　だが、驚いたのはそれだけではなかった。

「てめえは……！」

　最後に降りた甘いマスクの少年が、初はつ真まを見た瞬しゆん間かん、目を見開いた。

「あ──！」

　初真もよく憶えている。

　金かな沢ざわへ引っ越してきたときの特急列車で遭そう遇ぐうした、千ち夏なつを襲おそっていた少年。まさか彼もまた竜りゆう虎こ道どう拳法の人間で、しかも俱利伽羅高の生徒だとは。

「京きよう介すけ、こんなところでケンカは、ダメ」

　マイクロバスから最後に降りた、ダークグレースーツ姿の女性が、いまにも初真に摑つかみかかろうとしていた京介を、制止した。

「んだよ、雪ゆき子こ」

　京介は長身の女性を睨にらみつけた。そして、

「こいつは俺に──」

　と文句を言いかけた、そのときだった。

　雪子と呼ばれた長身の女性は、初真の顔を見るなり、ビクンと体を震ふるわせた。さっきまで無表情だった顔にはっきりとわかる動揺を浮かべている。

「ゆ、雪子？」

　京介の呼びかけには反応しない。ただジッと初真の顔を見つめている。

　そして、プルプルと唇を震わせ、小さく声を絞しぼり出す。

「戻って、きた……」

「え？」

「あの人が……」

「な、なに？」

　美び貌ぼうの雪子に見つめられて、気き恥はずかしくなった初真は目を泳がせる。

　その瞬間、いきなり雪子は近寄ってきて、

「草くさ薙なぎ先生──！」

　ガバッと思いきり抱きついてきた。

「ええええええ!?」

　初はつ真まは叫んだ。

　向卯むこう山やまの女子たちも、俱く利り伽か羅ら高の男子たちも、みな目を丸くして雪ゆき子こと初真を凝ぎよう視ししている。あまりの展開に口をパクパクさせて、何も言葉を発せずにいる。

「草くさ薙なぎ初真。先生の子ども。ちがう？」

「そそそそうだけど、ななななにか!?」

「私、俱利伽羅高のコーチ、仙せん国ごく雪子。二一歳」

「や、ねね年齢は、きき聞いてない──って、えええ、あなたが、あの雪子さん!?」

　母に近寄るなと言われた、あの。

「その子からすぐに離れなさい！　初真！」

　案あんの定じよう、母が警告を放ってくる。

「かか母さん、そそそうい言われても」

　雪子の腕力は見た目細身なのに物もの凄すごいものがある。いつだかの母の全力ハグよりも強きよう烈れつだ。

「て、てめえ、なに雪子に抱かれて興奮してんだ！」

「ちち違う。顔が赤いのは、い、息が、胸が、苦しくって」

　京きよう介すけの怒号に対して、息も絶え絶えに初真は答える。
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　とはいえ、とびっきりの美人に抱きつかれ、興こう奮ふん状態になっているのもまた真実。そもそも、雪ゆき子こは背が高いだけでなく、胸も大きい。正面からハグされると、初はつ真まの胸板に、豊かなふくらみが押し当てられる。健康優良な男子高校生には、これは刺激が強すぎる。

　そんな中、雪子はマイペースを貫つらぬき通している。

「今日の大会、出る？」

　耳元で色気のある声音で囁ささやかれ、初真はゾクゾクと背筋を震ふるわせた。頼むから女性の免めん疫えきのない自分にこんなハードルの高い体験をさせないでほしい、と神様を呪のろう。

「ででで出たかったけど、ああ相手がいないから、ムリ」

「それ、ダメ」

　雪子はむぅ、と唇を尖とがらせた後、おもむろに京きよう介すけのほうを見て、

「京介、エキシビジョンの乱捕り──この子の相手して」

　と、あまりにも突とつ然ぜんすぎる命令を下した。

「……いいぜ、大だい歓かん迎げいだ」

　淀よどんだ目で初真を見ながら、京介はペロリと唇を舐なめた。

「楽しみ」

　雪子は能のう面めんのような無表情は崩くずさず、しかしどことなく上じよう機き嫌げんになっている。そして初真から離れると、俱く利り伽か羅ら高の面々に合図をした。

　そんなコーチの姿は初めて見るのか、俱利伽羅高の部員たちは戸と惑まどい気味に顔を見合わせながら、コーチの後にのろのろとついていく。

「……ん？」

　ふと気がついた、といった様子で、京介はある方向を凝ぎよう視しした。その目線の先には、潤じゆんの陰かげに隠かくれるようにして震えている、千ち夏なつがいる。京介と目を合わせないように、必死で下を向いている。

　ニッ、と京介が酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「そうか、この初真って野郎は、お前と同じ学校ってわけか」

「……！」

　何かを感じ取ったように千夏は顔を上げる。

「そいつはますます楽しみだぜ……たっぷり、思い知らせてやる」

「や──」

　慌あわてた様子で千夏は声を出そうとしたが、京介が背を向けて去っていってしまったので、何も言えずに終わってしまった。

　特急列車での出来事を思い出し、今度こそ事情を聞こうと千夏に向かって足を踏み出しかけた初真だったが、母に立ち塞ふさがれてしまった。

「雪子と関わっちゃったわね」

「いや、でも、いまのは不可抗力──」

「とにかく彼らのことは忘れなさい」

「どういうこと？　説明してくれないと納なつ得とくできないよ。大体、雪ゆき子こさん、父さんの名前を呼んで僕に抱きついてきたりして、いったい何が──」

「詮せん索さくしない。いまの乱捕りの誘さそいなんかも無視しなさい。いいわね？」

　その言葉の裏に、初はつ真まは異様なものを感じていた。




　会場となる体育館に入ってから、荷物を壁かべ際ぎわにまとめて、準備運動を始めた。他の高校の生徒たちも体を動かしている。なかには、もう演武の練習を始めているところもある。

　部員全員、よく体を温めさせたところで、シロは腕時計をチラッと見た。

「そろそろ開会式ね。私は審判があるから、あとはビデオ撮影とか、よろしくね」

「あ、は、はい！　任せてください！」

　ポータブルビデオカメラをあたふたと掲かかげて、千ち夏なつは答えた。

　シロが去った後、初真と千夏は体育館の二階に上がり、バルコニーの一角を陣じん取どった。

「出場者、少ないんだね」

　北陸の全高校が出ているとは思えないほど、学生がいない。

「えっと、去年の新年大会は各県で開かい催さいしてたんですけど、少子化ですし、どんどん会員数も減ってるから、今年は北陸全部合わせてやるようにしたって……そう、聞いてます」

　初真の顔色を窺うかがうように千夏は話をする。何かをためらっている様子だ。

　開会式が始まった。

　形式どおりの挨あい拶さつや電報読みが行われる中、初真はうつむいて、ポリポリと頭を搔かいた。

「……北陸のある道場長が、道士特別会費と称しようして、不正に金を集めて着服していた」

　自分から口火を切った。

　千夏はビクッと体を震ふるわせ、驚きの眼まな差ざしで初真のことを見つめる。

「その道場長はかつて東京都大会で優勝し、世界大会でも活かつ躍やくしたほどの有名人だったから、北陸の拳けん法ぽう関係者に与えた衝撃は大きかった。失望して辞めた人も多いんじゃないかな」

　知っていることをどんどん話していく。

「去年の九月ごろ、不正が発覚し、道場長は破門になった。破門になってなお拳法を愛していた。だけど、結局──死んだ」

　ヤクザとチンピラの喧けん嘩かを仲裁して、腹をナイフで刺されて。

「僕の、父さんだ」

　みんなに尊敬され、そして最さい期ごはみんなに罵ののしられながら死んでいった、自分の父。

　会場で拍手が沸わき起こった。昨年の大会最優秀賞を取った越えち前ぜん吉よし崎ざき高校が、優勝杯を返還しているところだった。優勝杯を返した女子が、列の中へと戻っていくのが見える。

「父さんは悪いことをしたかもしれない。けどね、父さんの技は、本当にすごかったんだ。あんな父さんが──意味もなく、人からお金を騙だまし取ったりするわけがない」

「……初はつ真まくんは、お父さんのこと、信じてるの？」

「信じてる。だから、僕は父さんの汚お名めいをすすぎたい」

　初真は力強くうなずいた。それから爽さわやかに笑って、千ち夏なつのほうを振り向いた。

「父さんから技を教わったこの僕が、全国で優勝することで」

　前向きな初真の言葉に、千夏は安心したようにほほ笑みを返した。




　パンフレットを見ると、午前中は予選の部となっている。

　最初に女子の部を二コートに分けてやり、続いて男子の部を三コートでやる流れとなっている。向卯むこう山やま高校は女子しかいないから、とりあえずは前半だけ集中して見ていればいい。

「あ、第一コートの一番最初、ジュンちゃんとキョウちゃんの組です」

　千夏は初真に教えると、記録用のビデオを構えた。

　時おり各校のかけ声が入る中、潤じゆんと鏡きよう子こは静かにコートの中央へと進み出てきた。

（まさか、本番でもあの調子じゃ……）

　練習の時点では、かろうじて最後まで演武を続けられるようになってきているものの、二回に一回は潤の本気の突つき蹴けりが入って、鏡子がダウンしての終了となっていた。

　いやな予感がしてしょうがない。

「ああ!?」

　千夏が叫んだ。

　開始早々、潤の廻まわし蹴りが、鏡子の脇わき腹ばらに叩たたきこまれた。鏡子の受けが間に合わなかった。

　そのまま演武は続けられず、失格となって終わってしまった。鏡子は潤に肩車され、救護室へと運ばれてゆく。会場内はざわついている。たまに失笑も聞こえてきた。

（長洲姉ながすねさんも無理してるんだよなあ……）

　武ぶ闘とう派な本来の彼女らしくなく、スピードとキレが甘い。鏡子に対して手加減しているのだろう。あれではなんとか最後まで続かせたとしても、高い点数は見こめない。

　どうすればよいのだろうかと頭を捻ひねっていると、誰かに肩を叩かれた。

　母だった。

「母さん、審判はいいの？」

「前半は二つのコートのどちらも、うちの高校出てるから。自分ところの学校は審判できないように割り振られているの」

　母は、千夏から大会のしおりを受け取ると、内容にザッと目を通した。ひと通り読み終わった後、嘆たん息そくしながらつぶやいた。

「今年もなかなか厳しいわね」

「どうして？」

「あれよ」

　会場内がワッと沸わいた。

　ショートヘアの、理知的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女が、相方と一緒にコート内へと進み出ているところだった。気負っている様子もなく、極きわめてリラックスした表情でいる。

「チナちゃん、忘れずにあの組も撮っておいてね。越えち前ぜん吉よし崎ざきの部長と副部長よ」

「は、はい」

　指示された千ち夏なつは、第二コートに向けてカメラを回した。

　越前吉崎高校。昨年の北陸高校生大会最優秀校であるというのは、先ほどトロフィーを返還していたのを見ていたから、初はつ真まもわかっていた。

　出場している二人とも黒帯。初段だ。

　演武は完かん璧ぺきだった。お互い怪け我がしてもおかしくないギリギリの攻防を繰くり返しながら、なおかつ魅みせる動きを体現していた。これ以上何を求めればいいのか。当然、審判の評価は高く、全員が九〇点以上の高得点を掲けい示じした。会場内が感かん嘆たんのため息でどよめいた。

「有段者と級きゆう拳けん士しは分けてほしいんだけどね……人数少ないから、まとめられちゃってるの」

　母は眉まゆ根ねを寄せて、続いての深み沙さと巳み菜なの組を心配げに見つめている。

　コートに進み出た深沙は、あからさまに表情が硬い。

　二人の動きは緊張からかぎこちなく、それでも時おりハッとするような動きを見せていたが、点数的には及ばず。

　審判全員の平均で、八三点。

　全体のレベルの中では、中の上くらいの点数は取っている。かろうじて今日の本選出場は果たせそうだが、全国出場は厳しい。

「さ、私はそろそろ戻ろうかな。男子の審判があるし」

　審判業務のため母が去っていった後、男子の部が始まった。

　初しよっ端ぱなから、俱く利り伽か羅ら高の出番だった。

　スキンヘッドの少年が二人、コート正面の審判長に対してメンチを切りながら、コート外に立っている。顔が似通っていて、名字も同じだから、おそらく双子だ。

　間もなく名前が呼ばれ、二人はコートの中へと進んでいった。

「っらあぁ！」

「きぃえあ！」

　荒っぽい気合とともに、俱利伽羅高の二人は素早く構えた。

　一いつ瞬しゆんの溜ための後、両者の肉体が激げき突とつする。

　めまぐるしく交替する攻守の関係。しかし、その一連の流れに噓うそはない。基本的な動きもしっかりしており、パッと見は文句のつけようがない。たしかに見応えはある。

　しかし初はつ真まには受け入れがたいものがあった。

（違う。これは、何かが──）

　続いて、また俱く利り伽か羅ら高の番となった。

　審判長の呼びかけに応じて、待機していたひと組が力強く返事をした。

　京きよう介すけの組だ。京介と相手は、お互い拱きよう手しゆ礼れいをした後、乱暴な気合とともに間合を取った。品性のかけらもないその演武は、しかし非常に実戦的な動きに裏打ちされたもので、見応えは悪くない。

　他校の高校生たちがドッと喝かつ采さいを送っている。

　一連の攻防が終わると、息の詰まるような残心が待っている。そしてすぐに次の構成が始まり、また激しくぶつかり合う。

　肉を裂さき、骨を削けずるような攻防。圧倒的スピード感。

（だけど、なんだろう……）

　他の高校とは一線を画す迫真の演武を見せられ、感動の表情を浮かべた審判員たちが、次々と九〇点以上の得点を掲けい示じする中、母と審判長だけは八〇点の得点を掲かかげた。きっと初真と同じ気持ちだったのかもしれない。

「あれが、九〇点以上……？」

　険しい目つきで、演武の終わったコートの上をなお見つめ続ける。

「どうしたの……？」

　千ち夏なつが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。

「わからない。たしかに動きのキレはいいし、実戦的だし──でも、何かが違う」

　初真は頭を振る。スッキリしない気持ちを振り払うかのように。

「あの演武は竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうの演武じゃない──そう思えて、仕方がないんだ」

　見事な演武だったと会場内が沸わき立つ中、初真はその流れに抵抗していた。




　昼になった。

　みんな体育館の外で昼飯を食べている。それぞれ弁当を持ってきているが、初真だけはコンビニおにぎりだ。母は大会の準備に忙いそがしく、弁当を作っている暇ひまがなかったのだ。

「……食べます？」

　ためらいがちに弁当箱を差し出してくる千夏に、初真は頭を下げた。

「ありがと。じゃあ、ひとつだけ」

　弁当箱の中から、玉子焼きをつまんで、口の中に放りこんだ。

「おいし。お母さんが作ったの？」

「あ、えっと……私……です。他も、よかったら」

　千夏は真っ赤になってうつむくと、弁当箱を突つき出して、他のオカズもすすめてきた。

「もしかして、これ、全部手作り？」

「うん……大したことないんやけど……」

「でも、この唐から揚あげとか、美お味いしそう」

　厚意に甘えて、初はつ真まは唐揚げをつまんで食べた。ジューシーな脂あぶらが口の中でとろける。胡こ椒しようの味付けもちょうどいい。

「結局、本選出場はミサちゃんの組だけでしたね」

「越えち前ぜん吉よし崎ざきだっけ？　あそこの組には勝てないと思う」

「ミサちゃんたちも上手なのに……」

「練習量が圧倒的に違うよ」

　見ただけでわかる。全てを竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうに捧げて、息をすることと等しい頻ひん度どで拳法の修行をする人間がいる。それは総じて二つのタイプの人間に分かれる。

　天才か、単なる拳法バカか。

　ひと目見てわかった。さっきの越前吉崎の部長・副部長のペアは、紛まぎれもなく前者だった。

「でも、二位くらいは取れますよね……？」

　千ち夏なつの問いかけに、初真はすぐには答えず、空を見上げた。

　海に近く高い建物もないから、広々としている大空は、どんよりと曇くもってはいるが、東京の空からは感じられない解放感がある。ささくれ立っていた心が少しだけ和やわらいだ。

「信じてもいいと思う。あの二人だっていっぱい練習しているはずだから」

「は……はい！」

　千夏は心の底から嬉うれしそうに、元気に返事をした。




「……ふう」

　トイレから出た初真は、手をハンカチで拭ふきながら、ため息をついた。

　つい根こん拠きよのない発言をしてしまった。

　ミサミナ組は最優秀はおろか、入賞だって厳しい。予選通過はしたものの、他の高校と比較したら、上位に入るのはかなり厳しい。ストレートに言ってやるべきだったか。

「お、初真。どうした」

　トイレから出てきた女性が、親しげに初真に声をかけてきた。

「あれ、マキナさん？」

　ロリータファッションに身を包んでいるマキナは、体型が小学生並みだから、本当にそれくらいの年ねん齢れいに見えてしまう。並んで立つのがはばかられるくらい、見た目、幼い。まるで自分が児童誘ゆう拐かいでもしているような気分になる。

「応援しに来てくれたんですか？」

「用事があるから、午前中だけ見に来たのじゃ。初真は出てなかったな」

「うん。八やつ神がみさんと組めればよかったんだけど、二人とも練習する時間がなかったし」

「それがよい。納なつ得とくいくまで練ねってこその演武じゃ」

　一緒に廊下を進んでいく。

　初はつ真まは、ここぞとばかりに、聞きたいと思っていたことを聞くことにした。

「マキナさんは、向卯むこう山やまのＯＧなの？」

「ほう。どこかで知ったのか」

「何が三千歳なんだか。この間、母さんのアルバム見せてもらったら、五年前の写真にマキナさんが写ってたよ」

「あはははは、いやはや、もっと早くにわかってしまうと思っていたがのう。案外、うぬはすっトロいんじゃな」

「す、すっトロい、って……!?」

「むしろ会ったときからわかっているもんじゃと踏んでいたのだが、ふむ、考え過ぎだったようじゃな」

「……で、そのＯＧさんが、なんでコスプレバーなんか経営して、自分の後こう輩はいたちを働かせたりしてるわけ」

「うむ？　それをわしのせいにするか？」

「だって、マキナさんの店でしょ」

「いまはの。じゃが、もともとあの店は──」

　そこまで話したところで、突とつ然ぜん、外から大きな怒鳴り声が聞こえてきた。

「千ち夏なつに謝れって言ってんだろ！」

　潤じゆんの声だった。

　通用口から外を覗のぞいてみると、俱く利り伽か羅ら高の面々に囲まれている中、潤と深み沙さの二人が毅き然ぜんと立っている。

　向かい合って、京きよう介すけが石段に腰かけている。

「謝るって、何をだよ」

　京介はククッと静かに笑った。

「千夏にしたことよ」

　深沙が険のある声で言う。

「あのこと言ってんのか？　だったら見当違いってやつだぜ」

　それから京介は座ったまま身を前に乗り出し、顔の前で両手を組むと、不敵にほほ笑んだ。

「ヤらせてくれねえ女に価値なんてねえんだよ」

　空気が凍こおりついた。

「このだらがぁ！」

　潤は吼ほえ、京介に向かって飛びかかろうとする。

「あーあー、やめんか、やめんか！」

　一いつ触しよく即そく発はつのところで、マキナが飛び出していった。潤じゆんと京きよう介すけの間に入り、本気の喧けん嘩かになりそうなところを仲裁する。

　止めなければ、と初はつ真まも外に出ようとしたが、何者かにポンッと肩を叩たたかれた。

「私が、行く」

　雪ゆき子こだった。いきなり思わぬ方向から現れたので、初真は驚おどろいた。

　横をスッと通り抜け、雪子は外へと出た。

「久しぶりね。マッキー」

　マキナの前に立ち、高い位置からの冷たい目で見下ろす。彼ひ我がの身長差が激しすぎて、まるで巨人と子どもの対面だ。

「これがうぬが面倒を見た結果か？　随ずい分ぶんとやんちゃな坊ぼうやたちが揃そろったものじゃな」

「シロ先生の教え子は、弱い。でも彼らは、強い」

　雪子は淡々としゃべる。俱く利り伽か羅ら高の部員たちはクックッと感じの悪い忍び笑いを漏もらした。

「先生を恨みたければ、恨めばよかろう。じゃが、いまの部員は、わしの店の従業員でもある。もしも指一本でも触れてみよ。ただではおかんぞ」

「弱いのが悪い」

　このとき、雪子の目に炎が宿った。怨おん念ねんの炎。憎しみの炎。それは誰に対するものなのだろうか。初真は並々ならぬ敵意を感じ、ゾッと背筋を震ふるわせた。

「私は、シロ先生の──全てを否定する」

　それから雪子は向きを変えて、俱利伽羅高の一同へ向かって静かに、

「練習。本選も、勝ち取って」

　とエールを送った。

　声こそ静かだったが、空間に走った緊張は部員たちの気を引き締しめるには十分過ぎるものだ。京介以外の部員たちは、背筋をピンと伸ばして、ハイ！　と返事を返す。続けて雪子が移動を始めると、全員足並み揃えて後に従う。京介もニヤニヤ笑いながら一緒に去っていった。

　俱利伽羅高が全員いなくなり。

　ふう、とマキナはため息をつき、それから潤を睨にらんだ。

「やめんか。本当にケンカにでもなったらどうする。二度と大会に出してもらえんぞ」

「だからって、言いたい放題言わせるのは──」

「黙だまれ」

　マキナは低く重い声を出した。

　潤は黙る。

「シロ先生のためにも、トラブルは起こしてくれるな。よいな」

「……はい」

　おとなしく従う潤じゆん。額から汗が一いつ滴てき、落ちた。

「大丈夫？　こんなところで俱く利り伽か羅ら高とケンカして、どうしたの？」

　全てが終わってから、初はつ真まも外へ出て、潤に声をかけた。

「なんでもねえよ」

　吐はき捨すてるように言うと、潤は体育館の中へ戻ろうとする。

　横を通り抜ける瞬しゆん間かん、初真は潤の腕を摑つかんだ。

「教えて。あいつと、八やつ神がみさんと、何があったの？」

「てめえには関係ない。忘れろ」

「じゃあ、雪ゆき子こさんと母さんは？　あの二人にも何かあったんでしょ」

「うるせえな、んなこと根ね掘ほり葉掘り聞くんじゃねえよ！」

　潤は摑まれた腕を振りほどこうとした。

　しかし初真は手を離そうとしなかった。こうなったら意地だ。同じ拳けん法ぽう部ぶの仲間のことだから、なんとしてでも教えてほしかった。

「聞いてもチナが傷つくだけだ。いいから離せよ」

　潤は空いてる手で拳こぶしを握にぎった。離さなければ、殴なぐるのも厭いとわないといった様子だ。

　場が静まり返る。清すが々すがしい青空の下、どこかで本選に向けて練習している高校生たちのかけ声が聞こえる。

「こればかりは、デリケートな問題だから、あまりつつくな」

「でも──」

　たしかにあまり深く立ち入ってはならない話のようだ。

　ヤらせてくれねえ女に価値なんてねえ、という京きよう介すけの言葉を鑑かんがみるに、千ち夏なつがあの男と過去にどういう関係にあって、どんな目に遭あわされたのか、おおよその察しはついた。

　それでも、ここまで聞いてしまった以上、知らんぷりすることもできない。

「なんもわかってないくせに──出しゃばんないで」

　突とつ然ぜん横から、深み沙さがきつい口調で当たってくる。

　潤が顔をしかめた。

「おい、ミサ。よせ」

「大丈夫、チナの話じゃない。草くさ薙なぎの話」

「僕が、何を、わかってないの？」

　初真はいい加減腹に据すえかねている。この女子は自分の何が気に食わないのか。

「俱利伽羅高のほとんどの部員はもともと暴走族だった。リーダーは、あの押おし緒お京介。それを叩たたき潰つぶして、拳法部を立ち上げさせたのが仙せん国ごく雪子」

　深沙は初真を睨にらむ。

「三年前に卒業した私たちの先せん輩ぱい。そしてあの人は──草くさ薙なぎ礼れい司じの弟子だった」

　初はつ真まはつい深み沙さの顔を見返した。

　父の弟子？

「仙せん国ごく雪ゆき子こは、もともと向卯むこう山やまでシロ先生に技を教わってた。だけど、高校卒業して、あの人は裏切った。草くさ薙なぎ礼れい司じに弟子入りしたのよ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。たしかに父さんと母さんは離婚してたけど、裏切りとかなんだとか、そこまで言うレベルじゃないんじゃ？」

「だから、なんにもわかってないっての、あんたは！」

　深沙は怒鳴り、強い敵意のこもった目で、初真を睨にらんだ。

「シロ先生が大事に育てた、拳けん法ぽう部ぶの先せん輩ぱいたちを──草薙礼司は横からさらって──ウィッチ・ガーデンで働かせてたんだよ！　『技を教える』っていうエサをぶら下げて！」

「えっ？」

　すぐには深沙の言ってることの意味が理解できない。

「だーかーらー、あのウィッチ・ガーデンは、あんたの父親の店だったのよ！　そこへあんたの父親自ら、私たちの先輩を捕まえて、働かせてたの！」

「な、なんのために、そんなこと」

「そんなの金かね儲もうけのために決まってるじゃない！　あいつは、拳法の技術をネタに先輩たちを水商売に送りこんだの！　わかる？　あんたの父親は、そういう最低なやつなのよっ！」

　ついに深沙は顔を真っ赤にして、全てをぶちまけてきた。

「じゃ、じゃあ、雪子さんも、昔はあの店で働いて……」

「そうよ。草薙に技を教わって、そして俱く利り伽か羅ら高に拳法部を立ち上げて──私たちの敵になった」

「父さん、よく北陸へ出かけてたけど、それって……道場の面倒だけじゃなくって……」

「店の様子でも見に行ってたんじゃない」

「そん、な……」

　初真は、叩たたきつけられた言葉をにわかには受け入れられない。

　道場での金の横領。そして拳法部女子のガールズバーへのスカウト。正義だと信じていた父の姿が、どんどん歪ゆがんでくる。

　見えてきたのは、金に汚きたないただの小悪党。

（父さん……どうして、そんなことをしたの……？）

　パニックになった初真は、その場で硬直する。

　マキナが何かを言いたげに口を開きかけたが、結局思い直したのか、途中でやめた。ただもどかしそうに、初真の顔を見つめるだけだった。




　みんなが休きゆう憩けいしている体育館前の広場に戻ってからも、初真は沈しずんだ表情のままだった。

　あのガールズバーに、まさか父が関わっているとは思わなかった。しかも母の教え子たちを誘さそって、働かせて、自分の稼かせぎとしていたというではないか。

　かつて金を横領したという話は、何かの間違いじゃないかと思っていた。だけど、その黒い話を証明するような新たな事実が、湧わいて出てきた。

　それに、もうひとつ納なつ得とくいかないのは。

　俱く利り伽か羅ら商しよう業ぎよう高こう校こう拳けん法ぽう部ぶ。

　午前中、彼らの演武を見た限りでは、初はつ真まがこれまで父に習ってきた技とはどこか違うものがある。

　彼らをコーチしている仙せん国ごく雪ゆき子こは父の弟子だった。しかし、父が教えたにしては、どこか技の性質が決定的に異なっているような気がする。

　もしも俱利伽羅高の連中が演武で見せていた技の数々が、実際に父が雪子に教えていたものだったのだとしたら──それは自分には教えてくれなかったタイプの技、ということ。だとすると、非常にやるせない。

「急に浮かない顔して……どうしました？」

　千ち夏なつが、心配そうに顔を覗のぞきこんできた。

「平気。少し疲つかれただけ」

「でも、顔色も悪いですし……これ飲んで」

　千夏は魔ま法ほう瓶びんのキャップを開け、トプトプと琥こ珀はく色の温かい液体を紙コップに注いだ。

　蜂はち蜜みつの香りがした。

「レモン蜂蜜です。疲れてるときは、これが一番です」

　紙コップを受け取り、口をつけた。

「あったまるね」

　ほほ笑みを向けると、千夏は恥はずかしそうに、はにかんだ表情を浮かべた。

　ふと初真は別に気になることが出てきて、レモン蜂蜜をもうひと口飲むと、質問した。

「君は、僕の父さんのこと、嫌いじゃないの？」

「昔、草くさ薙なぎさんが東京都大会で優勝したときの演武、ビデオで見たんです」

　父が最も輝いていたころの映像記録。初真も何度か見せてもらったことがある。あの堂々たる姿は忘れられない。

　それを千夏も見ていたとは、驚きだった。けっこう希少価値の高いビデオだ。

「兄もやってたんです、拳法。その兄から、私が中学生のころ、『すごい人が北陸におった』って都大会のビデオ見せられて──あんなすごいこと、私もやってみたいって興奮したのが──私も拳法始めようと思った、きっかけ」

　それから、千夏はにっこりと笑った。

「私にとって、初真くんのお父さんは、ヒーローなんです」

　体育館の中から放送が聞こえてきた。間もなく午後の部が始まるという案内。

「ヒーロー……か」

　初はつ真まはつぶやき、胴どう袋ぶくろの中から道着を取り出すと、すっくと立ち上がった。

「当然、僕の父さんがしたこと、知ってて言ってるんだよね？」

「はい」

「ガールズバーのことも？」

「私もあそこの店で働いてますし」

「それでも、なんで、父さんのことをヒーローと言えるの？」

　千ち夏なつのことをじっと見つめる。その初真の問いかけに、千夏はしばし答えを探している風だったが、やがて簡かん潔けつに答えてきた。

「草くさ薙なぎさんのこと、よく知ってますから」

　信頼と親愛の情に満ちた、優しい言葉。

　なぜそこまで確信を持って、父のことをよく思ってくれているのか、初真にはわからない。それに、よく知っているとはどういうことか。ストレートに千夏に問いただそうかとも思った。

　だけど、そこで体育館のほうから、午後の部を開始する旨むねのアナウンスが流れてきた。

「行きましょう」

　千夏は立ち上がり、にっこりとほほ笑みかけてきた。

　ポリ、と初真は頰ほおを搔かく。

（わからないことは技で問う。それが拳けん法ぽうだったね、父さん）

　己の胸中にて、亡き父に問いかけ。

　初真は体育館に向かって、歩を進めた。




　体育館の中に学生たちがゾロゾロと集結してくる。

　その人ごみの中でも、ひと際きわ異彩を放っている一団がいる。

　これからエキシビジョンの乱捕りに参加する、俱く利り伽か羅ら商業高校の部員たちだ。

　赤いジャージに施ほどこされた黒こく龍りゆうの刺し繡しゆうが、不気味な威い圧あつ感を伴っている。特に午前中の演武を間近で見た他校の生徒たちは、怯おびえた様子で遠巻きにしている。

「どいつもこいつも負け犬の面構えだな。演武なんかに時間かけてるからだよ」

　京きよう介すけがあざ笑う。

　ちょうど近くにいた初真は、京介のほうを見た。が、向こうは意に介していないようで、初真と目を合わせながら、馬ば鹿かにした口調でさらに畳たたみかけてきた。

「悔しかったら俺に勝ってみろ。実戦でな」

「……」

　拳こぶしを握にぎり、初真は静かに呼吸を整えた。

『ただいまよりエキシビションの乱捕りを開始します。各自移動をお願い致します』

　アナウンスが流れる。

　学生たちは体育館の壁かべ際ぎわに寄って、中央に乱捕りのスペースを作った。

　竜りゆう虎こ道どうの大会は通常は演武形式であり、実際に闘たたかうことはまずない。過去には事故で死者が出たこともあり、いまでは正式な種目として乱捕りが出てくることはない。

　しかしそれではさすがに武道としてまずかろうと、最近は各地区毎ごとの大会において、「正式種目ではないがエキシビション」と銘めい打うって、乱捕りを行うことが多くなってきている。エキシビションであるがゆえに、勝ち負けについて採点はされないものの、各校の強さのレベルがはっきりと示される場でもあるため、本来の大会審査よりも一段と盛り上がる場面でもあったりする。

　参加するのは、男子が俱く利り伽か羅ら高から三名、他校から一名。女子の部は、福ふく井い県の越えち前ぜん吉よし崎ざき高校から一名と、石いし川かわ県の高校から一名。

　審判は、白い審判用Ｔシャツと紺こんのスラックスを穿はいたシロだった。

　シロが、ラインテープに囲まれた競技スペースに入ると、続いて各校の代表者として、俱利伽羅高から一名、他校からも男子一名が中央まで出てきた。

　それぞれが防具をつけ終えてから、両者に顔面の突き抜きや金的蹴けりの禁止などを案内し、問題ないことを確認すると、シロは両腕を振り上げた。

「始めっ！」

　乱捕り開始するやいなや、俱利伽羅高の男子が、後ろ廻まわし蹴りを放った。

　側頭部にかかとを叩たたきこまれた相手校の男子は、膝ひざから力が抜け落ちるように崩くずれ落ちる。早くも勝負はついた。だが俱利伽羅高の男子は容よう赦しやなく倒れた相手の上に乗っかり、マウントポジションの体勢から、相手の顔面に強烈な一撃を叩きこんだ。何かが砕くだける音がした。

「や、やめ！　やめて！」

　コンマ数秒遅れて、シロが制止に入る。

　負けた相手は泣きじゃくっていた。フェイスガードが割れている。一歩間違えれば破片が目に当たって失明したかもしれない。幸い怪け我がはないようだったが、勝負の続行は不可能だ。

　あまりにも凄せい惨さんな光景に、各校の部員は震ふるえ上がっている。

（そうか、そうだったんだ）

　単純なことを見落としていた。

　それは竜虎道拳けん法ぽうを単なる武術として捉とらえている限りは、決してわかることのない違い。なぜ俱利伽羅高の使う技に、初真は違和感を感じるのか。しかし周りの大多数はその演武を見て喝かつ采さいを送り、また審判のほとんどが高得点をつけるのか。審判長と母だけは若干低めに点数をつけたのか。

　全ては思想の違い。

（わかった。彼らの間違いが。あとはこの体で──）

　その次は福ふく井いの越えち前ぜん吉よし崎ざき高校の女子と、他校の女子がぶつかったが、結果は越前吉崎高校の圧勝だった。胸の急所を強打された敗者の女子は、うずくまって咳せきこんでいた。

　いよいよ最後の順番になった。

『俱く利り伽か羅ら商業高校、押おし緒お京きよう介すけ道士。大おお葉ば遼りよう平へい道士』

　アナウンスが終わったところで、京介は初真のほうに向かって怒鳴った。

「おら、出てこいよ！　ここからがメインイベントだ！」

　京介の言葉に、何が起きるのかと、他校の生徒たちは不安げに顔を見合わせた。

「あんな挑ちよう発はつに乗らないで。シロねえも言ってたでしょ」

　さすがに部長として深み沙さは止めにかかる。

　が、初はつ真まは聞いていない。

　一歩踏み出した。

「ちょ、バカハッツン！　やめなって！　あんたみたいな弱いのが勝てる相手じゃ──」

　深沙は前に立ち塞ふさがろうとして、初真と向かい合った瞬しゆん間かん、目を見開いた。

　初真は笑っていた。

　笑いながら──全身から、すさまじいばかりの闘とう気きを発している。

「あ……」

　知らず知らずのうちに、深沙は横へ体をずらしていた。

　初真は、兎うさぎがプリントされた漆しつ黒こくのジャージを脱ぎ捨てる。その下から道着が出てきた。すでに、いつでも闘たたかえるよう準備をしていた。

「何考えてるの」

　京介の挑発に乗ってやって来た初真が、フェイスガードをはめ始めたところで、シロは険しい表情で非難してきた。

「言ったでしょ、俱利伽羅高のことは放っておきなさい、って──」

「母さんは悔くやしくないの？」

　初真はシロの言葉を遮さえぎる。

　シロは一いつ瞬しゆん、主語の抜けているセリフになんのことかと戸と惑まどっていたが、すぐに内容を理解してハッとした顔になった。

「知っちゃったのね。雪ゆき子こが、草くさ薙なぎの弟子だったことを」

「うん。さっき長洲姉ながすねさんと俱利伽羅高がトラブってるの、陰で見てた」

「初真、変なことを考えるのはやめなさい。雪子はたしかに草薙に技を教わっていた。でも、俱利伽羅高の子たちに教えているのは──」

「わかるよ、わかってる。俱利伽羅高の闘い方は、まるっきり父さんの技とは違うから。でもね」

　防具の準備ができた初はつ真まは、スッと立ち上がった。

「本当に違うかどうか、この体で試してみないと、わからないから」

　対する京きよう介すけも準備は整ったようだ。首を左右に揺ゆらし、コキコキと関節を鳴らしている。

　フェイスガードの透とう明めいなプレート越しに、京介の淀よどんだ瞳が見えた。拳けん法ぽうを学ぶ者らしからぬ、濁にごった色。

「金的蹴けりは禁止、顔面の突つき抜きは禁止、側頭部への加撃も禁止……」

　諦あきらめたように、注意事項を列挙し始めるシロ。予定と違う相手が出てきたことに、いまさらながら抗議の声を上げる他の審判員たち。だが、シロはその全てを無視した。

「両者、構えて」

　シロは両腕を上げた。

「始め！」

　直後、京介が飛びかかってきた。

　カウンターの突きを放とうとした初真だったが、あえて途中で反はん撃げきを止めた。そのせいで顔面にストレートパンチを喰くらい、吹き飛ばされた。後頭部から床に激げき突とつする。

　シロは、追い討うちをかけようとする京介を全身で遮り、勝負を中断させた。

「顔面の突き抜きは反則って言ったでしょ！」

「たまたまだっつーの」

　怒鳴るシロに対して、京介はヘラヘラと馬ば鹿かにしたように笑っている。

　それからシロは初真に駆かけ寄り、打ち所が悪くないか、体の具合を確認してきた。

「……違う」

　身を起こしながら初真はつぶやく。

「え？」

　シロは聞き返した。

「こいつのはやっぱり、父さんの技じゃない。あんなパンチ……父さんの技であってなるもんか」

　立ち上がった初真は、腰を落としての中段構えを取った。腹式呼吸で丹田に意識を集中してから、全身にエネルギーを漲みなぎらせる。

　観客の学生たちが喝かつ采さいを送った。特に俱く利り伽か羅ら高に痛めつけられた高校の拳けん法ぽう部ぶは、応援もひと際盛大だ。

　シロはしばし逡しゆん巡じゆんしていたが、何かを振り切るように両腕を振り上げた。

「っ──始め！」

　シロの腕が振り下ろされるのと同時に、京介が懐ふところに飛びこんでくる。

　脇わき腹ばらに強烈なフックが当たった。ボディプロテクターの爆はぜる音が会場内に響ひびき渡る。

「やめ！」

　今度は早めに制止したシロだったが、京きよう介すけは動きを止めようとしない。

　あろうことか審判のシロを突つき飛ばしつつ、初はつ真まの横よこ顎あごにフックを叩たたきこんだ。

　初真は口の中を切り、血を噴ふく。フェイスガードの内側に、赤い点々が付着する。微び妙みように視界が遮さえぎられる。そこへ京介のラッシュが襲おそいかかってきた。滅めつ多た打ちにされる。

「なにやってるの！」

　憤ふん怒ぬの表情のシロが、京介の腕を摑つかみ、投げ飛ばした。なお暴れようとする京介を組み伏せている間に、周りへ指示を出して、怪け我がをした初真の様子を見させようとする。

　一方で初真は、やや血の気の引いた頭で、冷静に京介のことを分ぶん析せきしていた。

　たしかに京介は強い。だけど、違う。

　竜りゆう虎こ道どうの技術とは、人を護まもるためのもの。己を護るためのもの。護身術としての技術を磨みがき、ひいては自他共に明るい人生を送れるようにするための娯ご心しん術じゆつでもある。

　しかし京介の技は、俱く利り伽か羅ら高の技は、まるで違う。

　あれは人を殺すための技術。

　言うなれば殺人拳だ。

（だから違うんだ。本来の竜虎道とは、父さんが教えてくれた技とは、何もかも違うんだ！）

　やがて──幼いころから父と繰り返し練習してきた、あの技を試してみたい──という衝動に胸を突き動かされる。

　そのとき突然、会場内にブーイングがこだまし始めた。

　見ると、シロが審判長と話をしている。

　断片的に聞こえるのは、明らかに京介の反則負けであり、初真の状態も危険だから、これ以上の乱捕りは続行不可能──という内容だった。

　待ってよ、と声を上げようとしたとき、

「ここで終わりなんて、オレも納なつ得とくいかないさ」

　背後から声が聞こえた。

　潤じゆんだ。

　なだめられるように、両肩に手を置かれる。

「でも、お前、ボロボロだぞ。どう見ても勝ち目ない。やめとけ」

　たしかに。と思いつつも、初真の体は自然に動き、床に置かれているフェイスガードを手に取った。

「おい、こら、やめなさい！」

　救急箱を抱えてきた救護班はんの男が止めに入る。

「アホか」

　潤の呆あきれ返った声が聞こえる。が、彼女は止めようとせず、むしろ救護班に対して「どいてくれ」と言って追い払ってから、

「しょうがねえな……一回だけ、な」

　初はつ真まが持っていたフェイスガードを奪うばい取り、頭にかぶせてきた。後頭部のほうから、マジックテープを貼はり合わせる音が聞こえる。

「ねえ、長洲姉ながすねさん」

　救護班はんに聞こえないよう、小声で、初真は潤じゆんに語りかける。

「そのマジックテープ、ゆるくして」

　一いつ瞬しゆん、潤は動きを止めた。しばらくして、マジックテープをそれとなく剝はがし、いつでもフェイスガードが脱げるように、ゆるく止めた。

　最後の防具確認のときだけ、きつく止めているかのように見せかけてくれた。

「ありがとう」

　初真は後ろを振り返り、礼を言った。

「死ぬなよ」

「まさかあ。むしろ相手の心配してあげてよ」

「バーカ。オレにボロ負けしたお前を、どう信用しろってんだよ」

　潤は笑いながら、初真の背中をドンッと押した。よろめきながら、初真は真顔になり、ボソッとつぶやく。

「……本気で心配したほうがいいよ」

　コートの真ん中まで歩み出た。

「な、なにやってるんだ!?」

「はいはい、落ち着いて、落ち着いて」

　救護班が慌あわてて制止に入ろうとするのを、潤が間に入って邪じや魔まをする。たちまち騒ぎになり、審判長と議論中だったシロも異変に気がついて、振り向いた。しかし間に合わない。

　第３ラウンドが幕を開けた。

　邪魔が入る前に、短時間で決着をつけないといけない。

　初真と京きよう介すけは、一気に距離を詰つめた。

　そこで初真は異常な行動に出た。

　顔面を守ってくれるフェイスガードを脱ぎ去り、床に投げ捨てたのだ。

　ワッと沸わき上がる場内。

「ば、ばか、何やってるのよ！」

　シロの悲鳴が聞こえたが、気にしない。

　救護班の男も怒鳴り声を上げた。フェイスガードをつけていたからこそ多少対応を緩ゆるくしていたが、生身となるとさすがに論外なのだろう。本気になって潤を押しのけようとして、取っ組み合いになっている。

　が、それらの喧けん騒そうは、すでに初真の耳に届いていなかった。

　気持ちを一点に集中させていた。

　幼いころから父と何度も練習してきた奥義。

　それを炸裂さくれつさせるためには、わずか数センチでもヒットポイントが狂ってしまう防具の存在は、初はつ真まにとって身を守るものどころか、邪じや魔まなものにしか過ぎない。

　だから脱ぎ捨てた。

　体に染みついた練習の成果を、フルに発はつ揮きさせるため。

　全てを意識の外に押しやりつつ、初真は相手に立ち向かっていく。

「死ねぇぇぇ！」

　京きよう介すけは吼ほえ、突進してきた。

　右みぎ拳こぶしを振り上げ、スピードを乗せての渾こん身しんのストレートを、初真の顔面に叩たたきこもうとする。狙ねらいは正確。初真は一発ＫＯに──なるはずだった。

　はずだったが。




　拳は、初真の頭をすり抜けた。




「なっ!?」

　動揺する京介。




　直後。

　ズドンッ！　と鈍にぶい音が響ひびき渡った。

　京介の首筋に、初真の手刀が叩きこまれている。

　メキメキと首の骨が鳴る。

「かはっ!?」

　かすれた声を絞しぼり出し、カウンターを喰くらった勢いで、京介は吹き飛んだ。

　ラインテープの外まで飛び出て、何度も床を転がった後、仰あお向むけに倒れたまま動かなくなる。




　静まり返る会場内。

「え……？」

　シロは、制止の手を上げたまま、固まってしまった。

　誰もが、この逆転劇に言葉を失っている。

「そんなに驚かなくてもいいのに」

　むう、と初真はふくれっ面つらをしながら、落としたフェイスガードを拾い上げた。

　直後。

「うおおおお、すげええ、あいつ！」
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「向卯むこう山やまにあんな野郎がいたのかよ！」

　学生たちがワッと興奮の歓声を上げた。男子は鼻息を荒くし、女子は目を輝かせている。

　とりわけ顕けん著ちよだったのが、向卯山高校の女子たちだった。

　鏡きよう子こや千ち夏なつは両手を合わせて小こ躍おどりしており、感情をあまり面おもてに表さない巳み菜なですら笑っている。深み沙さでさえ目を見開いて頰ほおを紅潮させている。

　とりわけ間近で初はつ真まの勝利を目まの当たりにした潤じゆんは、満面に笑みを浮かべている。

「お前……」

　潤が嬉うれしそうに、初真に話しかけてきた。

「ほんとは強いんじゃん」

「そうでもないよ」

　形ばかりの謙けん遜そんを返す。

「逆げき鱗りん攻こう」。幼いころから父に毎日のように叩たたきこまれてきた必殺技だ。

　相手の上段攻撃を紙かみ一ひと重えでかわしつつ、あえて危険なインサイドに潜もぐりこんで、頸けい動どう脈みやくへと手刀を当てる、捨て身のカウンター攻撃。

　父との鍛たん錬れんを一日たりとも欠かすことがなかったからこそ、習得できた奥義。

「僕も父さんと同じ、ただの拳けん法ぽうバカだよ」

　バカはバカでも、突つき抜ぬけたバカ。

　いざ本気で闘たたかえば、おそらく同じ高校生で初はつ真まに敵かなう人間は、そんなに数はいないだろう。

「……く、そ」

　一いつ瞬しゆん失神していた京きよう介すけは、なんとか目を覚ますと、頭を振り上体を起こし、自分の置かれている状じよう況きようを確認した。なぜ倒たおれたのか、すぐには理解できていない様子だ。

「俺は、どうなった」

「負け。最後の、最後で」

　ビクンと京介は体を震ふるわせる。

　背後に、冷ややかな目で見下ろしながら、雪ゆき子こが立っている。

「お……俺は」

「ガッカリ」

　雪子は、救いを求めるように伸ばされてきた京介の手を払いのけ、きびすを返した。

「違う、俺は」

　追いすがるように、さらに手を伸ばそうとした京介だったが、一度も振り返ろうとしない雪子の後ろ姿に心折れたか、がくりと肩を落とす。それから初真のほうへと顔を向け、チッと舌打ちをする。

「次は、殺す」

　物騒な捨てゼリフを残して、京介は立ち上がると、ふらつく足取りで会場の外へと向かった。慌あわてて救護班はんの男が追いかけてきたが、「お節介すんじゃねえ！」と怒鳴って押しのけた。

　続いて、他の部員たちも気まずそうに黙だまったまま、次々と体育館を後にする。

　俱く利り伽か羅ら高は全員いなくなった。

　その瞬間、再び場内で歓声が沸わき起こった。




　大会の結果は、向卯むこう山やま高校は二組とも選外だった。結局、俱利伽羅高校は午後の部を棄き権けんしたため、男女の組ともに福ふく井い県の越えち前ぜん吉よし崎ざき高校が最優秀の栄冠を飾かざった。

　帰りの車の中、それでも初真は充実した思いで満ち足りていた。女子全員が安らかに眠っているかたわらで、初真は起きていた。

「何もかも東京と違うね」

　夕暮れ時の田んぼを眺ながめながら、初真はつぶやいた。

　運転席のシロは黙っている。

「東京ではあんな闘いは許されない。乱捕りはこっそり行われる。やること自体が悪いことみたいな空気がある。でも、こっちの人たちは楽しんで──」

「やめて」

　シロの厳しい口調に気け圧おされ、初真は次の言葉を失う。

　助手席の加か賀が見みも、ハッとなって横を向いた。

「初はつ真ま。私、言ったよね？　彼らに関わるなって。俱く利り伽か羅ら高の演武を見たでしょう。彼らと闘たたかうことがどれだけ大変なことか、あなたはわかっていない」

「わかってるよ」

「全然わかってない。あなたは正統な拳けん法ぽうを学んできた。だけど彼らは邪じや道どうなの。見ててわからなかった？　負けた相手になおも殴りかかるような闘い方。あんな拳法では、いつか人を殺しかねない。それは私たちの拳法じゃない。強ければいいというものじゃない。本来なら、組織からすれば許してはならない存在なの。もしもあなたが、そんな彼らに負けたら？　どうなってたと思う？」

　初真は今度こそ何も言えなくなった。

　かろうじて京きよう介すけに勝利した。だけど、勝負に不確定要素はつきものだ。何かの手違いで負けた可能性だってある。もしも負けてしまっていたら、どんな影えい響きようが出ていたことか。

　正統派の拳法が、邪道の拳法に敗北したことになる。

　自分がどれだけ軽率な振る舞いをしたのか、いまさらながら、初真はその責任の重大さを身に染みて感じていた。
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　大会が終わり、休み明けの登校日。

　ホームルームを終えて帰ろうとしていた初はつ真まを、クラスの男子たちが呼び止めた。

「待て待て待て、帰るな！」

「えっ、なに？」

「お前に話がある！　さあ、自分の席へ戻れ！」

　黒板には、いつの間にか「英雄裁判」と書かれている。

　席に戻った初真を、クラス中の男子たちが一いつ斉せいに注目してきた。友好的な雰ふん囲い気きではない。クラス委員長を務めているバスケ部員が、「裁判長」と書かれた名札を胸に、教きよう壇だんに立っている。

「お前は、我々をたびたび苦しめてきた、あの俱く利り伽か羅ら高に一矢報いた。その功績は認めよう」

　向卯むこう山やま高と俱利伽羅高は、山を挟はさんでの隣りん県けん同士であるが、距離的には近い。だから、しょっちゅうトラブルが起きている、とのことだ。そんな俱利伽羅高の不良たちを束ねている京きよう介すけを、一撃で倒したのだ。今日一日であっという間に、初真の名は学校中に知れ渡っていた。

「しかし！　それゆえに我々はお前を裁かねばならない！」

　委員長の言葉に、他の男子たちも、「そうだそうだ！」と声を上げた。

　黒板にガリガリと拳けん法ぽう部ぶの女子四名の名前が書かれてゆく。一名足りない。最後まで書き切ったところで、キッと委員長は初真を睨にらんできた。

「お前は、この姫たちに囲まれていながら、なぜ我関せずでいられるんだっ！」

「はぁ!?」

　初真はつい椅い子すから立ち上がったが、両りよう脇わきの男子たちに力ずくで座らされた。

「我がクラスの姫が集まってるんだぞ、俺たちだって入りたかったさ、拳法部！」

「今年のミス向卯山有力候補！」

「元気はつらつ！　正統派ポニーテールのミサちゃん！」

「不思議系で物静かで控えめなのに、クラスいちの巨乳、ミナちゃん！」

「楽天的で和なごませてくれてほっこりさせてくれる、ムードメーカー、キョウちゃん！」

「守ってあげたい！　君の瞳を見ていたい！　清純系美少女チナちゃん！」

「この姫たちとくんずほぐれつできる拳法。ああ、なんというパラダイス！」

「だが、気がつけば、もう一年も終わるし……俺たちにはムリだ」

「ムリって、掛かけ持ちすればいいじゃんか！」

　すかさず初真はツッコミを入れる。

　委員長始め男子全員が、顔に影をさし、フッと寂さびしげに笑った。

「もちろん……行ったよ……全員で、見学に……」

「そうしたら前まえ蛇ださんが『こんなに一度に入れられない。絞しぼる』って言って、入部試験を……」

「わ、我々に大魔神をけしかけて──一発でも当てられたら入部を認めるって──だけど」

　ひいいいい、と教室中に悲鳴がこだまする。みんな何かを思い出して恐きよう怖ふで震えている。そして、どうやらこの感じから察するに、入部試験とやらは全員パスできなかったみたいだ。

「お前は、その点、我々と違う！」

「転校生という特権！　拳けん法ぽう経験者という実績！　おまけにさえない男と見せかけて俱く利り伽か羅ら高のヘッドを倒すという大功績！　三拍子揃そろっていながら──それでもお前は男かぁ！」

　そのうち血の涙でも流すんじゃないかという勢いで、周りの男子たちが詰め寄ってくる。

　たしかに拳法部の女子は、コスプレバーのバイトをやれるくらいだから、五人ともレベルが高い。なぜかそのうちの一名が名前を外されているのは気になるが。

「しかも……母親であり……監かん督とくが……あの美人デザイナー、シロさんだと……っ!?」

　肩を震わせていた委員長が、クワッと目を見開き、初真に指を突きつける。

「許すわけにいかない！　英雄裁判だ！　これからみっちり問い詰めてやるから、覚悟し──」

「おーい、初はつ真ま。部活行くぞ」

　委員長の言葉を遮って、教室内に潤じゆんが入ってきた。途と端たんに男子全員が凍こおりついた。

「ん？」

　急速に熱気が収束しつつある室内の様子に首をかしげ、潤は黒板に目を向けた。

「んん？」

　拳法部女子四名の名前が書かれている。ご丁てい寧ねいにも、「我らが姫！」というキャプション付きで。そこに自分の名前が入っていないことに気がついた潤は、引きつった笑みを浮かべた。

「……これって、皆殺しオッケーってことだよな」

　両手の指を鳴らす音が、ボキボキと、不気味に教室内に響ひびいた。

「ひ、ひいい、お怒りになられている」

「大魔神様がお怒りに──」

「誰が大魔神だァ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かん。大混乱。逃げ惑う男子たちと、はね飛ぶ机や椅い子す。怒りの暴風圏けんに巻きこまれないよう、こっそり教室の外へ出ようとした初真だったが、襟えり首くびをガッシリと摑つかまれてしまった。

「行くぞ、おら」

　首をつままれた猫のように吊つり下げられながら、ズルズルと潤に引っ張られ、初真はいまだ騒然としている教室を後にした。




　練習が終わり、市内へ戻るバスの中。

　他の女子たちがおしゃべりをしている中、初真はずっと黙だまっていた。

　隣となりに座っている千ち夏なつは話しかけるタイミングを摑めないでいるのか、身を縮こまらせて、何度も初真の様子を横目で窺うかがっている。

「えっと……」

　ようやく話しかけようとしてきたが、窓の外へと顔を向けたままでいる初はつ真まに遠慮してか、結局黙ってしまった。

　夕焼けに染まる町並みが見える。洒落しやれた洋食屋や、骨こつ董とう品ひん店が軒のきを連ねている。遊んだ帰りか、路地を小学生たちが駆かけ抜けてゆく。どこにでもあるようで、しかし東京とはどこか異なる雰ふん囲い気き。異郷ゆえの物もの珍めずらしさかもしれないが、なんとなく心洗われるものを感じつつも、体はやけにくたびれている。

　初真は、父、草くさ薙なぎ礼れい司じのことを考えている。

　父はいっぱい秘密を抱えていた。息子の自分には明かさなかった秘密。それが本当に悪事だったのかどうか、何も知らなかった自分には判断つきかねる。

　父は正しかったと信じたい。しかし、周りの話を聞いていると、その自信も揺ゆらいでくる。

　秘密、といえば、この子もいろいろと隠していることがあるんだよな──と、初真はなんとなく千ち夏なつの顔を見た。

「え、えっと、なんですか」

　予期していないタイミングで顔を見られてか、千夏は頰ほおを赤くして、やたらうろたえている。

　クラスメイトの「英雄裁判」で、黒板に書かれた女の子たちの中に、千夏の名前もあった。たしかに、校内でも上位クラスに入る可愛かわいさだと思う。もちろん、顔の好みは人それぞれだから、温厚そうな丸顔がタイプじゃないって男もいるだろうが、少なくとも初真は好みだった。

　好み、と改めて考えた時点で、初真は顔が赤くなってくるのを感じた。

「だらぁ、なーに考えてんだ」

　後ろの席に黙って座っていた潤じゆんが、いきなり身を乗り出してきて、初真の頭をはたいた。

「痛っ──なんで叩たたくのさ」

「てめーがチナ見て鼻の下伸ばしてるからだよ」

「伸びてない」

「伸びてました～」

　振り返った初真に、潤が顔を近づけて、べ、と舌を出した。はたから見ると、急接近しすぎなくらいにお互いの顔が寄っている。ちょっとのバスの揺れで、顔面同士がくっついて大だい惨さん事じになりかねない。

「ジュンちゃん、あかん、あかんって」

　千夏があたふたと両手を振って注意をうながす。慌あわてたせいか、訛なまりが自然と出てしまっている。

　ふっ、と潤は千夏に笑みを向けた。

「大丈夫、ケンカ売ってるわけじゃねーよ」

　思わずドキッとするくらい、優しい笑顔だった。

　しばし初はつ真まは潤じゆんの横顔を見つめた。こうして見ていると、大魔神などと揶や揄ゆされたが、潤だってやっぱり相当整った顔をしている。意外と色白な肌は、近くで見るときめ細かくて柔やわらかそうだ。荒っぽい言動さえなければ、かなり目を奪うばわれる。

　そこへ千ち夏なつが強引に横から割りこんできた。

「あ、あの、お願いがあるんだけど」

「なんだ？」

　潤は千夏を見る。

「二人に、私を鍛きたえてほしいの」

　いきなりのお願いに、初真と潤は顔を見合わせた。

「強くなりたいの。私も、ジュンちゃんや初真くんみたいに」

「そりゃ、オレはやぶさかじゃないけど」

　そこで潤は席に座り直した。

「問題は場所だな」

「部室でいいんじゃないの？」

　当然の疑問を初真はぶつける。

「んー、手っ取り早く鍛えるには、基本の反復と、乱捕りの数をこなさないといけないんだけど、狭せまいだろ、あそこ」

　言われてみれば、本来は単なる会議室なのだ。あの場所で激しい乱捕りをやれば、すぐ壁かべ際ぎわに追い詰められて、下へ手たすれば机や椅い子すにぶつかって怪け我がをしてしまう。

「市営の体育館を借りるか、どこかの広場でやるか、だけど、体育館とかこの時期だと予約でいっぱいだしなー。どうしよう」

　眉み間けんにしわ寄せて考えている潤。

「ねーねー、うちにいい考えあるんやけど」

　横で会話を聞いていた鏡きよう子こが、突然割りこんできた。

「ウィッチ・ガーデンのビルの屋上って、けっこうスペースあるから、練習できるんとちゃう？」

　その思いがけない提案に、一同は「えっ」と目を丸くした。




　店に着いてから、マキナに全員で掛かけ合ったところ、「オーナーに許可をもらわんといけないのじゃがのう」と渋しぶられたが、説得の結果、

「わしを信頼して、オーナーが特別に貸してくれているものじゃ。無くすなよ」

　と屋上へ入るための鍵かぎを渡してくれた。

　これでバイト前後の空いている時間、自由に屋上が利用できる。

　一度道着に着替えてから、みんなで屋上に上がってみた。たしかにビルの上は、鏡子の言うとおり、十分な広さがある。思う存分動き回れそうだ。

「じゃ、まあ、せっかくだしみんなで軽く自主練しよっか。バイトまで二〇分くらいはやれるね」

　スマホで時間を確認した深み沙さが、全員に声をかけて確認する。もちろんみんなうなずいた。

　まずは、いつもの練習と同じように、大会演武の組で分かれる。千ち夏なつは初はつ真まと一緒だ。

「一〇分ほどやったら初真と交替な。オレも基本のパンチくらいは教えてやるから」

「ありがと、ジュンちゃん」

　千夏は手を振り、潤じゆんにほほ笑みかける。そして、

「あの技を教えてください」

「あの技？」

　初真と二人になるやいなや、いきなり千夏は教えてもらう技をリクエストしてきた。あの技とはどれのことを指すのだろう、と初真は首をひねったが、すぐに答えを導き出した。

　千夏の前で見せた印象的な技といえば、ひとつしかない。

「逆げき鱗りん攻こうのこと!?」

　千夏はコクンとうなずく。

「だめだめだめ。あれは奥義中の奥義だから、まず基本の動きがしっかりできないと」

「それでも、教わりたいんです」

　初真は頭をかきむしる。あれは繰り返し繰り返し練習してこそ使えるようになる技であって、一朝一夕に体得できるものではない。理り屈くつはわかっても、まず体が追いつかない。

「あのとき、京きよう介すけのパンチ、すり抜けてましたよね。まるで幽ゆう霊れいに殴りかかったみたいに。どうしてあんな風になったんですか？　あれが不思議なんです」

「そっか。横から見てるとそういう風に見えるんだ」

　客観的に自分の技を見たことがない初真は、指摘されて、初めて逆鱗攻の仕組みについて考えを巡めぐらせた。

　仕方なく、理論だけでも説明してあげることにした。

「えっとね。逆鱗攻の特徴って、要は『軸じくずらし』なんだ」

「軸ずらし……？」

「相手のパンチが来たのを、わずかに上体の軸をずらすことでかわして、そのまますれ違いざまにカウンターを当てる。それが逆鱗攻の仕組みなんだ」

「なに言ってるのか……わかりません」

　たしかにこういうことは言葉で説明するのは難しいし、意味がない。実際に動いて教えるしかない。

「腕を伸ばしてみて」

「えっ？」

「パンチするみたいに」

「ええと……こう、ですか？」

　千ち夏なつは腕を伸ばして、初はつ真まの顔の前に拳こぶしを突き出した。

「それで、普通、このパンチに対して、ボーッと突っ立ってたら、当たっちゃうよね」

　目の前の千夏のちっちゃな拳に目を合わせながら、初真は説明を続ける。

「でも、このわずか十数センチ、拳の横よこ幅はば分だけでも、顔の位置をずらしたら……？」

　実際に、初真は頭を十数センチだけ横へスライドさせた。

　千夏の腕の延長線上から、初真の頭部は消えた。このまま腕を伸ばしていったとしたら、何もない虚きよ空くうを拳は突き抜けてしまうことになる。

「これが、攻撃がすり抜けることのからくり──？」

「そ。なんてことないんだけどね。要は、相手のパンチを紙かみ一ひと重えでかわしながら、正面へ突進して、カウンターで手刀を当てるだけ。僕の場合はさらに、より効果を上げるため、ギリギリまで攻撃をよけない。攻撃が当たるか当たらないかの一いつ瞬しゆんでかわすから、残像が残って、まるで僕の頭を拳がすり抜けたかのように見える。たった十数センチしか動いていないから、余計にそう感じると思う。たぶん、そういうことじゃないかな」

　はあ、と千夏は感かん嘆たんのため息をついた。

　簡かん潔けつに説明したけれど、その動きを実現させるにはかなりの修練が必要だ。毎日父に叩たたきこまれてきたからこそ使えるようになった技であり、中ちゆう途と半はん端ぱな努力で会得できる動きではない。

「あれ、本当にすごかったです」

「だけど順序ってものがあるから」

　練習もしないで車を運転しろと言っても、無理な話だ。仮に成功したとしても、理論も知らない状態では、いつか必ず大きな事故につながる。

「あれはまたいつか。それよりも、もっと他の基本的な技を教えてあげる」

「わかった……初真くんの言う通りにする」

　千夏は納得いっていない様子だったが、とりあえず従うことにしてくれた。

「ここ、摑つかんで」

　初真は自分の右手首を指し示す。

「こんな感じですか？」

　千夏は指示されるままに摑んできた。

　直後、初真は千夏の腕を捻ひねり上げた。「きゃっ！」と悲鳴を上げた千夏は、バランスを崩くずし、簡単に投げ飛ばされた。お尻しりから落下し、したたかに打つ。受け身の取り方が身についていないようだ。

「いた……い」

「あ、ごめん！　転がすだけで終わらせようと思ったんだけど──」

「ひどいです！」

　千ち夏なつは飛び起き、涙目でプンプンと怒る。

「怪け我がするところだったじゃないですかー!!」

「えっと、その、ごめんね……」

　心の底から初はつ真まは謝る。

「もうかけないから。あとは八やつ神がみさんが好きなように練習していいよ。きっと、覚えておくと、役に立つと思う。悪いやつに腕引っ張られたときとか」

「……いまの、なんていう技なんですか」

　涙目で唇を尖とがらせ、捻ひねられた手首をさすりながら、千夏は質問してきた。

「『一いつ枝し花か』っていうんだ。枝についてる花を摘つみ取るようなイメージで投げるから、一つの枝の花、って書いて一枝花。なんか風流な名前でしょ」

「名前に似合わず残酷ざんこくな技ですけど」

　初真は「まあまあ」と取りなしながら、千夏の手首を摑つかんだ。自分から体勢を崩して、技をかけられたときの形を手本として見せてやる。

「摑んできた相手の手を、外へ捻る。腕全体がくの字型に折れ曲がるように。足と足を線で結んで、二等辺三角形の頂点になる場所がバランス崩しやすい方向だから、そこへ向かって──こんな風に肩を落としてあげる。最後まで手首を極めてるテンションは緩ゆるめないようにしてね。そうやって崩していってから、最後は一気に落とせば──投げ飛ばせる」

「……って言われても、ちんぷんかんぷんです」

　一気に叩たたきこまれた知識に千夏は目を回しながら、とりあえず言われた通りに体を動かしてみる。

　途中でガチッと初真の腕が固まり、それ以上投げ飛ばす方向へと持っていくことができない。

「無理です～～～」

「ためらってるからだよ。気にしないで、思いきりかけちゃって」

「えっと……」

　千夏は散々悩なやんだ末に、とにかく深く考えないことに決めたようだ。初真の体の動きを、ひとつひとつ脳内で反復再生するかのように、「二等辺三角形の頂点……」「テンションは緩めない……」とブツブツつぶやいている。

「あ、やってみる？　じゃ、二回目チャレン──」

　最後まで初真は言えなかった。

　ギュンッ！　と勢いよく腕を捻ねじ曲げられる。痛みに耐たえ切れず、体がふわりと宙に浮く。

「え──？」

　気がついたら、初真は床に叩きつけられていた。なんとか受け身を取ったが、危あやうく、背中から落とされるところだった。

「……な、に」

　初はつ真まは震えた。驚おどろきと怯おびえと歓喜がいっしょくたになり、ワナワナと体を震わせる。

「ご、ご、ごめんなさい！　二回目でこんなに投げられるなんて思ってなくて──」

「な、長洲姉ながすねさん！　こっち来て！」

　興奮状態の初真は、千ち夏なつの謝罪の言葉など聞いていない。

「あ、ああ」

　潤じゆんが近寄ってくる。かすかに顔が上気している。まさか千夏がここまでの技をかけるとは思っていなかったのだろう。他の女子たちも目を丸くしている。

「すごいよ、八やつ神がみさん！　長洲姉さんも手首摑つかんでみて！　早く、早く！」

「うるせえな。わかってるよ、いま試してやるよ」

　と、潤は千夏の手首を摑んだ。握力が半はん端ぱないのだろう。千夏は顔をしかめたが、技をかけようとしてみる。

　が、またガキン、と腕を捻ねじ曲げきれずに止まってしまった。

「……おい？」

　潤は怪け訝げんそうに千夏を見つめる。

　その間に、千夏の脳内では、どうやれば潤に技をかけられるか、シミュレートが始まっていたようだ。

　やがて結論が出たのか、

「このかけ方なら──？」

　とつぶやいた。

　手首を外へ捻じ曲げる形ではなく、相手の肘ひじを突き出させる形で、さっきまでとはまるで異なる方法で潤の体勢を崩そうとする。

「──!?」

　潤が目を見張った。体が、前のめりに崩れる。

「うそ、ジュンに技かけとる!?」

　鏡きよう子こが叫んだ直後。

　千夏は本能のままに、相手の腕を、捻ねん転てんさせつつ体全体で落としこんで、潤の体を錐きり揉もみ状に空中へ弾はじき上げた。

「おおお!?」

　潤は珍しく驚きの声を上げ、そして、床の上に受け身を取った。

　場は、シンと静まり返る。

「あ、は……」

　千夏自身が、どう反応していいのか、弱り果ててしまっているようだった。




　その後潤じゆんと初はつ真まが交替して、五分ほどやったところでバイトの時間となり、屋上での練習は終了した。

　大して体は動かしていないから、疲つかれていない。だけど仕事が始まってから、思うように体が動かせないことに、初真はもどかしさを感じていた。

　つい父のことを考えてしまう。頭がうまく回らず、気持ちも奮ふるい立たせられない。もっとクタクタになるくらい運動すればかえって大丈夫だったのだろうが、二〇分程度の練習ではどうにもならない。

「顔色悪いが、大丈夫か？　休んだほうがよいぞ」

　マキナの気づかいに対して、初真は手を振って、「平気です」と返した。

　だが、全然平気ではなかった。

　ぼんやりしていた初真は、席と席の間の狭せまいスペースを通ろうとして、料理の盆を持っていた巳み菜なとすれ違う瞬しゆん間かん、知らず知らずのうちに彼女の体をドンッと押してしまったことに、一瞬気がつかなかった。

「あ」

　巳菜はバランスを崩した。それだけだったら、すぐに体勢を立て直したかもしれないが、最悪なことに自分のローブを踏んでしまった。

　倒れそうになる。

「頼琶たよりべさん!?」

　ハッとした初真は、すぐにお盆を片手でキャッチすると、もう片方の腕を巳菜の体に回して、倒れるのを防いでやった。残念なことに、お盆の上のカルボナーラは盛りつけが崩れてしまったが、床にぶちまけることだけは回かい避ひできた。

　ちょっとした騒ぎに、周りの客がザワザワとし出す。

「ごめん、ぶつかった！　大丈夫!?」

　私語厳禁であることも忘れ、ボーッとしている巳菜に声をかけてやる。

　巳菜の顔は、ほんのり赤い。

「……離して」

「へ？」

「……胸」

　腕を回した位置がまずかった。巳菜の体に回した初真の手は、ビキニブラの上からむぎゅっと、彼女の巨乳を鷲わし摑づかみにしていた。

「な、なにをしとるのかね、君は！」

「わしらの可愛かわいいミナちゃんに、は、破は廉れん恥ちな！　許せん！」

　見た目はどこかの御お大だい尽じん風な中年男たちが、英雄裁判を開いたクラスメイトたちと大して変わりのない罵ば声せいを浴びせてくる。
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「ちが、そうじゃないんだ！　これは不可抗りょ──」

「こんの、どっ変態！」

　深み沙さの怒りの声が聞こえた。

　と思ったときには、初はつ真まの顔面に、見事な飛び蹴げりがヒットしていた。




　仕事が終わり、初真は屋上にひとり佇たたずむ。

　女子たちは休きゆう憩けい室でロッカールームが開くまで待機中だ。いまは夜間シフトの人たちが着替えている。

　隣となりのビルの明かりが見える。月は雲間に隠かくれて欠片かけらしか見えない。ビルを挟はさんだ向こうから車の音が聞こえる。大きくあくびをした。深沙に蹴られた鼻がズキンと痛む。

　それから空を仰あおいだ。なんだか気持ちが鎮しずまらない。

「たそがれてますね」

　後ろから声が聞こえた。振り向くと、千ち夏なつが立っている。黒い道士服を着たままだ。まだロッカールームは空いてないのだろう。初真は黙って肩をすくめた。隣にペタンと座った千夏は、缶コーヒーを二つ取り出し、一本渡してきた。ブラックだ。

「僕、甘いほうが好きなんだけど」

「私のおごりです。飲んでください」

「意外と強引だね」

　初はつ真まは苦笑して、プルタブを開けた。ひと口飲んで、あまりの苦さに顔をしかめるが、おかげで少しだけ気持ちはスッキリした。

「……なんか、疲つかれてます？」

　千ち夏なつは髪かみをかき上げながら、問いかけた。風に乗って柑かん橘きつ系けいの香りが漂ただよってきた。

「若干」

「私、あんなにあっさり技かけて、よかったんでしょうか？　そのことで怒ったりしてません？」

　不安そうに初真の顔を覗のぞきこんでくる千夏。お互いの顔が近くなり、初真はカッと顔を赤くして、目を逸そらした。

「ううん、それは関係ない」

　まったく関係ない。そんなこと心配してるなんて、千夏は変わった子だ。

　夜空を流れる雲を見上げる。言いたいことはいっぱいあるけど、全てをぶちまけるのも違う気がする。

　父が亡くなり、新天地へと足を踏み入れることになった。住み心地の悪い土地ではない。だけど、心に引っかかるものは増える一方だ。

　信じていた父の本当の姿。それがわからない限り、自分は前に進めそうにない。

「八やつ神がみさんは拳けん法ぽうやってて、楽しい？」

「それは──もちろん、そうです。さっきみたいに技が成功したときとか、本当に楽しいです」

「でも、真剣勝負は経験したことないでしょ。命を落とす恐きよう怖ふも、人に憎まれることも、まだ味わったことはないでしょ。そんな瞬しゆん間かんが訪おとずれた時、それでも楽しいって思えるのかな？」

「どうしたんですか、急に」

「わからないんだ、僕は。父さんみたいになりたいと思って修行していた。それだけが励はげみだった。でも、父さんが死んじゃって、目に見える目標がなくなって、みんなが父さんのことを悪く言っているのを聞いていると……僕は、どうすべきなんだろ、って」

「そう、なんですね……」

　千夏は返す言葉が見当たらないのか、とりあえず相あい槌づちを打って、黙だまった。

　コトンと缶コーヒーを下に置き、小さく息を吐はく。

「……ここまで来たら、初真くんも仲間ですし、なんで私たちがここで働いてるのかくらいは、話しておきます」

「え」

　初真は千夏のほうを向く。ずっと疑問に思っていたことをようやく聞けるのか。

「でも、言えないこともあるから、簡単にだけど」

　んー、と唇に手を当てて、何から話し始めるか、千ち夏なつは考えている。若干、ためらっている様子もある。

　やがて、口を開いた。

「……私のお父さんは、地元の工芸品とかを代行販売する会社を経営しているんです。でも、去年の夏、事業に失敗して、負債を抱えてしまいました」

「倒産しそうなの？」

「すぐにではないんですけどね。上期の決算は乗り切ったので。でも、年度末までにはお金をどうにかして工面しないといけなかったんです。お母さんも病気で倒れちゃって手伝えないし、それこそ去年の終わりごろなんか、私、もう学校通えないんじゃないかって騒さわぎになってました」

「それで？」

「で、ここ」

　千夏は人差し指を下に向けた。

「実は──私、去年の夏休みごろから、このお店で働いてるんです」

「え、うそ」

　初はつ真まは目を丸くする。

「そんな早くから──」

「変なアルバイトをやるより、ずっと健全ですし、お金も貯たまるから、とにかく家のために働いて稼かせがないと、って思ったんです」

「みんなは、いつから？」

「十月くらいからです。私が毎日眠そうにしてるのを見て、心配してくれて。それで事情を話したらミサちゃんが、『私たちも一緒に働こう！』って呼びかけてくれたのが、始まり」

「友達想いなんだね」

「ちょうど、京きよう介すけとのトラブルも、夏休み前にありましたし。同情してくれてたんです」

　その京介との間に起こったという事件。

　いまだ教えてもらっていないが、一体、何があったのだろうか。心配ではあるが、聞いてしまうのも怖こわかったので、結局やめることにした。

　初真の微び妙みような気配を察したのか、千夏は話を戻してきた。

「高校生をあと四人も雇ってくれるか不安だったけど、マキナさんは深夜業をしなければ問題ないだろうって特別に許してくれたんです。最初はみんな、やっぱりコスプレするのは恥はずかしがってたけど、私のためだって我が慢まんしてくれて」

「けど、なんで八やつ神がみさんは、ここで働こうと思ったの？」

「ん？」

「だって、こんなところ求人が出てたわけじゃないでしょ。父さんが卒業生をスカウトしてたんだったら、現役の八やつ神がみさんがなんでここで働こうと思ったわけ？　それとも、まさか父さん、現役の高校生にまで声をかけてたの？」

　千ち夏なつは膝ひざ小こ僧ぞうを抱えた。目線を逸そらし、問いに答えようとしない。

　やがて。

「あの──」

　ためらいがちに千夏は声を出す。

「あの、仮の話、なんですけど」

「う、ん？」

　初真は千夏のほうへ目を向けた。急に鼓動が速くなる。彼女は何を言おうとしているのか。

「もしも、もしもです。私が、初はつ真まくんに──」

「いたいた！　探しとったんよ、二人とも、ロッカールーム空いたから、はよ着替えて……って、なに、この空気」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでゴスロリ姿の鏡きよう子こが現れ、割りこんできた。しばらく口をあんぐりと開けていたが、すぐに、ニヤッと意地の悪い笑みを浮かべる。

「うち、邪じや魔ましたようやね」

「キョウちゃん、ち、違うから！」

「そうだよ！　僕はただ話を聞こうと思って──！」

「もー、そんなに否定せんでもええやん。安心して、みんなには黙だまっとるよ」

「「だから、違う！」」

　初真と千夏はハモって抗議した。

　そんな二人を微笑ほほえましく見ながら、クスクスと笑っている鏡子。その体が、突とつ然ぜん、グイッと横へ押しのけられた。

　カツッ、とヒールの音が屋上に響ひびく。

「楽しそうね」

　冷めた声が聞こえてきた。

「せ──」

「仙せん国ごく雪ゆき子こ!?」

　千夏は言葉を失い、初真は素早く立ち上がって臨戦態勢に入った。

　屋上の入り口に、スーツ姿の雪子が立っている。

「ど、どうして、ここに」

　横に立っている雪子を、鏡子は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「──っ！」

　千夏は初真の後ろに回った。

「私は、京きよう介すけとは関係ない。怖こわがらないで」

　無表情に淡々と諭さとす雪ゆき子こ。そのしゃべり方は落ち着いてはいるが、どこか威い圧あつ的でもある。一八〇センチ近い、男子顔負けの背丈が、またその圧迫感を増大させている。

「なんで、この店を知ってるの？」

　初はつ真まは無む駄だな質問だと知りながら、あえて尋たずねた。

「以前、働いていたから」

　それはすでに聞いている。向卯むこう山やま卒業後、何人かのＯＧは父にスカウトされ、この店で働いていた。雪子もそのうちのひとりだったと、大会のときに聞かされた。

「頼みがあって来たの」

「なに？」

　初真が首をかしげると、雪子は冷ややかな目をじっと向けてきた。

「私のところへ来て」

「へ？」

　初真は素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「あなたをスカウトしに来た」

「スカ、ウト？」

「いまのままでは、あなたは、ダメになる。向卯山はあなたの生きる場所ではない。力こそ全て。力こそ正義。それこそが、あなたの生きる世界」

「えっと、要約すると？」

「俱く利り伽か羅ら高校に転校して。手て筈はずは全て、私が整える」

　初真は面食らった。まさか他校の拳けん法ぽう部ぶから移籍しないかと持ちかけられるとは思わなかった。それだけ、あの大会で見せた逆げき鱗りん攻こうは、雪子にとって衝撃的だったのだろう。

「い、いまさら、もう一度転校なんてできないよ」

「そこは私がなんとかする」

「転校できたとしても、俱利伽羅高に行く気はないって」

「どうして」

「だって言ったら悪いけど不良高校でしょ。それに商業高校だし。将来のこと考えたら、向卯山にいたほうが絶対いいから」

「将来が心配なら」

　雪子は鋭い目を向けてきた。

「私が一生面倒を見る」

　力のこもった声音。

　初真は喉のど元もとまで言葉が出かかった。何を言おうとしていたのか、初真にはわからないが、自分の胸の奥にある何かが、気持ちを昂たかぶらせているのだと感じていた。

　女性にここまで言われたのは初めてだ。一生面倒を見る、という言葉の重みを理解できないほど、初はつ真まは鈍くはない。

　性格に難はあるけど、雪ゆき子こはスタイル良く、顔も文句なしに美人の部類に入る。そんな女性に迫せまられて、悪い気はしない。普通だったらコロッと参っていたかもしれない。

　だけど。

　大会のときの俱く利り伽か羅ら高の拳けん法ぽうスタイルを思い出す。まるでケンカの延長線上のような闘たたかい方。竜りゆう虎こ道どうとして認めがたい技の数々。あれを教えたのは雪子だ。

　そんな彼女を、認められるのか？

　いや、無理だ。

「冗じよう談だん言わないで……」

　初真の後ろに隠れている千ち夏なつが、初真の肩越しに、爆ばく発はつ寸前の感情を抑おさえこんだ、苦く渋じゆうに満ちた声を雪子に向かってぶつけてきた。

「初真くんを、俱利伽羅高みたいな学校に、行かせたりしない。私が京きよう介すけに何されたのか、知らないわけないでしょ。初真くんには、あんな人たちみたいになってほしくない」

「最初に言った。あの件は、私とは無関係だと」

「だって、コーチしているのは──」

「元カレの問題を、私の責任にしないで」

　初真は後ろを振り返った。

　千夏は目を合わせようとしない。口を固く結び、絶対にそのことについては話すものか、という決意の表情を見せている。だけど、目は潤うるみ、唇はブルブルと震ふるえている。

（あ、れ）

　動どう悸きが激しくなる。

　千夏が、あの京介と付き合っていた。しかも過去に何か酷ひどい目に遭あわされたようだ。その事実を改めて突きつけられ、悲しいような、腹立たしいような、なんとも言えぬ感情が胸の奥からこみ上げてくる。

「文句があるなら」

　雪子はスーツの上着を脱いだ。

「止めてみたら」

　すかさず初真が前に進み出る。千夏を闘わせるくらいなら、自分のことだ、自分で抗ってみせる。

　しかし。

（これはやばいかも）

　わかる。彼女は京介よりも遥はるかに強い。

　背の高さにしても、向卯むこう山やま高校拳法部で一番の身長を誇ほこる潤じゆんをも上回っている。それはすなわち、初真とは圧倒的なリーチの差があることを、暗に物語っている。どれだけ接近戦に持ちこめるかが、勝敗の分かれ目へとつながってくる。

「始める前に教えて」

　初はつ真まに問われて、雪ゆき子こは小首をかしげた。

「なんで、俱く利り伽か羅ら高のコーチをしてるの？」

　雪子はしばし考えこむ。が、すぐに顔を上げて、淡々と答えてきた。

「それが正しいから」

「正しい？」

「ええ。シロ先生は間違っている。みんなそれに気がつかないまま、高校三年間、間違った拳けん法ぽうを教えられる。私は、私の信じる拳法を、求めた。それを活かせるのが俱利伽羅だった。それだけの話」

「その考え方、よくわからない」

「わからなくていい」

　雪子は腰を落とした。御ご託たくはいいから、闘たたかうならかかって来い、と全身で語ってきている。

　もはや、闘いは避さけられない。

「わ、私、みんなを呼んでくる！」

　ハラハラと事の成り行きを見守っていた鏡きよう子こだったが、この急な戦せん闘とう展開に焦あせりを抱いだいたのだろう、助けを求めに屋上から飛び出していった。

（わかる……この人、かなり実戦経験を積んでる）

　初真は、相手に簡単に攻めこまれないよう、彼ひ我がの軸をずらしながら移動していく。そんな初真の動きを、雪子は冷静に追っている。どれだけ立ち位置を変えようと、正確にこちらの正中心を捉とらえている。

　不意に、雪子は床を蹴けった。

「しっ！」

　空を裂さく、渾こん身しんの突きを放ってくる。

　初真は慌あわてず、体を横へシフトさせることでかわす。が、安易な回かい避ひは即そく追いこまれることへとつながる。

　雪子は素早く方向転換をし、横に回った初真目がけて裏うら拳けん打うちを放ってきた。

　顔面にぶつかるかと思われた裏拳を、初真は咄とつ嗟さにしゃがんでかわした。そのまま相手の脇わき腹ばらを狙ねらってフックを撃つ。普通なら、防ぎようのない攻撃。がら空きになったボディへの攻撃を止めることなどできない。

　が、雪子にはできた。初真の拳こぶし目がけて、膝ひざ蹴げりをぶつけてきたのだ。

「つぅ!?」

　膝の骨に、拳を思いきり当ててしまった初真は、痛みのあまり一瞬怯ひるんだ。

　そこへ雪子の蹴りが飛んでくる。

　間かん一いつ髪ぱつで後方へ下がって回かい避ひした初はつ真まだったが、雪ゆき子こはすぐに連撃で廻まわし蹴げりを放ってきた。上じよう腕わんに蹴り足が叩たたきこまれる。

「あぐっ！」

　骨まで響ひびく激痛。

　さらに猛もう追ついしてくる雪子。一発目、二発目の牽けん制せいの突きをなんとか避よけて、三発目、雪子が腰の入った逆突きを撃とうとしているのを見破った瞬しゆん間かん、初真は即座に逆げき鱗りん攻こうの発動準備を整えた。

　相手の右ストレートが飛んできた。初真は相手の攻撃を片腕でいなしつつ、紙かみ一ひと重えでかわすと、防御を転じて攻撃と成す、相手のインサイドに突入しながらの必殺逆鱗攻を、首の急所目がけて叩きこもうとした。

「だめ、罠わなよ！」

　千ち夏なつの叫び声が聞こえた。

　タイミング的にはピッタリで、防ぎようのないカウンター攻撃だった。

　だというのに。

　雪子は、防いだ。

　右ストレートを繰り出しながら、同時に、左腕を首の前に置いていた。

　ただ置くだけ。けれども、その置くだけの腕が、絶ぜつ妙みような防ぼう護ご壁へきと化した。

　初真の放った渾こん身しんの手刀切りは、雪子の腕にぶつかり、あっさりと止められてしまった。首の急所に当てる以前の問題だ。

　うなじに、雪子の腕が回され、ガッチリと動きを押さえられる。あとはサンドバック状態だ。水すい月げつに膝ひざ蹴げりが叩きこまれ、目の前が真っ白になったところで、追い討うちの中段突きがぶちこまれた。

「かはっ！」

　解放された初真は、一度距離を取る。

（そんなっ……!?）

　驚く初真。

　何も、技を防がれたことだけに驚いたのではない。

　本気の逆鱗攻を片手で防ぐことなんて不可能だ。それなのに、雪子はあえてフリーになっている手で自分の頸けい動どう脈みやくを守ってきた。それが意味するところは、ただひとつ。

　見抜かれていた。自分が手加減することを。女性には手を出せない、だから軽く手刀を押し当てる程度で終わらせようと思っていた、そんな自分の心の動きを完かん璧ぺきに読まれていた。

　経験の差か？　実力の差か？

　なんであれ、内面を相手に見透かされていたということは、ただひたすら気味が悪い。この先、全ての攻撃を読まれて防がれてしまうような、そんな恐怖心が芽生えてくる。

「次。まだ終わっていない」

　雪ゆき子こは涼すずしげな顔で手招きする。

　ボロボロの体を引きずって進み出る初はつ真ま。余裕の表情で構えている雪子。彼ひ我がの優劣は、すでに差が出つつある。

「あなたは、なんで拳けん法ぽうを学んでいるの？」

「えっ」

　唐とう突とつな雪子の質問に、初真はかすかに動揺する。

「私は草くさ薙なぎ先生のため、本物の拳法のため、そして──」

　ズッ、と雪子は腰を落とす。

「──教え子を不幸にする、シロ先生の拳法を、否定するため」

　張り詰めた空気が屋上に満ちる。

　知らず知らずのうちに、初真の体は震ふるえていた。自分に向けられた明確な殺意。闘たたかいが長引けば、とんでもないことになりそうな予感。恐れが胸中に表れる。

「僕は──」

　初真は怖おじ気けづいた気持ちを振り払うように、数歩下がったところでかろうじて踏みとどまり、重心を低くして構えた。

　そして、自分の闘う理由を言おうと思った。

　僕は父さんみたいな拳法家になるために闘うのだ、と。

　ところが、言えなかった。

（あれ……？）

　初真の頭の中は真っ白になった。

　自分が目指しているのは父の領域であり、あるいは大会での優秀な成績であり、自分がなりたいと思う拳法家の姿だ。

　だけど。

　その目指すべき父は、どうしようもない人だった。

　金に汚きたなく、母の教え子を巻きこんでまで、他人に迷惑をかけていた男。信じるに値しない人間。

　そう思った瞬しゆん間かん、一切の音が、世界から消えた。

　直後、雪子は残像とともに、初真のアウトサイドへと回りこんだ。

（しまっ──!?）

　迷いが致命的な結果を生み出してしまった。

　雪子の逆突きが、初真の脇わき腹ばら、肋ろつ骨こつと肉の境目にある急所へと叩たたきこまれた。

「う、ぐ！」

　脇腹を押さえてうずくまる初真。

「……それが、あなたの実力」

　雪ゆき子こは髪かみをかき上げる。

「学生拳けん法ぽうというぬるま湯に浸つかっていたら、あなたはダメになる」

「僕、は」

「草くさ薙なぎ先生の血を引く人が、その才を腐くさらせる。私には、耐たえられない。だから、あなたが自分から来ないのなら」

　スッ、と雪子は腰を落とした。どこか、その瞳は寂さびしげだ。

「私が連れていく」

　一歩、歩を進めてきた。

　相手の攻こう撃げき射しや程てい圏けん内に入ったのを、初はつ真まは感じた。

　初真は理解した。

　この人は決して躊ちゆう躇ちよしない。口先だけではなく、本気で、自分との勝負に挑いどんでいる。手を抜けるような相手ではない。

　だったら、たとえ女性であろうと、もはやその気になって闘たたかうしかない。

　最初から奥義「逆げき鱗りん攻こう」を繰り出すつもりで構える。さっきは手を抜いてしまったが、今度は全力で臨のぞむ。それくらいの気き概がいでかからないと、雪子は倒せない。

「しっ！」

　雪子の鋭い右ストレートが飛んでくる。

（いける──！）

　その拳こぶしを、紙かみ一ひと重えでかわす。逆鱗攻の発動条件は整った。すかさず反撃の手刀を繰り出そうとする。

　──が。

　ドンッ、と鈍い音が腹の奥から響ひびいてきた。

「うぐっ!?」

　初真の腹部に、雪子の蹴けりが決まっていた。

　それは軽い蹴りではあったが、反撃に集中していた初真にとっては、虚きよを突つかれるものだった。胃の奥からこみ上げてくるものを抑えつつ、膝ひざを屈くつする。

「逆鱗攻」

　心底残念そうな口調で、雪子はつぶやく。

「読みが当たれば効果的かもしれない。けど、こうやって蹴りを出されたら簡単に潰つぶされる。技の出来も未熟。何よりも、私と技の読み合いで勝負しようなんて、十年早い」

「は、初真くん!?」

　千ち夏なつはただオロオロとしている。初真に駆かけ寄ろうかどうしようか迷っている風だが、雪子に睨にらまれ、「ひ」と身をすくませてしまった。

　初はつ真まは立ち上がった。だけど、体はもはや闘たたかえるような状態ではない。

「やめて。もう諦あきらめて」

　雪ゆき子こは冷ややかな声で止めてくる。

「いまので、わかった。あなたは──未熟」

「未熟……？」

「二回も逆げき鱗りん攻こうを撃ってこようとした時点で、わかった。他に技を知らない。そうでしょう？」

「え」

　千ち夏なつが驚きの目で見つめてくる。

　初真は苦笑した。雪子の言う通りだ。初段までに教わる技しか知らない。父も、ちゃんと科目表にのっとって指導していた。多少の実戦経験はあれども、まだ応用技を使うまでには至っていない。

　何よりも、逆鱗攻は大の得意であるが──そこに時間をかけた分、自然と、他の技の練習にかけるウエイトは軽くなってしまっていた。

　それが初真の弱点。

「それでも──」

　構えて、

「それでも、勝つ！」

　飛びかかる。

　ふう、と雪子はため息をつき、迎げい撃げき態勢に入った。

　このとき、初真はある考えのもとに動いていた。

（いけるかもしれない、この動きなら！）

　自ら考え出した、打倒雪子の一手。

　直前まで、逆鱗攻を発動しようとしているように見せかける。当然、雪子はいくらでも潰つぶせると思っているから、いつでも蹴けりを放てるような形で重心を落としている。

　だけど、それは初真が仕し掛かけた誘い。罠わな。

「何度やっても、同じ」

　完全に初真のことを甘く見ている雪子は、再び逆鱗攻潰しをしようと、身構えた。

（いまだ！）

　相手の蹴りに合わせて、サイドステップ。横に飛び出そうとする。

　が。

「はにゃ!?」

　つんのめった。

　足が何かに引っかかった。

　視界の端はしにチラリと映るのは、ほどけた靴くつヒモ。激しい闘たたかいの中でほどけて、自分の足で踏んづけてしまった。

（そんな！）

　道場の中ではいつも裸足はだしだから、ほどけた靴ヒモを踏んでしまうなんてことは、完全に想定外。未経験のトラブルを前にして、初はつ真まの体は即そく座ざに反応できず、止まってしまった。それが決定打となった。

　雪ゆき子この蹴けりが、初真のみぞおち──水すい月げつに命中する。

「うぐ！」

　体をくの字に折って、初真はよろめく。その無防備な状態のところをこめかみ目がけて、雪子の強きよう烈れつなフックが叩たたきこまれた。

　脳みそを揺さぶられ、意識を保てなくなった初真は、千ち夏なつの悲鳴を最後に聞きながら──落ちた。




　深み沙さたちが屋上へ上がってきたときには、すでに決着がついていた。

　どこにそんな力があるのか、雪子は初真の体を肩に乗せて、屋上から悠ゆう々ゆうと退散しようとしている。

「ま、待ちなさい！」

　深沙が止めに入り、雪子は首をかしげた。

「なに……？」

「それ、犯罪だから！　ハッツンをどこへ連れてこうとしてるのか知らないけど、一応はうちの部員なんだからね！　そんな乱暴は許さない！」

「許さなかったら、どうするの」

「どうする、って」

　こっちは五人。相手はひとり。人数の圧力で迫せまればおとなしくなるかと思えば、まるで怯ひるむ気配はない。むしろ「数を揃そろえたから、なに？」とでも言わんばかりに、白けた目でこちらを見ている。

　深沙は言葉に窮きゆうした。

「無論、実力行使じゃ」

　遅れて、屋上にマキナが上がってきた。

「マッキー」

「その呼び名はやめろ。売れない芸人みたいで好かん」

「私を、止められると、思ってるの？」

「生意気な口をきくようになったな」

「あなたはわかっていない」

　雪ゆき子こはかぶりを振る。

「私は何度も死線を潜くぐり抜ぬけた。でもあなたは、このバーを経営することに力を注いだ。経験の違い。あなたは一生、私に追いつけない」

「御ご託たくはいい。文句があるならかかってこい」

「残念だけど」

　雪子は片手を振り上げた。

「私は、相手しない」

　サッと手を下ろす。




「ひーぃやっはあ！」

　奇声が夜空のもと響ひびき渡った。




　屋上のフェンスを外から乗り越え、スキンヘッドの小こ柄がらな少年が跳びこんできた。

　深しん紅くのジャージ。背中には龍りゆうの絵。

「俱く利り伽か羅ら高!?」

　叫んだ千ち夏なつの腹に、スキンヘッドの少年は腰の入った足そく刀とう蹴げりをぶち当てた。

「ひぐっ！」

　体をくの字に折り曲げ、千夏は吹き飛ぶ。

「てめえ！」

　潤じゆんは勢いよく駆かけ出し、スキンヘッドの少年に迫せまろうとした。が、新手二人がフェンスを乗り越えてきて、潤の前に立ちはだかった。双子だ。二人とも同じブルドッグのような顔をしている。だが、頭はやはりスキンヘッド。ひとりは唇の右側に、もうひとりは唇の左側に、それぞれピアスをつけている。

「いいおっぱいしてんじゃーん」

「ポロリ、よろしこ！」

　双子は飛びかかりながら、交差した。パシンッ、と肉の弾はじける音。次の瞬しゆん間かんには、潤のビキニブラがちぎれ飛び、乳ち房ぶさが露あらわになった。

「あははは！　さわり心地サイコー！」

「これで戦せん闘とう不の──！」

　ドヤ顔で振り返る左ピアス。その顔面に、グシャッ！　と潤の蹴けりがめりこんだ。

「えぶっ！」

　ひっくり返ったところへ、トドメの一いち撃げきとして、潤は腹を踏みつけた。ごふっ、と汚きたない液を吐はき、左ピアスは卒倒した。

「え……な、なんで」

　双子の右ピアスは動揺する。

　乳ち房ぶさが露ろ出しゆつしても、潤じゆんはためらうことなく構えている。

「なんでだよ！　なんでポロリで、平気で闘たたかえるんだよ！」

　右ピアスは悲鳴を上げた。顔面からダラダラ血を流して意識を失っている左ピアスを見て、戦せん闘とう意欲が半減している。

「大魔神だからさ」

　間合を詰めた潤のアッパーカットが、右ピアスの顎あごに叩たたきこまれた。加減は一切ない。己の拳こぶしが壊れても構わない勢いの、渾こん身しんの一撃。右ピアスの顎が砕くだける音と、口から吐はき出される血。派手に転がった右ピアスは、ぴくりとも動かなくなった。

　二人の敵を一気に片づけた潤は、仲間たちに向かって叫んだ。

「千ち夏なつは、オレが守る！　初はつ真まを連れていかせるな！」

　あまりにも急な展開に深み沙さは放心状態になっていたが、命令を受けて我に返り、戦闘態勢に移行した。巳み菜なと鏡きよう子こが脇わきを固める。

　潤は、今度は小こ柄がらなスキンヘッドを相手しようとしている。千夏は倒れたまま動かない。

　その間に、雪ゆき子こは初真を担かつぎながら、ゆっくりと屋上の出入り口のほうへと歩み寄っていく。

「雪子、止まれ」

「あなたには関係ない」
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「その少年はわしの店の従業員じゃ。勝手は許さん」

「あなたに許可する権利はない」

「なら、うぬも初はつ真まを連れ去る権利などないはずじゃ」

「私は草くさ薙なぎ先生の意志を継いでいる、正統後継者。それ以上の理由は、ない」

　雪ゆき子こは深み沙さのほうへ目を向けた。氷のように冷たい瞳。魅み入いられるようにその瞳を凝視した深沙は、周囲への警戒を怠おこたっていた。

「おぉっと、ここはこの俺様がとおせんぼだぞぉ」

　背後、ビルの階段のほうから、太ったスキンヘッドの少年がのっそりと姿を現した。まさか挟はさみ打ちをされるとは思っていなかった深沙は、一いつ瞬しゆん、パニックになる。

　そのタイミングで、雪子が駆かけ出した。

　後ろから現れた敵と、屋上から脱出しようとしている雪子。どちらを相手にすべきか深沙は混乱し、かえって身動きが取れなくなる。

「──！」

　巳み菜なの目が光った。太った少年の懐ふところへ素早く飛びこむと、相手の股こ間かんに、膝ひざ蹴げりを叩たたきこむ。

「おふぅ！」

　腰こし砕くだけの状態になる太った少年。

　力が抜けたところで、巳菜は相手の腕を取って軽やかに背中側へと回りこむと、斜ななめ後方へと腕を引いた。バランスを崩くずしてやる。相手の重心が乱れた。チャンスだ。

「キョウちゃん……！」

「うん！　オッケー！」

　巳菜の救きゆう援えん要よう請せいに鏡きよう子こは応え、全身で敵に体当たりをかます。太った少年はよろめき、壁かべへゴンッと後頭部をぶつけた。

「いっでえええなあ！」

　それでも相手はタフだ。涙目になりながらも豪ごう腕わんを振るう。

「きゃっ」

「うっ！」

　二人の少女は胸を殴なぐられ、弾はじき飛ばされた。鏡子は床にお尻しりを打ちつけ、巳菜は壁に体を叩きつけられる。

「ミナ!?」

　深沙が悲鳴を上げた。頭も打ってしまったのか、巳菜はぐったりと横たわったまま動かない。

　そのとき、マキナが加勢に入った。太った少年に脚払いを仕掛け、転倒させる。地響きが起きた。

「きゅう」

　太った少年は白目を剝むいて意識を失う。

「雪ゆき子こ──！」

　返す刀で、マキナは雪子の進路を妨害しようとする。

　だが、すでに雪子は、マキナの眼前まで迫せまっていた。

「判断ミスね、マッキー」

「!!」

　雪子の蹴けりが、マキナのみぞおちに叩たたきこまれた。一切の容よう赦しやない一撃。小こ柄がらなマキナは宙に浮き、一回転すると、頭から床に落ちてしまった。蹴られた時点で意識を失っていたのか、床に頭をぶつけたせいか、マキナは起き上がらない。

「あ……う……」

　ここまで一度も動かなかった深み沙さは、なんとか雪子に立ち向かおうと、頑がん張ばって足を動かそうとしたが、

「ダメ。あなたは私に勝てない」

　雪子の冷れい酷こくな声を浴びて、心が折れてしまった。

　悠ゆう然ぜんと去ってゆく雪子の後ろ姿を、ただ見守るしか術すべはなかった。







　千ち夏なつが目を覚ましたとき、屋上は静かになっていた。

　俱く利り伽か羅ら高の不良たちが悶もん絶ぜつしながら寝転がっており、潤じゆんが息を整えながら肩を回している。やっぱりジュンちゃんは強い、と感心した千夏だが、屋上の出入り口のほうを見て、愕がく然ぜんとした。

　深沙が呆ぼう然ぜんと突っ立っている。

　そのかたわらには、巳み菜な、鏡きよう子こ、そしてマキナまでもが倒れている。

「初はつ真まくんは？」

　大事なことを思い出し、千夏は周りを見渡す。

　いない。

「ねえ、ジュンちゃんっ。初真くんは!?」

　不安で泣きそうになるのをこらえながら、潤に尋たずねる。

　潤は、深沙を睨にらみながら、吐はき捨てるように言った。

「さらわれたよ。雪子のやつに」

「そんな──」

　声を震わせる千夏。

　だが、潤はそんな千夏を慰なぐさめることはせず、深沙のほうへとツカツカと近寄った。

「なにやってんだよ、部長」

　ふだんは使わない呼び名に、非難の色がこめられている。

「他のみんなに任せきりで、なんでお前はボーッとしてたんだよ！　どうして雪ゆき子こに立ち向かおうとしなかったんだよ！」

「だ、だって──」

「言い訳なんて聞きたくねえよ！」

　怒号を受けて、深み沙さはギュッと目をつむる。涙が滲にじんでいる。

「てか、言うんじゃねえ！　いいな！　部長だったら死んでも言うんじゃねえぞ！」

「う、ん……」

　ボロボロと涙をこぼす深沙。

　千ち夏なつには、深沙の気持ちがわかる。

　怖かったのだ。

　拳けん法ぽう部ぶに所属しているとはいえ、実戦経験のない深沙が、いきなりあんな闘たたかいに巻きこまれて、冷静に対処できるわけがない。むしろ咄とつ嗟さに動けた巳み菜なや鏡きよう子こがすごいくらいだ。

　動けなかった、という点では千夏だって同じだ。深沙ばかり責められるのはあまりにもかわいそう。と思ってひと言フォローの言葉を投げかけようかと思った千夏だったが、

「指示出せ、部長。オレはそれに従う」

　なお深沙を立てようとする潤じゆんの言葉を聞いて、考えが変わった。

　違う。立場が違う。

　深沙はなんであれ拳法部の部長だ。そんな深沙が、自分ごときに同情されるようでは終わっている。潤のように叱しつ咤たするほうが正しい。圧倒的に正しい。

　本当の優しさとは、甘やかすことではない。

「いますぐ……」

　深沙は言葉を絞しぼり出す。

「いますぐ、助けに行く！　ハッツンを！」

　その声には怒りと悔しさが、その目には活力が宿っている。部のリーダーとしてこのままでは終われないという気き概がいが、千夏にも伝わってくる。

「よし」

　潤はうなずくと、倒れているマキナのそばに寄り、その頰ほおをペチペチと叩たたいた。

「なにやってんだよ、だらしねえな。初真がさらわれたんだ。車出してくれよ」

「う……ん……」

　マキナはうめいてから、頭を振り、目を開いた。

「脳のう震しん盪とう起こしてるかも……しれん……うぬが運転せい」

「オレ、バイクの免めん許きよしかないんだけど」

「使えぬ……やつめ……」

　ふらふらよろめきながら、マキナは立ち上がった。

「車は五人乗りじゃ……ジュン、うぬはバイクに乗れ」

「オッケー」

　さっそく潤じゆんは屋上から出ていった。

「起きよ。まだ寝る時間ではないぞ」

　マキナは巳み菜なと鏡きよう子こに声をかける。二人とも辛つらそうに顔をしかめているが、なんとか体は動かせるようで、ノロノロと身を起こした。

　そして、マキナは千ち夏なつのほうを見る。

「うぬはここに残っておれ」

「ど、どうしてですか!?」

「ここから先は部活動の域を超えた世界に入る。他の者ならいざ知らず、うぬは練習を休んでいた時間も長い。ついてくるだけ足手まといじゃ」

「それでも、私も行かないと！」

「良識の通じない相手だ。殺されるどころでは済まない。わしらに任せろ」

「それではダメなんです！」

　気き迫はくに満ちた千夏の怒声に、マキナはたじろいだようだった。

「闘たたかいに弱くても、勝ち目がなくても、負けたらいけない相手には負けてはいけないんです。負けても、負けても、勝たないといけないんです。だから、私も頑がん張ばらないといけないんです！」

　ブルブルと震ふるえる手を、ギュッと握にぎり締しめる。

「……怖いですけど」

　マキナは数秒迷った。

　迷った末に、

「ならば来い」

　それだけ言った。

　倒れている俱く利り伽か羅ら高の太った少年に近寄り、ガンッ、と頭を蹴けり飛ばす。目を覚ました少年は、マキナの姿を見て、「ひええ」と情なさけない悲鳴を上げた。

「教えろ。初はつ真まをさらって、どこに行った」

「た、た、たぶん、学校のほうに──」

「よし、ご苦労」

　マキナは下段廻まわし蹴げりを放つ。少年のこめかみに足が叩たたきつけられる。脳に衝撃を受けたのか、少年は白目を剝むいて昏こん倒とうした。

「さあ行くぞ！」
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　千ち夏なつが中学生のとき、当時初段だった兄は、東京都で行われた大会のビデオを見せてくれた。最優秀演武の映像だった。

　そこで、千夏は草くさ薙なぎ礼れい司じという男の存在を初めて知った。

　試しに草薙の動きを真似てみた。自分の肉体では一分も耐たえ切れない動き。とても長時間トレースできるものではなかったが、数秒体を動かしてみただけで、草薙がどれだけすごい人間か、深く理解することができた。いつか本格的に練習してみたいと思った。

　そして高校に入学して、学校に拳けん法とう部ぶがあると知り、千夏は迷わずそこに入部した。

　なかなか上達せず、もどかしい場面も多々あったが、それでも仲間たちと一緒に楽しんで練習していた。

　あるとき、バイパス近くのレジャー施し設せつで、押おし緒お京きよう介すけと出会った。

　他校の不良にナンパされ、逃げようとしたところを囲まれて、あわやどこかへ連れていかれそうになったところを、京介が助けてくれた。

　それは単なる気まぐれだったのだろう。いまとなってはわかるが、当時の千夏にとって、京介は白馬の王子に見えた。俱く利り伽か羅ら高校という不良学校に通っている生徒であったが、きっと根っからのワルではないのだろうと、彼に興味を引かれた。

　引かれた心は、いつしか惹ひかれる心へと変わり、千夏は京介との交際を始めた。

　デートに行っても、会話は少なかった。相手は少しも優しくしてくれないし、キスはおろか手を握にぎったこともない。彼氏彼女と呼ぶには程遠い関係だったかもしれない。

　それでも千夏は、京介の「強さ」に魅み了りようされ、三ヶ月は付き合い続けた。

　が、夏休みになり。

「いつになったらヤらせてくれんだよ」

　どんよりとした目つきで、京介は千夏に迫せまってきた。

　恐怖心から断りにくく──しかし千夏はその感情を、「言い方は酷ひどいけど、本当は純情なんだ」とか、「私から積極的に誘わないのがいけないんだ」とか、別の形に置き換えて、自分の気持ちを誤ご魔ま化かしていた。

　とどのつまり。それは、「悪い男に騙だまされている」というレッテルを貼はられたくないという、見得から来るものだった。

　だけど、ラブホテルに連れこまれ、いざベッドに押し倒されると恐ろしくなった。

　こんな相手に、こんな形で、自分の大事なものを捧げるのはいやだった。

　泣きながら抵抗した。

　千夏の振った拳こぶしが、京介の顔に当たり、唇の端はしから血が流れた。

　途と端たんに京介は残忍な笑みを浮かべ、千夏に馬乗りになると、無言で殴り始めた。女子を相手に躊ちゆう躇ちよすることなく、顔面を狙ねらって、何度も、何度も。

　すっかり恐怖で縮こまり、泣きじゃくる千夏を冷ややかに見下ろしながら、京介は唾つばを吐はいて、どこかへと去っていってしまった。

　悔しかった。

　せっかく拳けん法ぽうを習っているのに、何もできなかった自分が。

　しかも京きよう介すけは解放してくれなかった。ずっと千ち夏なつをつけ狙ねらっていた。少しでも気を抜けば、拉ら致ちされて、どこかとんでもないところで暴行されかねない危険を抱えていた。

　おまけにタイミング悪く、父親が事業に失敗して、家は多額の借金を抱えていた。そんなところで家族に余計な心配はかけさせられない。拳法部の仲間たちにも迷惑はかけられない。頼るべき相手は誰もいなかった。

　限界を迎えた千夏は、ウィッチ・ガーデンの扉とびらを叩たたいた。

　幼いころに見た英雄、草くさ薙なぎ礼れい司じに助けてもらうために。




　千夏が店内に入ると、カウンターを挟はさんで、マキナと草薙が談笑していた。

「お？」

　草薙は千夏のほうへと顔を向けた。

　ドクン、と心臓が跳ね上がりそうになる。草薙から漂ただよってくる、いまだ千夏が経験したことのない男の魅み力りよく。正義も悪も全て内包し、どちらも高みに上りつめているような、圧倒的存在感。手痛く騙だまされそうでもあるし、しかし騙されたところで納なつ得とくしてしまえそうな、そんな危あやういオーラを身に纏まとっている。

「どうしたんだ？　ガキが来るところじゃないぜ」

　低く渋しぶい声で優しく語りかけてくる草薙。

　その声を聞いた途と端たん、千夏は泣き出した。

　事情を説明した。家のことも、京介のことも、全部。その上で何度も頭を下げた。助けてください。なんでもします。どんな仕事でもします。だからお願いします。

　千夏の助けを求める言葉に、困ったように草薙は頰ほおをポリポリと搔かいていた。

「そう言われてもよ、まさか高校生のガキを働かせるわけにはいかないだろ。大体、お前はどうしてこの店の場所がわかったんだよ」

「私、向卯むこう山やまの拳法部なんです……だから、このお店のことも、話には聞いてて」

「なんだ、そりゃ」

　草薙は肩をすくめた。面おも白しろくなさそうな顔で、カウンターのほうへ向き直る。

　明確な、千夏との対話の、拒否。

「あ、あの」

「帰れ。話すことはねえ」

「でも、私」

「繰り返しになるぞ」

「えっ……？」

　席を立った草くさ薙なぎは、大おお股またで歩み寄り、グイッと千ち夏なつに顔を近づけた。真正面から見み据すえられ、カアッと顔を赤くした千夏だったが、不思議と目を逸そらせなかった。

「他人に人生を預けたいのか、お前は」

　両肩を摑つかまれる。

「高校生だろうが！　楽しく青春を送りたいときだろうが！　それを、全部、他人任せで台無しにしちまってどうする！」

「わ、私、他人に任せてなんか」

「『助けてください』って言ってただろうが！　それでも拳けん法ぽう部ぶか！」

　千夏は顔を背けた。

　言った。たしかに言った。

　怖こわかったから。自分ひとりではどうにもならないと思ったから。だから強い人に守ってもらいたかった。自分は弱いままでも大丈夫なくらい強い人に、頼りたかった。

　だけど、それでは京きよう介すけのときと同じだ。考えなしに自分の運命を他人に委ゆだねて、そして期待を裏切られても、何もできない。

　なんのために拳法を学んでいるのか。

「ごめんなさい……」

　千夏は肩を落とし、店から出た。

　愚おろかだった。いくら草薙礼れい司じが有名な拳法家だからって、見ず知らずの男に助けを求めに行くなんて。どうかしていた。

　ビルの外に出た瞬しゆん間かん、

「よう」

　京介が声をかけてきた。

　まさかここに現れるとは思っていなかった千夏は、頭が真っ白になり、体が萎い縮しゆくして動けなくなる。

「な、なんで」

「てめーの学校の前で張ってたらよ、やけに急いでどこかへ行くからな。試しに後つけてみたら──面おも白しろいところに来てるじゃねえか」

　京介はあたりを見回す。飲み屋が立ち並ぶ一角。夕方だから客引きの女性もいる。

「体でも売る気になったか」

「──！」

　千夏は両腕で自分の体をかばうように抱いた。京介の濁にごった目が、自分の胸のふくらみへと向けられていた。

「借金抱えてんだってな、お前の家。んなのほっとけよ。それより、俺に抱かれたほうがよっぽどイイ思いできるぜ」

　舌を出してヒャハハと下げ卑びた笑いを上げる。嫌けん悪お感かんから、千ち夏なつはジリッと後じさりした。

　ドン、と背中が何かにぶつかった。

　途端に、背後から何者かに抱きつかれた。悲鳴を上げて振りほどこうとするが、後ろの相手は圧倒的な腕力で、それを許そうとしない。

「ここんところ女禁止されてて、ご無ぶ沙さ汰たでよ！　どっかにいい相手はいねえかと思ってたら、お前がいたこと思い出してな！　新鮮な味、みんなで楽しませてもらうぜ！」

　京きよう介すけの無慈悲な言葉を受けて、ますます千夏は激しく暴れるが、背後の人間はビクともしない。ズルズルとどこかへ連れていかれそうになる。

「やめてえ！」

　必死で泣き叫さけんだとき。

「なにやってんだ」

　ビルの中から、草くさ薙なぎが出てきた。

「あ？　なんだ、てめえ。邪じや魔まするんじゃ──」

　京介はみなまで言わせてもらえなかった。

　路上の埃ほこりを舞わせながら、一足で京介の懐ふところに飛びこんだ草薙は、収縮させた上体を一気に解放させるようにして、ズドンッと爆発的な拳けん打だを相手の腹部に叩たたきこむ。京介は五メートルほど吹っ飛んだ。

「う、ぼ、え！」

　腹を抱えて、京介は目玉を引ん剝むき、それから胃の中身を吐はき出した。

「急所は外して、わざわざ腹筋に当ててやったんだ。感謝しろ。死なずに済んだんだからな」

　それから草薙は、千夏を抱きかかえている男に目を向ける。

「ひ」

　男は、千夏を離して、逃げようとした。

　だが逃げられない。

　あっという間に距離を詰つめた草薙は、腰の入ったアッパーカットを放つ。ガチンと歯と歯がぶつかる音。男は悲鳴を上げるまでもなく仰あお向むけに倒れた。

「ふん」

　パンパンと手を払い、それから千夏を見た。

「あ、ありがとうございま──」

「なにやってんだ、このバカヤローがっ！」

　いきなり怒鳴られて、ビクンと千夏は体を震ふるわせる。なんで自分が怒られているのか理解できない。

「上から見てたぞ！　どうして助けを呼ばない！」

「だ、だって」

　あなたが軽はずみに人を頼るなと──そう言いかけたが、そのことを察したのか、先に草くさ薙なぎから説教してきた。

「バカ！　こういうときはいいんだよ！　緊急事態だろうが！　ったく、自分で解決すべきことは他人に任せて、人を頼るべきときはぼんやりしてて。どうなってんだ、最近のガキは！」

　それから草薙はギロリと千ち夏なつを睨にらんだ。

「わかった。お前、ここで働け」

「え!?　い、いいんですか」

「いいも悪いも、危なっかしいんだよ、お前は。自分の足で立って生きる、その基本すらわかってねえ。そんなガキを放置したままじゃ寝覚めが悪いからな。ここで一から十まで、人間として強く生きる生き方を叩たたきこんでやる」

「人間として、強く……」

　千夏はその言葉を反はん芻すうする。

「明日、この時間に、とりあえずまた店まで来い。じゃあな」

　背を向けてビルの中に戻ろうとする草薙。

「あ、あの」

「んだよ」

　千夏に呼び止められ、草薙は不ふ機き嫌げんそうに振り返った。

「人間として強く生きるって、どういうことですか」

「自分で考えろ──と言いたいところだが、とりあえずの目標地点くらいは教えてやろうか」

　ビッと指を突きつける。

「青春しろ」

「へ？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「とびっきり楽しくて、明るくて、いつも笑いが絶えない──そんな青春をしろ」

「え、あの、ちょ、どういうことで」

「人間としての強さってのは、イコール、心や体の強さじゃねえんだよ」

　そう言って、草薙はヒラヒラと手を振りながら、ビルの中へと戻っていった。

　後に残された千夏は、ポカンと、その後ろ姿を見送る。




　次の日から、千夏はウィッチ・ガーデンで働くこととなった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　水をかけられ、初はつ真まは目を覚ました。

　椅い子すに縛しばられている。

　ぼんやりする頭を振り、自分の置かれている状況を把は握あくしようと、周囲を見回した。

「よう、どんな気分だ？」

　京きよう介すけの声。

　どこかの学校の教室のようだ。机や椅子は壁かべ際ぎわに寄せられている。ガランとした殺風景な部屋の中で、椅子に座らされている初真は、俱く利り伽か羅ら高の連中に囲まれている。

　目の前の京介が、いきなり拳こぶしを振るって、初真の腹を力いっぱい殴りつけた。

「ぐっ！」

　苦痛の声を上げる初真だが、縛られているから、腹を抱えることすら許されない。

　京介は初真の顔を覗のぞきこむ。

「お前らっておめでたいよな」

「なにが……だよ」

「しゃべんじゃねえ、ボケがっ！」

　京介の前まえ蹴げりが股こ間かんに叩たたきこまれた。目の前が真っ白になる。初真は声を出すことすらできず、目玉が飛び出しかねないほどの表情で、悶もだえ苦しむ。

「いいか？　この世界を支配しているのは暴力だ。お前らがいくら平和に楽しく暮らしていようと、暴力を振るわれたら何もかもおしまいだ。それはわかるか？」

「わから、ない」

「しゃべんな、っつてんだろうが！」

　鋭い廻まわし蹴りが首の急所に入った。意識が飛びそうになる。

「だから、お前らがすべきことはただひとつ。暴力には関わらない。ひたすら媚こびへつらい、逃げて、逃げて、逃げまくっていればいいんだよ。それで平和は保障される」

「……」

「だが、お前は関わった」

「……」

「俺は、暴力をもって生きている。俺の親父は、堂どう坂さか組ぐみ直系組織の若頭だ。ヤクザだよ、ヤクザ。暴力の代だい紋もん掲かかげてんだ。お前らみたいな軟なん弱じやくな連中になめられるわけにはいかないんだよ」

「……」

「お前は、俺に恥はじをかかせた。ぬるま湯につかって生きている頭の膿うんだ連中の目の前で、俺をのしやがった。このまま五体満足で生かしておくわけには──」

「ごめんね、好きな人の前で恥かかせて」

「──あ、ああぁ!?」

　ビキッ、と京きよう介すけの顔が引きつる。明らかな狼ろう狽ばいを隠かくせずにいる。

「あれ、違うの？」

「だ、だだだ、誰が、誰を好きだって」

「君が、雪ゆき子こさんを」

「ち、ち、ちげーよ！　バカヤロー！」

　スパーンと顔面に京介の平手打ちがヒットした。

　俱く利り伽か羅ら高の連中が、ザワザワと、どよめいている。「え、うそ、部長……マジかよ？」「散々こき使われて、ドＭ……なのか？」とひそひそ声が聞こえる。

「大会で僕に倒されたとき、呆あきれて外に出ていこうとする雪子さんに、追いすがろうとしてたから。なんか、『見捨てないで』感がぷんぷん漂ただよってたし」

「てめ、いい加減なこと、ペラペラしゃべりやがって！」

　京介は拳こぶしを振り上げる。

　が、仲間のひとりにポンと肩を叩たたかれた。

「部長……やめたほうがいいぜ。一生尻しりに敷かれる」

「黙だまれ、この野郎！」

　青筋を立てた京介は、余計なひと言をいった仲間の顔面をぶん殴った。

「なにやってるの」

　教室の扉が開かれ、雪子が中に入ってくる。

　若干弛し緩かんしかけていた空気が、ピシリと締しまる。

「な、なんでも、ねえよ」

　京介はそっぽを向いた。

　首をかしげながら、雪子は教室の端はしから椅い子すを持ってきて、初真の前に置いた。それから、向かい合うようにして座る。

「話をするわ」

「僕のほうには話すことなんてないんだけど」

「私にはある」

　それから、スーツの内ポケットから手帳を取り出し、雪子はメモ欄らんに書いてあることを読み上げ始めた。

「質問①。年上の女性は結婚相手としてありか」

「……ふえ？」

　初真は珍ちん妙みような声を上げる。

　同時に、あさっての方向を向いていた京介が、

「はあああああ!?」

　と絶ぜつ叫きようを上げた。

「京きよう介すけ、うるさい」

「いや、だけど！　なんだよ、そりゃ！　まるで──」

「大事な質問なの。静かにして」

　雪ゆき子こに冷たく睨にらまれ、ウッと言葉を詰まらせた京介は、いじけたように教室の隅すみへと引っこんでしまった。ボソリと「年上、あり」とつぶやきながら。

「質問②。強い女性に魅み力りよくを感じるか、感じないか」

「あの、ちょ」

「質問③。子どもは欲しいか、欲しくないか」

「うん、ごめんなさい、これはなんの拷ごう問もんですか」

　俱く利り伽か羅ら高の連中に一いつ斉せいに注目されている中、次々と繰り出される恥はずかしすぎる質問。初はつ真まのスペックでは処理しきれない事態だ。ちなみに京介は質問②には「感じる」、質問③には「まだ欲しくない」と小声で回答していた。

「あなたを放っておけない」

　パタン、と手帳を閉じ、雪子は真正面から見つめてきた。目は真剣だ。つられて初真も見つめ返す。目を逸そらすべきではないと感じていた。

「草くさ薙なぎ先生の血を引くあなたを、向卯むこう山やまなんかで腐くさらせたくない」

「だから結婚？　ちょっと考えが短絡的じゃない？」
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「私は……弱かった」

　不意に雪ゆき子この声音が弱々しくなる。何かを思い出すかのように、目を下に落とし、ポツリポツリと語り始める。

「『九人の魔ま女じよ』と呼ばれた実戦派のみんなと、同じ世代……だけど、私は違った。私は普通だった」

「うそ」

　信じられない。あれだけの強さを誇るのだから、雪子もまた『魔女』と呼ばれたＯＧのひとりなのだと思っていた。

　だけど、母から見せてもらった写真を思い出す。あの中で、雪子は優しそうに笑っていた。あまり強そうな印象はなかった。見た目だけかと思っていたが、本当に強くなかったのだ。

「昔は、私もシロ先生に導かれて、楽しく部活動をしていた。強くなくていい。青春を謳おう歌かすれば、それでいい、と思っていた」

　だけど間違いだった、と小声で語をつなぐ。

「卒業後、私は、俱く利り伽か羅ら高の不良たちに襲おそわれた」

　郊外の映画館へ映画を観に行った、その駐車場での出来事だった。

　無理やり車に押しこまれ、ロープで縛しばられ、気がつけば廃ホテルへと連れこまれていた。夜、ひとりで観に行ってたから、誰も助けてくれる人はいなかった。

　床に放り捨てられた雪子は、不良たちによってたかって服を破られ、半はん裸らにされた。泣いても喚わめいても、誰も助けに来ない。やがて不良たちは服を脱ぎ始めた。自分がこれから何をされるのか、想像した雪子は絶望のあまり絶ぜつ叫きようした。

「それで……？」

　先を聞きたくなかったが、雪子が言葉を切り、初はつ真まにうながしてもらうのを待っているようだったので、あえて尋たずねてみた。

「草くさ薙なぎ先生が、助けに来てくれた」

「え──!?」

「たまたま同じ映画館にいた先生は、私がさらわれるところを見ていた。そして自分の車で追いかけてくれた」

　廃ホテルの中に突入してきた草薙は、瞬またたく間に不良たちを倒した。

　そして雪子を縛しばっているロープをほどいてやると、いきなり説教してきた。




　──バカヤロウ！　なにさらわれてるんだ！　それでも拳けん法ぽう部ぶか！




「最初は、私も腹が立った。優しくいたわってくれてもいいのに、と思った。でも違った。正しいのは先生。間違っていたのは私」

「何が、間違っていたと、思ったの？」

「弱かったこと」

　雪ゆき子この暗い瞳が、初はつ真まに向けられてきた。

「最後に自分を助けるのは、自分。人は誰でも強くないといけない。その力を育てるのが、拳けん法ぽう。私はその真理に気づかず、シロ先生のぬるま湯のような拳法に、浸ひたりきっていた。だから無力だった。だから不良なんかに負けた」

　ギュッと拳こぶしを握にぎり、震ふるえる声で雪子は話を続ける。

「怖こわかった。人生が終わると思った。中ちゆう途と半はん端ぱな拳法は、なんの足しにもならないと、知った。だから私は、草くさ薙なぎ先生に仕えた。実戦的な技を教わり、誰にも負けない力を手に入れた」

「なんだか、それって……」

「そして去年、私は俱く利り伽か羅ら高に乗りこみ、京きよう介すけに拳法部を立ち上げさせた。私に恐怖を与えた不良たちに一矢報いるため。その結果、見て」

　雪子は両腕を広げて、自分の周りにいる拳法部員たちを見せつける。

「いまでは、二〇人もの不良たちが、私の教え子。暴力を旨むねとする彼らが、私に従う。これが武の力。これが正しい拳法のあり方。それと比べたら、あなたたち向卯むこう山やまが──シロ先生がやっている拳法は、ただの紛まがい物」

「紛い物……？」

「ええ。話にならない、お遊ゆう戯ぎ」

　初真は頭こうべを垂れた。胸の内から湧わいてくる何かを抑おさえるように。

「だから私は、草薙先生の息子であるあなたには、そんな世界に染まらないよう──」

「何様のつもりだよ」

「──？」

　急にドスの利きいた声を出す初真に驚いたのか、雪子は言葉を切る。

「合ってる、間違ってるは、僕も未熟だからわからない。雪子さんの言ってることにも一理あると思う。所しよ詮せん、拳法は人を殺傷するための技術。そこを極めることが本質、ってことは感じてる」

　だけど、明らかに間違っていることがひとつある。

　それは──

「雪子さん、でもね、父さんは雪子さんにこんな風になってほしくて、助け出したときに怒ったんじゃないと思う」

「ううん。草薙先生は、私に強くあれと」

「違うだろ」

　ギロッと睨にらむ。

「普通はこう考える。夜中に女の子ひとりで郊こう外がいの映画館に行くなんて非常識だ、って」

「だから……なに？」

「父さんが怒ったのは、そこなんだ。拳けん法ぽうをやってる人間のくせに、どうしてそれくらい当たり前の危機意識も持っていないんだって」

「私だって、危機意識くらいは持って──」

「だーかーらー、普通の女の子は、たったひとりで不良グループを叩たたき潰つぶしたりしないでしょ！　その感覚がすでにおかしいんだってば！」

「また同じような目に遭あわないよう、前もって倒たおしておいただけ」

「え……それ本気で言ってるの……？」

「ええ。何か、おかしい？」

「おかしいも何も、だって……」

　初はつ真まは得体の知れないものを見た恐きよう怖ふで、体を震ふるわせた。

　そしてようやくわかった。

　父から技を教わったはずの雪ゆき子こが、なんで俱く利り伽か羅ら高には、大会で見せたような歪ゆがんだ殺人拳を教えてしまっているのか。

　それは、雪子の個人的な感情から来る、歪んだ指導の結果。あらゆるところに危険があると怯おびえ、恐怖を抱いだいた結果、本来ならわざわざ闘たたかわなくてもいいような相手をも叩き潰そうとする、全ての人間を否定する拳法。

　もはや竜りゆう虎こ道どうでもなければ、高校の部活動でもない。

　俱利伽羅高の拳法部は、ただ仙せん国ごく雪子という一個人の恐怖と憎悪から生まれた、異常な戦せん闘とう集団でしかないのだ。

　自分を、誰かを、守るための拳法ではない。

　怖いものは倒す。先手必勝で壊かい滅めつさせる。そんな危険な思想のもとに作り出された、もはやオリジナルの拳法。

　でもそんなのは間違っている。

「誰も求めていない、必要としていない、そんな争いを生み出して。ただ自分が怖いから、怖い目に遭う前に、相手を叩き潰すための闘いを仕し掛かけて──そんなのは、父さんの拳法じゃないよ」

「違う、あのとき、草くさ薙なぎ先生はたしかに」

「雪子さんの拳法でもない！」

　初真の言葉で、雪子はハッと表情を一変させた。

　氷のように固まったままだった顔に、初めて、感情と呼べるようなものが浮き上がってきた。

「自分だってわかってたんでしょ！　こんなの、やりたいと思ってた拳法じゃないって！　でもまた怖い目に遭うのがいやだったから、暴力をよしとしていた。でも、本当に望んでいたのは──向卯むこう山やまのような拳法部を作ることだったんじゃないの!?」

「私は、あんな拳けん法ぽう部ぶ」

「じゃあ、なんで母さんのことを、まだ『先生』って呼んでるんだよ！」

　ここに至って。

　雪ゆき子この頑かたくなな態度は、一気に氷解した。とは言っても、見た目にあまり変化はない。

　けれども空気が変わった。雪子の激情を覆おおっていた膜まくが、張り詰めた末に、ビリビリと裂さけ始めたように。何かが室内に充じゆう満まんし始めている。

　その空気の変化に、部員たちは慌あわて始めた。力ずくで制されたとはいえ、一年近くときを同じくしてきて、情が芽生えているのか。コーチの全身から滲にじみ出てくるものに狼ろう狽ばいし、だけど何を言えばいいのかと戸惑っているようだ。

「悔くやしかった、から──とっても楽しかった、あの時間──全部、否定された、から──」

　みんなと和気あいあいと練習していた日々。強いとか弱いとか関係なく、仲間たちと一緒にひとつの目標を目指して生きてきた時間。それを、理り不ふ尽じんな暴力で否定された。いや、否定されたと思っているのは雪子だけで、普通の子だったら自分の青春時代とは関係なく、ただ「卒業後、怖こわい目に遭あった」程度に捉とらえて終わるところだろう。

　だけど雪子は、自分の高校時代の生き方が間違っていたと思ってしまった。

　拳法部でのあり方が間違っていたと考えてしまった。

　とどのつまり……真ま面じ目めな女性なのだ。

　何事に対しても、真剣に考え、妥協をしない。ミスをしたら、深く原因を追及してしまう。そんな不器用な性格。

「雪子さん。だから、やめようよ、こんなこと。ね──」

　諭さとすように初はつ真まが語りかけた、そのとき。

「いいや、聞くんじゃねえ！」

　京きよう介すけが怒鳴った。

「ふざけんな！　なにうろたえてるんだよ！　俺たちが惚ほれたあんたは、そんな弱い女だったかよ！」

「京介」

　雪子は放心したような顔を向けて、京介を見つめる。

「こいつが言ってただろうが！　何が合ってるか間違ってるかわかんねえ、ってよ！　だったら、いまのあんたの生き方だって間違ってるかどうか、わからねえだろうが！」

「でも、私は、本当は」

「『本当』なんて、生きてりゃ、コロコロ変わるんだよ！」

　京介は吼ほえた。

　周りの部員たちも、次第に顔つきが険しくなってくる。ピリピリと空気が張り詰めてくる。

「目覚めろよ。あんたは、強い女ひとだろ」

　そのひと言で。

　雪ゆき子こは覚かく醒せいしてしまった。

　ブルッと初はつ真まは体を震ふるわせる。室内に冷気が漂ただよい始める。雪子を中心として、臓ぞう腑ふまで凍こおらされるような空気が流れている。

「ええ。そうね」

　人間的感情を取り戻しつつあった雪子は、再び化け物となった。

（まずい）

　初真は冷や汗をかく。

　さっきまでの雪子は、自分を俱く利り伽か羅ら高に取りこもうと考えて、危害を加える気はなかった。だけどいまの彼女は、冷れい徹てつな殺気を放っている。

　このまま自分の命を奪うばいかねないくらいに。

　雪子はスッと立ち上がった。

　距離を詰つめてくる。

（くっ、どうにかして、逃げないと！）

　椅い子すを揺ゆする。だが、ロープはきつく結ばれていて、ほどけそうにない。

　雪子が目の前に迫せまった。両手を伸ばしてくる。

（やられる──！）

　恐きよう怖ふでゾッとした瞬しゆん間かん。




　室内に、一陣の突風が吹きこんできた。

　かと思えば、その突風は人の姿を取り、さらに銀色のコートを翻ひるがえしたショートヘアの少女の形となって、雪子に襲おそいかかった。

「ざ・け・ん・じゃ・ね─────！」

　潤じゆんだ。

　しかも魔女コスのままでいる。

　突進した勢いで渾こん身しんの蹴けりを放つ。不意を突かれた雪子の脇わき腹ばらに、見事に命中した。弾はじき飛ばされた相手は、窓ガラスに激げき突とつした。ビシッ、とひびが入る。

「……っ！」

　雪子は脇腹を押さえ、片かた膝ひざをついた。

「大丈夫!?　初はつ真ま！」

　潤は駆け寄って、初真の顔を覗のぞきこむ。やっぱり女の子なのか、若干うろたえた様子で、ちょっと目が潤うるんでいる。

（あ……可愛かわいい）

　この緊きん迫ぱくした状じよう況きようの中、場違いなことを初真は考えた。

「てめえ、こらぁ！」

「ただで済むと思うなよ！」

　ようやく状況を理解できた他の連中が、口々に罵ののしりながら、潤じゆんに向かって駆かけ寄る。

「ただで済まないのは、お前らのほうだ」

　ギョロリと目を剝むき、潤は敵軍団のほうへと向き直る。

「相手するのは、オレだけじゃねえんだぞ」

　不良たちのこめかみに青筋が浮き上がった。

「上等じゃねえか、百だろうが二百だろうがかかって──！」

「ハイハイ、皆さんご注目～！」

　突然教きよう壇だんのほうから、怒鳴ろうとした不良たちの声を搔かき消して、深み沙さの大声が飛んできた。

「な、な、なんだてめえは!?」

　不良の誰かが叫んだ。

　その声につられて、初はつ真まは背中側の教壇のほうへと振り向いた。

「え、ええええ!?」

　目を丸くする。




　教壇の上に、深沙が、スラリとした綺き麗れいな姿勢で立っている。

　胸元の開いた深しん紅くのドレスに、丈たけの短い赤いスカート。束ねられたポニーテールの髪かみと黒いマントが、教室内に入りこむ風でたなびく。

　この世ならぬ場所から訪おとずれた存在。

　まるでそれは──本物の、魔女。




「前まえ蛇ださん!?」

　初真はなかば悲鳴に近い声で叫んだ。

　なんであの魔女コスチュームを着て、あそこに立っているのだ!?




　深沙は邪悪な笑みを浮かべ──




　飛んだ。




　すぐそばにいる敵を目がけて、一直線に、深沙は襲おそいかかる。

　飛び蹴げりが、相手の顔面に叩たたきこまれた。

「おべ!?」

　哀れな相手はあっという間に轟ごう沈ちんし、気を失った。




　水を打ったように静まり返る教室内。

「前まえ蛇だ、さん……？」

「あー、スッキリした！　あー、気持ちいい！　最高！　まるで本当の魔法少女になったみたい！」

「なに、その、格好」

「なによバカハッツン。お店で着てるコスチュームじゃない。忘れちゃったの？」

「じゃ、なくて、なんでわざわざそんな恥はずかしい格好して」

「あーのーねー。あっさり負けて、あっさりさらわれちゃった、情なさけないあんたを助けるため、着替える間も惜おしんで来てやったんじゃない。ちょっとは感謝してよね」

「は、あ」

「ま、でも、渡りに船。ちょーどよかったかもねー」

　なぜかルンルンと深み沙さは上じよう機き嫌げんでいる。

「変身ヒロインに憧あこがれてたんだー、私」

　敵地の真ん中で吞のん気きにうっとりと語っている。

　初はつ真まは引きつった笑みを浮かべた。

　危ない。

　この子は、考えが危ない。

　ってか、こんな趣味を持っている子だとは思っていなかった。

「さあ、悪漢ども！　この正義の魔女が、お前たちを成敗してやるわ！」

　決めポーズをシャキーンと決め、聞いているこっちが恥はずかしくなるような痛いセリフを深沙は言い放った。

　いまだけは、全面的に、雪ゆき子この思想を肯定したくなっていた。

「こ、こ、このやろう！」

「へ、変態か、てめえは!?」

　やがて不良たちは蠢うごめき出し、各おの々おの武器を手に取り、威い嚇かくを始めた。

「いいの？　私ひとりに注目して」

　深沙は余裕の笑みを浮かべる。




　バッ、と教室の埃ほこりが舞った。

　青いビキニの上から水色のシースルードレスを纏まとった、水の精せい霊れいのような少女が、風を巻いて室内に突とつ撃げきしてくる。

　巳み菜なだ。

　不良たちのど真ん中に飛びこんだ巳菜は、ひとりひとりの腕を摑つかんでは、次々と投げ飛ばしていく。

「ひえ!?」

「わああ！」

　不良たちは空中でクルクルと回転し、床の上に叩たたき落とされる。

　かろうじて攻撃を回かい避ひした不良たちは、巳み菜なへと狙ねらいを定め、不意打ちを仕し掛かけようと身構えている。

　が、突とつ如じよ死角から襲おそってきた下段廻まわし蹴げりが、巳菜に気を取られている不良たちを襲う。すっ転ばされた不良のひとりが、飛び起きながら叫んだ。

「な、なんだ!?　ちくしょう、どこにいる！」

　その不良のこめかみに、背後から、後ろ廻し蹴りの踵かかとが力いっぱい叩きつけられた。

「お……ご……」

　崩くずれ落ちる不良の背後から、純白のゴスロリドレスに身を包んだ鏡きよう子こが現れる。

「異次元空間からこんにちは♪」

　鏡子はコケティッシュな仕草で唇に人差し指を当て、悪戯いたずらっぽくほほ笑んだ。

　転んでいた不良のひとりが、落としてしまった鉄パイプを拾おうと、這はいつくばったまま手を伸ばす。

　が、その手はグシャリと踏み潰つぶされた。

「あぎゃあああ！」

　骨が砕くだかれんばかりの痛みにのた打つ。ただ踏みつけられただけなのに、なんて威い力りよく。

　冷たい眼まな差ざしでその不良を見下ろしているのは、紫色のホットパンツにビキニブラ、その上から銀色のロングコートを羽は織おっており、アニメやマンガの世界から飛び出してきたような風体の──潤じゆん。

「え、っと」

「……」

「許して、くれませんか」

　愛想笑いを浮かべた不良に対し、

「やだ」

　潤は拒否した。

「ですよねー」

　今度は泣き笑いの表情になった不良。バキャッ！　と顔面を蹴り飛ばされ、「きゅう」と鼻血を流しながら昏こん倒とうしてしまった。

（うそ、強い……）

　ふだん練習している中では、彼女たちはあそこまで強いとは思えなかった。基本は不十分だし、技に対する理解も未熟だ。

　だけど、よくよく動きを見ていて、初はつ真まは納なつ得とくした。

　みんな活き活きとしている。ここへ来るまでの間、何度も脳内でシミュレーションを繰くり返し、どうやって暴れようか考えに考えて来たのだろう。

　一方で、俱く利り伽か羅ら商しよう業ぎよう高こう校こう拳けん法ぽう部ぶの連中は、初真と雪ゆき子この会話に集中しすぎてしまっていた。今晩この場所で、まさかケンカをすることになるとは、夢にも思っていなかったに違いない。だから、心も、体も、準備ができていなかった。あの雪子ですら、初撃を喰くらってしまったのだから。

　それに加えて、女子たちの連れん携けいが上う手まい。

　まず斬きりこみ隊長としての潤じゆんがいる。向卯むこう山やま随ずい一いちの実戦派である彼女は、危なげなく不良たちと大立ち回りを繰り広げている。それだけで敵陣は搔かき乱されている。

　そこへ、運動量の激しい深み沙さが、あっちへこっちへ飛び回って、敵の注意を逸そらしている。大した攻撃はないものの、潤に構っていれば深沙に蹴けられるし、深沙を倒そうとすればその隙すきに潤にやられてしまう。

　さらに攪かく乱らんするのが、鏡きよう子こ。一番戦せん闘とう能力は低いが、動きはすばしっこいし、小こ柄がらなせいでその動きは目立ちにくい。気がついたときには相手の死角に回りこんで、地味に一撃を与えて、また離脱していく。

　そして、巳み菜な。難を逃れた敵を見つけると、すかさず摑つかみかかって投げ飛ばす。惚ほれ惚ぼれするほど柔法が上手い。

　これだけの連係プレーを前にして、奇き襲しゆうを受けた衝しよう撃げきもあり、俱利伽羅高の連中はすっかり恐きよう慌こうをきたしてしまっていた。ある者は逃げ、ある者はやけくそ気味に殴りかかる。統制は乱れに乱れまくっている。




「く、そ！」

　京きよう介すけは、もはやこの場での立て直しは不可能と判断したのか、混乱に乗じて雪子のそばへ駆け寄った。雪子は、潤に蹴られた箇か所しよがまだ回復していないのか、脇わき腹ばらを押さえたまま顔をしかめている。

「行くぞ、雪子！　一いつ旦たん、外へ出るぞ！」

「私を、置いて、逃げて」

「あ!?　なにほざいて──」

「急所、やられた」

「急所？」

「アバラと脇腹の間……三さん枚まい……いい蹴り、だった」

　まっすぐ立とうとして、「あう！」と叫び、雪子は膝ひざを折る。その姿を見て、京介は青ざめた。「三枚」は、クリーンヒットすればしばらく呼吸困難になるほどの急所だ。頼みの雪子が、まさかの戦力外になってしまった。

「ちくしょうが！」

　京きよう介すけは、雪ゆき子この腕を自分の肩にかけた。

「俺が、逃がす」

　そして周りの仲間たちをかき集めた。

「てめえら、俺と雪子が外へ出るまで、盾たてとなれ！」

「うっす！」

　四人の部員が四方を囲み、教室の出入り口に辿たどり着くまでの間、向卯むこう山やま女子たちの攻こう撃げきに対する盾となった。

　潤じゆんが殴なぐりかかれば、ひとりが必死でその腕にしがみつき、動きを押さえようとする。その決死の覚悟も虚むなしく、コンマ数秒で吹っ飛ばされたら、今度は別の者が摑つかみかかる。隙すきを突こうとした深み沙さに、残る二人が牽けん制せいを仕掛ける。

　そうして、京介と雪子は、部屋の外へとなんとか逃げることができた。




　教室の中は静かになった。

　俱く利り伽か羅ら高の部員十数名が、うんうん唸うなって、倒れている。

　潤は初はつ真まのそばに寄り、ナイフで縄なわを切ってやった。

「ありがとう」

「お前も災難だったな」

「京介と、雪子さんが逃げたね」

「そうだな。でもほっとけ。とりあえずお前を救出する、っていう目的は果たしたんだし」

　たしかに追う必要はない。いまは我が身が助かったのだから、わざわざ逃げていった敗者に鞭むち打うつような真ま似ねはしなくてもいい。

　だけど、初真の胸は、いまだざわついている。

　それはなんでか、と考えているうちに、ひとつの結論に至った。

「ダメだ」

「え？」

「このままじゃ、ダメなんだ」

　せっかく優しい心を取り戻しかけていた雪子は、最後の最後で、冷れい酷こくな人間と化してしまった。それは、いままでの彼女よりももっと危険な存在。

　あのとき、ためらうことなく、初真を殺そうとしていた。

　そんな人間になったまま、放っておくわけにはいかない。

「くっ！」

「あ、おい、初真!?」

　潤じゆんが止めるのも聞かず、初はつ真まは教室の外へと飛び出した。




　月明かりに照らされた校庭で、千ち夏なつとマキナはじっと待っている。

　彼女たちは万が一の保険だった。何かの間違いがあって、深み沙さたちの奇き襲しゆうが失敗した場合、第二陣として突とつ入にゆうするという役目を持っている。千夏は一番弱いから、敵が元気なうちの第一陣には組みこめない。マキナは切り札となりえるから、最後の最後まで取っておきたい。そういう理由で残されていた。

（でも）

　と千夏は思う。

　心のどこかで、この扱あつかいに悲しさを感じている。

　自分が弱いから。

　その弱さとは、拳けん法ぽうの技術的なものではなく、もっと根本的なところ。京きよう介すけに対して曖あい昧まいな抵抗しかできない、自信の無さ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんな心。

　そこを仲間たちに見み透すかされている。だから、第一陣に加えてもらえなかった。

　もしも、神様がチャンスをくれるのなら。

　いますぐ変わりたい。どんな闘たたかいも厭いとわないから。

「千夏、あれ」

　マキナの囁ささやき声で、校舎の入り口に注意を向けた千夏は、まさかの人物を目にして小さな驚きの声を上げた。京介だった。雪ゆき子こと二人三脚の体勢で、一心不乱に逃げている。

「うそ……」

　信じられない。だけど、驚いたり、迷ったりしている余裕はない。

「……うんっ」

　気合を入れた千夏は、何度も深呼吸を繰くり返すと、前に進み出た。もうこのチャンスを除いて、自分が変われるタイミングはない。

　京介は、千夏の姿を認めて、ギョッとした顔で立ち止まった。

「逃がさないわ、京介！」

　自らを鼓こ舞ぶするように、千夏は叫さけんだ。

「千夏……」

「私、もう負けたくない！　あなたに負けたくない！」

　語尾が震ふるえる。涙が出そうになる。京介にどんな仕打ちを受けたか、どれだけ乙おと女め心を傷つけられたか、思い出しただけで悔しさと悲しさがこみ上げてくる。

　だけど、いまは泣くときじゃない。

　いまは立ち向かうとき。

「は……なんだよ、それ……」

　京きよう介すけは引きつった笑みを浮かべた。

「なんか、逆恨みしてねえか」

「だってそうでしょ！　私に乱暴したり、さらおうとしたり、京介のことが好きだった私のこと弄もてあそんで──」

　涙が溢あふれてきた。

　傷つけられた悲しさが蘇よみがえってくる。本当は楽しかった。怖こわいときもあったけれど、本気で京介のことは好きだった。それなのに、乱暴に扱あつかわれた。

「──本当に好きだったのに──京介は、私を、裏切った」

　そこへ、初はつ真まが駆けつけてきた。

　千ち夏なつは動揺する。初真の顔に、はっきりとわかるショックの色が浮かんでいたから。きっと、自分が言った、「本当に好き」という言葉を受けてのことだろう。

　わかっていた。最初に会ったときから。初真はきっと自分みたいなタイプの女の子が好みなのだと。自分だって初真のことは嫌いじゃない。一度は、告白しかけたこともあった。

　だけど、いまはまだ、自分の気持ちを裏切れない。

「私──本気だったんだよ」

　夜の校庭に、静せい寂じやくが流れる。

「裏切り……だ？」

　ブルブルと京介は肩を震ふるわせている。

「んだよ……それ……」

　直後、京介は叫さけんだ。

「なんなんだよ、それはよぉ！」

「京介……？」

「俺だって本気だったぞ！　だから他の女みてえにすぐヤらねえで、大事に扱ってたんじゃねえか！　それを、てめえが許したくせに、いざラブホ行ったら抵抗しやがって！　ざけんな、裏切られたのは、俺のほうだ！　俺は、俺は──」

「だって……あのとき、私のことさらって、大勢で乱暴しようと……」

「噓うそに決まってるだろうが！　ちょっとむかついたから、お前を脅おどしただけなんだよ！」

「だったら、もっと普通の言い方──」

「普通ってなんだよ！　俺にとってはあれが普通なんだよ！」

　京介の叫びはほとんど金切り声に近くなっている。

「親父がヤクザで、周りにはガラの悪い連中ばかりで、つるむやつらもワルばかりでよお！　他に、言い方なんて知らねえよ！　どうやったらてめえが満足できる言葉を投げられるかなんて、わかんなかったんだよ！」

　そして、京介は少しばかりトーンを落とし、静かに言った。

「何が、本気で好きだった、だ……『本当』ってなんだよ……心変わりしたくせに……」

「京きよう介すけ……」

　千ち夏なつは、心動かされそうになり、目を潤うるませた。

　だが、首をブンブンと振った。ここで情に流されてはダメだ。

「勝負して、京介」

「あ……？」

「勝ったときの見返りとか、そういうのは求めない。ただ、私はずっとあなたに怯おびえてた。あなたに悪気があるかないかは関係なくて。私は、たぶん、あなたの怖こわさが嫌いだったんじゃない。あなたの怖さに怯えている自分が、嫌いだったんだと思う」

　このままでは前に進めない。

　拳けん法ぽう部ぶのみんなと一緒に頑がん張ばれない。

「だから、あなたと闘たたかいたい。闘って、恐きよう怖ふを克服したい」

　京介はしばらく固まっていた。

　やがて、雪ゆき子こに声をかけた。

「いいか？」

「好きにして。どうせ私はまだ動けない」

「あとどれくらいで回復できそうだ？」

「二、三分あれば、呼吸のリズムが戻る」

「オーケー。その前にケリつけるかもしれないが、勘かん弁べんしてくれ」

　京介は雪子の腕を肩から外し、離れる。雪子はその場で脇わき腹ばらを抱え、しゃがみこんだ。

　千夏と京介は対たい峙じした。背丈は京介のほうが高く、リーチがある。おまけに実戦経験豊富だ。どう考えても条件的に千夏のほうが不利だ。

　それでも、千夏はためらうことなく。

　スッ──となめらかに足を運んだ。

　最初、京介は自分が攻めこまれていることに気がついていなかった。それほど千夏は全身がリラックスしており、自然な動きを実現していた。

「な、に!?」

　京介が驚きの声を上げた直後。

　千夏は、記憶に染みついたある拳法家の動きを、忠実にトレースしていた。

　それは草くさ薙なぎ礼れい司じの技。京介に襲われていた自分を助けたとき、瞬しゆん時じに放っていた、あの神かみ懸がかり的な電光石火の一撃。

　まさに縮地。瞬時に間合を詰つめる見事な歩法の後、京介の懐ふところに潜もぐりこんだ千夏は、自らの体をエネルギーごとギュッと内側に向かって凝ぎよう縮しゆくさせる。

「はぁッ！」

　気合一声、溜たまった力を解放させ、ズンッと大地を踏みしめてのゼロ距離射程からの剛ごう拳けんを京きよう介すけの水すい月げつに叩たたきこむ。

「が、っはあ！」

　体をくの字に折り曲げ、京介は腹を抱かかえてよろめく。まずは先制の一いち撃げき。

（当たった……当てた！　私が、あの京介に！）

　胸につかえていた何かが、スッと抜け、千ち夏なつの顔は晴れやかになる。

　が、それは油断。

「なめ……んな!!」

　京介はまだ敗れていない。

　ガッと、髪かみを鷲わし摑づかみにされる。頭皮ごと引き剝はがされそうな痛みに、きゃあぁ、と千夏は悲鳴を上げた。昂たかぶっていた気持ちが急激に萎なえてくる。

「ラッキーパンチごときでいい気になってるんじゃねえぞ！」

「や、やぁ！　痛い！　離して！」

「いい機会だから教えてやる！　俺はな、武道なんてもんはクソくらえって思ってるんだよ！　おら、こうして髪かみの毛摑つかまれたらどうするんだ!?　結局本気のケンカや、命の奪うばい合いに慣れた人間にとってみれば、武道なんて所しよ詮せんはママゴトなんだよっ！」

　千夏は涙をこぼした。やっぱり無茶だった。気弱で、喧けん嘩かもしたことのない自分が、不良として暴れ回っていた京介に太刀打ちできるはずがなかったのだ。

　──と、全てを諦あきらめかけたときだった。

『一いつ枝し花か』

　初はつ真まに教わった、あの技が、急に脳のう裏りに飛来した。

　ゾクッ、と震えが走る。

　それが武む者しや震ぶるいの類であることに、千夏はまだわからなかった。

　直感だけがあった。

（いま、この感じ──かけられる）

　ドクドクと心臓が脈打つ。

「──！」

　千夏は京介の手を自分の両手で押さえると、いきなり、思いきりお辞儀をした。

「な？」

　京介は戸惑いの声を上げる。髪の毛を摑んでいる手は、千夏の両手でガッシリと押さえられており、低い位置へと落とされた。

　準備は整った。

　千夏は京介の手を摑んだまま、足を相手のアウトサイドへと運ぶと、上体を横へ振って、相手の腕をビンッ！　と突っ張らせ──

　頭を勢いよく回すことで、京きよう介すけの体を、錐きり揉もみ状に捻ひねった。




「うおおおお!?」

　京介の体がブワッと宙に浮いた。

　一回転し、背中から叩たたき落とされ、悲鳴を上げる。

　それとともに千ち夏なつの髪かみの毛から、京介の手が離れた。




「やった……!?」

　千夏は、いま技を繰くり出した自分の手を見つめ、そして地面に倒たおれている京介へと目をやる。

　うまく受け身を取れず、背中を強打したのだろう。京介は苦く悶もんの表情を浮かべて、まったく起き上がれないでいる。

「私が、かけた」

　誰の真ま似ねでもなく、自分で練習して、自分で体得した技。

　それを、あんなに怖こわくて怖くて、歯向かうことなんてできないんじゃないかと思っていた京介を相手に、かけることができた。

「マキナさん、私──」

「ようやったの」

　マキナは優しくほほ笑みながら、うんうんとうなずいている。

「そして憶えておけ。その喜びは、武道をやっているからこそ得られる喜びじゃ」

「は、い……ありがとう……ござい……」

　胸中に巣食っていた恐怖を取り除くことができた千夏は、堰せきを切ったように涙を流し始め、嗚お咽えつ混じりに礼を述べた。







　初はつ真まは、胸にチクリとした痛みを感じていた。

　先ほどの千夏のセリフ。

　京介が好きだったという言葉。

　あれは過去形ではない。きっといま現在も、どこかで京介に想いを寄せている。

（なんだろうな……）

　何か期待していたのかもしれない。特急列車で彼女を救い出したときから、これは何かの物語で、自分と彼女は運命の出会いを果たしたのだと。

　そんな展開を望んでいたのかもしれない。

　甘い。何もわかっていない。やはり男子校出身という身だから、女の子の機き微びなどわからないのかもしれない。千夏は、ひと言も、自分のことを「運命の人」だなんて言ってなかったのに。勝手に舞い上がっている自分がいた。

「私、は……」

　初はつ真まの目の前で、背を向けてうずくまっている雪ゆき子こが、苦しそうに声を出した。

「間違って、ない……」

　立ち上がる。

　そして、初真のほうを振り向いた。

「あら、ら」

　もうしっちゃかめっちゃかだ。雪子は、相変わらず無表情なのに、目だけは泣いている。涙をこぼしている。凍こおりついた感情と、胸の内から湧わき出る激情。その二者がぶつかり合い、せめぎ合っているのだろう。

「雪子さん、それ、やめようよ」

　優しく、初真は語りかける。

「合ってるとか、間違ってるとか。僕ら高校生だし、雪子さんだってまだ二十代でしょ。いっぱい人生経験積んでる人から見たら、きっと間違ってることだらけなんだよ思うよ、僕らの生き方」

「そんなこと、ない──！」

　雪子は痛む脇わき腹ばらを押さえながら、叫んだ。心の奥底から、魂たましいの叫びを放つ。

「少なくとも、勝てば合ってるし、負ければ間違ってるなんて……そんな風に全てのことを考えるの、僕は寂さびしいよ」

　初真は雪子の前へと歩を進める。雪子は小さく体を震わせる。初真に見つめられ、頰ほおを上気させている。

「だからこそ──闘たたかおう」

　拳こぶしを突き出した。

　そう。勝ち負けで正しい間違っているを判断するのは間違っている。だからこそ、ぶつかり合うのを恐れてはいけない。負けたから間違っている、なんてことはないのだから。

「青春、しよ」

　ニッと初真は満面に笑みを浮かべた。

　雪子は泣くのをやめた。表情は死んだままだが、目には生気が戻ってきている。

　コツン、と初真の拳に、自分の拳を当ててきた。

　すぐに雪子はバッと砂すな埃ぼこりを舞わせ、初真から距離を置く。リーチの長い雪子は、最初から間合を離しておく必要がある。逆に、初真に懐ふところへと潜もぐられたら、一気にアドバンテージが逆方向へと傾いてしまう。

　初真も、腰を落とす。

「前も言ったけど」

「うん」

「逆げき鱗りん攻こうは、私には、通用しない」

「わかってる」

　すでに二回も潰つぶされたのだから、言われるまでもない。

　はっきり言って、無為無策だ。とりあえず勢いで闘たたかいを挑いどんだものの、勝算があるわけじゃない。正直、初はつ真まは逆鱗攻くらいしか有効な技を知らない。高校生になって、そろそろいろいろな技を教えてもらえるかというところで、父は死んでしまった。

　でも頭を使うことはできる。

　自分で技を思いつくことくらいはできる。

　あとは実じつ践せんするのみだ。

　一度は閃ひらめいた勝ちへの一手。

　逆鱗攻しかない、と思っている相手への、最高の一いち撃げき。

　屋上では予想外のトラブルで失敗してしまったが、今度こそ成功させてみせる。

「何を、してるの？」

　雪ゆき子こは首をかしげた。

　初真は靴くつを脱いだ。地面の上に裸足はだしで立つ。

（今度は靴ヒモなんかで邪じや魔まされたくないからね）

　足の裏にひんやりと冷えた砂地を感じながら、重心を落として、いつでも闘いを始められる体勢に移る。




　一方で、雪子もまた、勝利に向かっての流れを脳内で試し行こう錯さく誤ごしている。




　読み合い。

　闘いの前から、二人は二手三手先を考え、シミュレーションし、そしてどちらも結論を出す。




〝勝つには、これしかない〟




　誰かが合図をしたわけでもないのに、二人はまったく同じタイミングで、地面を蹴けった。




　雪子は、初真の顎あごを狙ねらって、蹴りを放った。

　そのキックを、初真は右腕で叩たたき落とした。だが、雪子は初真のガードを下げることに成功した。

　すかさず、がら空きになった初真の上体に向かって、雪子は右ストレートを放とうとする。

（得意なんでしょ、逆鱗攻）

　雪ゆき子こは見み抜ぬいていた。

　初はつ真まはバカのひとつ覚えで逆げき鱗りん攻こうくらいしか決め手がない、と。

　案あんの定じよう、初真は体の反応を抑おさえられなかった。無意識のうちに逆鱗攻を放てるよう、体勢を作ってしまっている。

　直後、雪子は構えをスイッチさせた。左右の重心が瞬しゆん時じに入れ替わり、攻撃の手も変化する。逆鱗攻は攻撃手の方向も含めての読みが必要な技。その攻撃が左右入れ替わってしまえば──すなわち、不発に終わる。

　だから右ストレートをキャンセルさせ、

「しっ！」

　相手にとっては想定外の左ストレートを放った。

　そのパンチは、ゲームセンターのパンチングマシーンを折るほどの破は壊かい力りよく。パワーはないが、鋭く突つき刺ささる衝撃が、ヒットした箇か所しよの組織を粉々に砕くだく。

　すなわち人体破壊。

　これこそが雪子が得意とする必殺の一撃。

　相手の右肩に拳こぶしが突き刺さった瞬間──ゴキンッという音が、雪子の耳にも聞こえてきた。

「うあ、ああああ！」

　初真は肩を押さえ、よろめき、バランスを崩す。

　脱だつ臼きゆうしたようだ。きっと歯の根が外れそうなほどの激痛が走っているはず。足を動かすだけでも右肩がズキンと痛むことだろう。これで、この闘たたかいの間、初真の右肩は使い物にならない。

　雪子は、一度、攻撃の手を緩ゆるめた。

「実力の差は、明白」

　首をかしげて、初真を見る。

「この上、まだ立ち向かう？」

　右は初真の利きき腕のようだ。それを潰つぶしたのだから、もう相手には勝ち目はない。

　と思っていた。

　初真はキッ、と顔を上げてきた。その目からはまだ活力は失われていない。

　やれやれ、と雪子は頭を振る。

「頼みの逆鱗攻は、もう使えない」

「そう、だよね。右では」

　スッ、と初真は左手を上げた。

「まだ、こっちが残ってる。左の手刀なら、撃てる」

「……正気？」

　そう言われて、じゃあどうぞと、逆鱗攻を撃てるように攻撃を放つバカがどこにいるだろうか。

「どちらにせよ、僕には、選択肢しがこれしかない。だから、負けるとわかっていても、左の逆げき鱗りん攻こうで押し切る」

　雪ゆき子こは心底ガッカリした。結局、最後は根性論か。

　やはり、このままでは、せっかくの草くさ薙なぎ礼れい司じの血を無む駄だに腐くさらせてしまうことになる。

（私が、目を覚まさせてあげるしかない──勝つことで）

　重心を深く落とし、とどめの一撃を放つためのエネルギーを両脚に充じゆう塡てんさせる。

　次の攻撃で、決める。




　お互い、構えたまま、静かになる。

　精神を集中させる。




　雪子も、初真も、駆け出した。

（待ちの逆鱗攻ではなく、捨て身の逆鱗攻──そう来る？）

　想定の範はん囲い内ない。根性論に走った初はつ真まが選ぶ攻撃手段など、雪子には全てお見通しだ。

　普通は相手の攻撃を待ってから反撃する逆鱗攻だが、あえて前へと突っこむことで、自分の感覚を狂くるわせようという考えか。

　だとしたら、甘い。

　お望みどおり雪子は左ストレートを放つ。喰らいつけ、と念を送る。

　案あんの定じよう、初真は左手での逆鱗攻の体勢に入った。雪子の左に合わせてカウンターを放つ気だ。

　そうはさせない、と雪子はストレートパンチを途中で止め、拳こぶしを胸元に引きつけた。フェイントだ。最初から力を抜いて撃っていたから、すぐにキャンセルが利きいた。

　本命は、蹴けり。

　上段攻撃を避よける逆鱗攻は──中段以下の攻撃は、避けられない。

「やっ!!」

　腰を入れての渾こん身しんの前蹴り。これで逆鱗攻を潰つぶせる。

　……はずだった。




　雪子の蹴りは、初真の体を突き抜けた。




（なっ!?）

　それはありえない事態。

　上体をずらすだけの動きで、中段への蹴りをかわせるはずがないのに──！

　何もない空間を思いきり蹴りこんでしまった雪子は、前のめりに、バランスを崩くずした。

「……!?」

　そこまで来て、ようやく気がついた。

（まさか……!?）




　すべてが布石。




　屋上での闘たたかいで惨敗を喫きつしたことでさえも、撒まき餌えとして。




　雪ゆき子こに、「バカのひとつ覚えで逆げき鱗りん攻こうしか使えない男」と思いこませていた──!!




　そして雪子は信じられない光景を目まの当たりにした。

　気がついたら、初はつ真まが、目の前だけではない、自分の左サイドにもいる。




　正面にも初真。左にも初真。自分が貫つらぬいた初真の虚像は、空間に溶けこむように消え去り、左にいる実像だけが残る。




（分、身!?）




　左にいる初真こそが、実体。




（まず、い）

　雪子はバランスを崩くずした体勢のまま、急ぎ、裏うら拳けんを放とうとする。だが、間に合わない。

　ザシュッと地を滑すべる音。

　雪子の長ちよう髪はつが、初真が迫せまってくる際の風にあおられて、宙に広がった。

「くっ!?」

　体勢を崩して身動きの取れない雪子の頸けい動どう脈みやくに、手刀が迫る。

（やられた……！）

　と思った瞬しゆん間かん──




　初真は、手刀を雪子の首の肌に寸止めで押し当てたまま、動きを止めた。

　風圧で、雪子の髪がふわりと舞った。




「なん、で」

　雪子は震える声で尋たずねる。

　本来なら、確実にノックアウトされる一撃だった。
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「なんで、とどめを──」

「ごめん、僕の負けにしといて」

「……は？」

　いきなり初はつ真まは両手を合わせて謝ってくる。

「どういうこと？　だって、いま、たしかに攻撃を」

「僕にはこれが限界。やっぱり女の人に手は上げられない。だから、ごめんなさい。今日は僕の負け」

　何を言うのか。寸止めとはいえ、ほとんど勝ったも同然ではないか。敗者に無用な情なさけをかけるのは、それは優しさではない──と雪ゆき子こは憤いきどおりを感じる。

「私は、納なつ得とくいかない。ここまで来て、こんな決着──」

「そんなことより、どうだった!?　いまの技！」

「え……え？」

「正面から逆げき鱗りん攻こうで向かっても、絶対に潰つぶされるから、考えたんだ。どうやって攻めこめばいいかな、って。そうしたら閃ひらめいたんだ」

　逆鱗攻は上体をずらして相手の上段攻撃を避さけ、カウンターを放つ技。だから中段以下の攻撃には対処できない。

　だったら、いっそ体全体をずらしてしまえばどうだろうか。

「今日、初めて使う動きだったからちゃんとやれるか不安だったけど、要は一いつ旦たんサイドステップして攻撃をかわしてから、逆げき鱗りん攻こうを撃てばいいんだもんね。だから──」

　嬉うれしそうに、さっきの自分の動きを解説する初はつ真ま。

　そんな無邪気な初真の顔を見ていると、なんだか亡き草くさ薙なぎ礼れい司じを見ているような懐なつかしい気持ちになる。と同時に、雪ゆき子こはようやく納なつ得とくがいった。

　初真にとって、拳けん法ぽうの技術は、学ぶことが全てであり、それをもって勝ったとか負けたとかはどうでもいいのだ。

　もちろん大会では京きよう介すけを相手に勝ちを拾いに行っていた。だけどそれは、引くに引けない状況での勝負であり、本来の初真は、きっとこうなのだろう。

　もしも雪子が先に敗北宣言を出していたなら、それはそれで、初真は受け入れてくれたのだろう。

　要はどっちでもいいのだ。この勝負については。

　初めから初真は言っていた。勝てば正しい、負ければ間違っている。その考え方はやめよう、と。

　ただ二人で本気で勝負する。そのことだけが、重要だったのだ。

　そう考えると、なんだかおかしくなってきた。

　だって、勝敗にこだわらず、ただ拳法の技術を楽しむ。それはまさに、雪子自身が高校時代に拳法部で実じつ践せんしてきた生き方だったからだ。

「ふふ、うふふ……」

　何年かぶりに。

　雪子は笑い出した。肩を震わせて。

　きっと草薙礼司が生きていたら、初真と同じように、暴走気味な自分を止めに入ってきたかもしれない。

　強いことが大事だとは思う。楽しければいい、弱くても構わない、とは思えない。雪子はいまだその結論は見み出いだせずにいる。でも、そんな難しい問題はどうでもよくて。

　いまはただ、嬉うれしい。

　もう二度と会えないと思っていた、あの草薙礼司が──大好きだった人が──こうして姿を変えて、再び自分の前に現れたのだから。

「雪子、さん？」

　初真はキョトンとして、小首をかしげ、雪子の顔を見つめる。

「ふふふ……」

　ずっと凍こおりついていたものが溶け出したかのように。

　頰ほおを、涙が伝う。

　月明かりが、泣き笑いの雪子の顔を、優しく照らしていた。













むすび「魔女拳」







　窓の外には澄み渡った青空が広がっている。いつもどんよりしている北陸では、珍めずらしいほど清すが々すがしい天気だ。

「ふぁーあ」

　初はつ真まはあくびをした。

　病院のベッドの中、他にすることもなく、退屈な時間を過ごしている。

　肩の脱だつ臼きゆうは、ただ固定していればいいようなものではなかった。外れたままの状態で闘たたかったのが、悪化につながったのかもしれない。数日間は入院が必要と診しん断だんされてしまった。

　ブックスタンドに教きよう範はんを置き、片手でページをめくっていく。

　自分はまだまだ未熟だ。未熟だから、もっと勉強しないといけない。強くならないといけない。そして、いつかもう一度、雪子と拳こぶしを交えてみたい。

　先のことを考えるとワクワクして、ちょっと不安で、でもその全ての感情が楽しくて。

「こんにちはー」

　千ち夏なつが病室に入ってきた。手には差し入れのお菓子の紙袋をぶら下げている。

「あれ。今日、学校あるんじゃないの」

「サボったの」

　えへ、と照れくさそうに笑い、千夏は窓まど際ぎわの椅い子すに腰かけた。あさぎ色のワンピースを着ている姿がよく似合っている。ふわっと柑かん橘きつ系けいの香りが漂ただよってきた。可愛かわいい女子が間近にいるのだと意識すると、急に初真は気持ちが落ち着かなくなってきた。

「ちょっと入るわねー……って、あら、ごめんなさい。カノジョ？」

　看護師のお姉さんが、部屋に入るやいなや、千夏を見て目を丸くした。

「ち、違います！」

　千夏が慌あわてて否定する。

「まー、妬やけるぅ。私なんてもう十年くらいカレシいないのに、うらやましー」

　看護師のお姉さんは、同室の別の患かん者じやの点てん滴てきを交換し始めた。

　点滴を受けている三十代の患者が、興奮で鼻の穴を広げる。

「じゃあ、俺と付き合いますか！」

「はいはい、寝言は夜言うものよ」

　けんもほろろに返され、しゅん、としおれる点滴患者。

　看護師のお姉さんは、千夏に顔を向けると、意地悪い笑みを浮かべる。

「頑がん張ばりなさいよー。油断してると、初はつ真まくんって年上ウケ半はん端ぱないから、うちのナースたちに奪うばわれちゃうわよ」

「え、え？」

　直球な物言いに、千ち夏なつは対応しきれず動揺しまくる。ヒラヒラと手を振りながら、看護師のお姉さんは病室から出ていった。

　初真と千夏の間に気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「あのね、初真くん」

「う、うん」

「さっき、あのお姉さんにカノジョって言われて、否定したの、ごめんね」

「うん……けど、間違ってないからいいんじゃないの？」

「えっと、だから、その、カノジョかカノジョじゃないかゆうたら、カノジョやないけど、でもそんな風にはっきりと否定するのは失礼やったかな、思うし、あの、だから、その」

　言えば言うほどドツボにはまり、金かな沢ざわなまりで弁解しながら、パニックで目をグルグルと回していた千夏だったが、

「とにかく、この間は、ありがとう」

　強引にまとめた。

「でも、ごめんね。私と京きよう介すけとのことに、初真くん巻きこんで」

「結局、京介とは、どうなったの？」

　あまり聞きたくはない。でも、聞かずにいるのも悪い気がした。

「うん……まあ、あんまり変わらないかな」

「そっか」

　深くは詮せん索さくしない。変わらない、ということは、ヨリを戻すわけではないということだろう。それはそれで、あまり後味がいいとは言えないが、しかし当然の帰結だろうと思う。

　どこかで千夏と京介は決定的にすれ違ってしまった。

　そしてその関係は、修復しがたいところまで来てしまったのだから。

　悔くやしいのは、そんな二人の間に、自分はあまり絡んでいないということだ。なんだかんだ関わってはいたものの、最終的な結論にはまったく影えい響きようを与えていない。結局は千夏と京介の問題。

　ある意味では、特急列車で助けてあげたりなんだりしたのは、骨折り損だったとも言える。

「いっぱい迷惑かけちゃったから、いつか初真くんに、お礼しないとね」

「お礼かあ」

　初真はブックスタンドの教きよう範はんをパタンと閉じ、千夏を正面から見み据すえた。

「だったら、いま、ここで返してくれる？」

「は、初真くん？」

　急に改まった様子の初はつ真まに、千ち夏なつは目を左右に逸そらしてうろたえ出す。

「そ、そんなん、ここ病室やし、他の人おるし、それに、それに」

「君が何を盛大に勘かん違ちがいしてるのかわかるけど、僕が頼みたいのはそんなんじゃない」

　初真は一度深呼吸した。

「君は前に、父さんのことをヒーローだって言ってたよね」

「はい」

「あれ、詳くわしく教えて。八やつ神がみさんと、父さんの間に、何があったの」

　千夏は固まった。そこへ初真は畳たたみかけるように言う。

「よく知ってる、って言ってたよね。ってことは、会ったことあるんでしょ」

「う、ん」

「君があのお店で働き始めた時期は、父さんも生きてたころだし……話してくれないかな」

　千夏はどう説明したものかと迷っているようだったが、やがて順を追って説明し始めた。

　竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽうを学ぼうと思ったきっかけから、京きよう介すけとの出会い、そして初めてウィッチ・ガーデンへ行ったときのことまで。

　全て聞き終えた初真は、ふう、とため息をついた。

「それって、なんだか……雪ゆき子こさんのときと同じような話だね」

「言われてみれば、そうですね」

「変なの。人からお金を騙だまし取ったとか、先せん輩ぱいたちをコスプレバーで働かせたりとか……そんなことしてたっていう父さんが……いつもいつも困っている女の子を助けに入って」

「そう、ですよね。なんだか、面おも白しろいですよね」

「だけど、そうやって誰かを守りに入る姿は、たしかにヒーローなんだよなあ」

　それから二人はしばらく黙だまる。初真は窓の外へと顔を向けた。木々は枯かれている冬景色だが、空は清すが々すがしいほどに青い。心地よい天気だ。

　父がしでかした罪。その真意がなんであるか、父亡きいまとなっては推測するしかない。だけど、ひとつだけハッキリしたことは、亡くなる直前まで、父は他人のことを真剣に考えて、救おうとしていたこと。

　そして、間違いなく、千夏は父に救われた。

　そのことを知っただけでも、いまは十分だった。

「八神さんの話、最高のお礼だよ。ありがとう」

「いえ、そんな、大したことは……」

　二人は見つめ合う。

　それから唐とう突とつに、初真は右みぎ拳こぶしを上げた。

「え？」

「こうして」

　初はつ真まが拳こぶしを軽く突き出したのを見て、千ち夏なつはやっと何をしようとしているのか理解して、自分も拳を上げた。

　お互いのげんこつが、コツン、とぶつかり合う。

「……えへへ」

　千夏ははにかんだ。

　そこへ、ドヤドヤと賑にぎやかな集団が、なんの前まえ触ぶれもなく襲しゆう来らいした。

「ったく、なんで私が学校サボってまで、ハッツンのお見舞いなんか……って、なにやってんの!?」

　一番に病室に飛びこんできた深み沙さが悲鳴を上げた。

「やん、ハッツンとチナが見つめあっとるー！」

　続いて現れた鏡きよう子こはやたら嬉うれしそうな声を上げたが、一緒に来た潤じゆんと巳み菜なはポカンとした顔で眺ながめている。

「あらあら、まあまあ」

　最後に入ってきた母は、拳を重ね合わせている初真と千夏の姿を見て、嬉しそうに笑った。なんか大いなる誤解を抱いている。

「ち、違うよ、母さん。いまのはただの」

「そ、そーです。ただのスキンシップです！」

　千夏の発言がまた大いなる誤解を生む。

「ス、スキンシップ」

　仰ぎよう天てんする深沙。大げさなその反応が、また状じよう況きようをややこしくする。

「そ、その反応やめてよ！　だいたい、どうしてミサちゃんたちまで学校サボって来てるの！」

「私はお見舞いなんてやだったんだけど、シロねえがさ、行きなさいって」

「連帯責任よ」

　母は腕組みして、深沙を睨にらむ。

　なんとなく深沙たちが来た事情はわかった。俱く利り伽か羅ら高での闘たたかいの後、なんで初真が肩を脱だつ臼きゆうしているのかの説明をするのに、まさかウィッチ・ガーデンの話をするわけにもいかないから、多少噓うそをついていた。

　下校時、人通りの少ないところで俱利伽羅高の襲しゆう撃げきを受けた初真が、なんとか撃退したけど怪け我がを負ってしまった──というシンプルな筋書きにした。

　一応、母は納なつ得とくしてくれていたように見えたが、本当は責任を感じていたのかもしれない。

　母の性格からして、「俱利伽羅高とのトラブルに初真を巻きこんだのは、コーチである私が管理不行き届きだったから」とでも考えたのだろう。

　だから、学校のある日にもかかわらず、女子部員たち全員を連れてお見舞いに来たのだ。

「初はつ真ま、ごめんなさい」

　思ったとおり、母は謝ってきた。

　他の女子部員たちも頭を下げてくる。深み沙さは顔をしかめていたが、やがて渋しぶ々しぶではあるが軽く頭を下げた。

「引っ越してきて一ヶ月も経たってないのに、こんな酷ひどい目に遭あわせちゃって」

　母の申し訳なさそうな顔には、初真に怪け我がをさせたこと以上に、初真がいなくなってしまうことを恐おそれている気持ちもこめられているようだった。

　大事な息子がいなくなること。それは、いまの母にとって、一番耐たえがたいことらしい。

「あはは」

　初真は声を上げて笑った。母の恐れを吹き飛ばそうとするように。

「初真……？」

「大丈夫だって、母さん。拳けん法ぽうやってればこれくらいの怪我は当たり前だから」

　そんなことよりも、もっと楽しみなことが、これから先いっぱいある。

　バタバタと賑にぎやかで、和なごやかで、最初に出会ったころよりはずっとみんなと打ち解けていて。この新しい仲間たちとともに闘たたかっていれば、いつかは全国大会まで出場して、東京の昔の仲間たちと競い合うこともできるのだろうか。

　きっと、できる。

　その日が来るのが、待ち遠しい。

「みんなも、いい？」

　拳こぶしを上げる。

　先ほど千ち夏なつとやっていた、ちょっとした触ふれ合い。

　一同は目を合わせる。戸と惑まどいと、恥はじらいと──やがて楽しげな表情。

「じゃ、うちから。今後ともよろしく！」

　鏡きよう子こがコツンと拳を合わせた。

「治ったらまた乱捕り付き合えよ」

　潤じゆんはガツンと拳を叩たたきつけてきた。

「……よろしく」

　巳み菜なはそっと拳を当てた。

「しょーがないわね」

　ふてくされたような顔で、深沙は、コンッと拳をぶつけた。

　そして、母。

　憑つき物が落ちたようにフッとほほ笑み、拳を差し出してきた。

「これからはお母さんとしてじゃなく、監かん督とくとして鍛きたえるわ。覚かく悟ごできてる？」

「望むところ」

　お互いニッと笑い、親子で拳こぶしを突つき合わせた。







　みんなが出ていった後。

　タイミングを見計らったかのように、グレーのスーツを着た雪ゆき子こが病室に入ってきた。

「あ……」

　鼓動が速くなる。

　ズレた感覚ながらも、自分に対して「結婚しよう」と言ってきた女性だ。初はつ真まにはあまりその気はないけれど、どうしても意識してしまう。おまけに同室の点てん滴てき患かん者じやが、「いいなあ。お前、うらやましいな」と言うくらい、モデル体型のクール系超絶美女なのだ。

「これ、お見舞いの」

　雪子は花束を突きつけてきた。

「ど、どうも」

　と言うものの、花束だけ渡されても困る。入れ物もほしい。とりあえず両手で抱えて、あとで看護師さんに頼んで花か瓶びんを用意してもらおうと思った。

「怪け我がは？」

「うん。平気。明日には退院できるみたい」

「そう」

　あの晩の涙や笑顔が幻まぼろしだったみたいに、雪子はまた氷のような無表情へと戻っている。だけど、以前よりは柔やわらかい印象を受ける。嫌きらいじゃない。

「でも、①は『なし』なんだよなあ」

「……なんの話？」

「ん、答え。この間、僕に質問してたやつ。『年上は結婚相手としてありかなしか』って」

　初真は年上はあまり好みじゃない。わりとプライド高いところがあるから、上から目線で見られるのはストレスが溜たまるほうだ。

　同い年か、年下のほうが好きだ。

「言ってる意味が、わからない」

「あ……そう……なんだ」

　首をかしげる雪子を見て、初真は気が抜ぬけた。

　もうあの晩のことを忘れている。

　別に構わないけど──年上は好みじゃないし──でも、ちょっと残念に思った。決して悪い気はしていなかったので。

「ひとつ、教えて」

　雪子が尋たずねてくる。

「なに？」

「私に放った、あの技。あれ、知ってたの？」

「ううん。初めて」

「体全体で「く」の字を書くように移動しながらの、カウンター攻こう撃げき。簡単そうに見えて、かなり高度な動き。ステップの切り返しを高速で行わなければ、敵の攻撃をかわすことはできても、反撃が追いつかない。初めて、であれをあそこまで見事に繰くり出せるとは思えない」

「そう言われても、闘たたかいの中で閃ひらめいたんだから」

「……本気で？」

　雪ゆき子こは肩をすくめた。

「あの技は、『混こん江こう竜りゆう』と呼ばれるもの。大河をかき乱す竜の如ごとく、敵を翻ほん弄ろうし、制圧する奥義。逆げき鱗りん攻こうの上位版として二段以上になれば教わる技よ」

「そ、そうなの!?」

「動きは単純。私も、あなたが逆鱗攻でしか来ない、という思いこみがなければ、あの動きは読めたと思う。それでも、分身するほどの高速ステップで放たれる『混江竜』なんて、初めて」

「自分で思いついた技だと思ってたけど……なんだ、既き存ぞんの技だったんだね」

「ガッカリしなくていい。教わっていないのに、あの動きを導き出したのなら、それはあなたに才能があるという証しよう拠こ。さすが草くさ薙なぎ先生の血を引くだけのこと、ある」

「……ありがと」

　照れくさくって、初真はポリポリと頰ほおを搔かいた。

　しばらく二人は無言になる。言葉は発せずとも、なんとなく気持ちは通じている気がする。

　雪子のような美人と一緒に、沈ちん黙もくを楽しめる。男子校の天あま沼ぬま学園高校では、こんな体験をすることはなかった。ちょっと幸せを感じた。

「あ」

　不意に、雪子が小さく声を上げた。

「ひとつ、謝ることがあるわ」

「なに？　この間のことなら、もういいよ。この怪け我がのことも」

「じゃ、なくて」

　雪子はバッグからスマートフォンを取り出した。

「投とう稿こうしたから」

「……え？」

「あなたから言げん質ちを取ろうと思って、教室に設置していたやつ。それで撮れたのを、あの晩、腹いせに投稿した。冷静になったら、悪いと思えてきた。だから、ごめんなさい」

「ど、どどど、どういうこと!?」

　初はつ真まはひったくるようにして、雪ゆき子こからスマートフォンを奪うばい取った。

　その画面に映し出されているものを見て、声にならない悲鳴を上げた。




　　　　　　　　　　※　※　※




「思ったより元気そうだったな、あいつ」

　病院を出た直後、潤じゆんが嬉うれしそうに言った。鏡きよう子こはその発言を聞き逃さず、ん？　と悪戯いたずらっぽい表情で潤の顔を覗のぞきこむ。

「おやおやぁ？　ジュンったら、なに、もしかしてハッツンに──」

「だらぁ、そういうことじゃねーよ」

　顔を真っ赤にして否定する潤だが、その慌あわてっぷりが、かえって疑惑を大きくする。次々とからかいの言葉を投げかける鏡子に、潤はムキになって言い返している。

　時たま、なぜか巳み菜なも加わりたそうに口を開きかけているが、なかなか機をつかめないでいる。鏡子が潤をからかうのを見て、何度となく面おも白しろくなさそうに眉まゆをひそめている。

　その様子を見て、深み沙さは寂さびしげにほほ笑んだ。

　千ち夏なつは気遣うような目を深沙に向けた。

「ミサちゃん、よかったの、ほんとに？」

「いいよ。今日はタイミングじゃなかったし」

「ごめんね、私が先にお邪じや魔ましてたから、落ち着いて話すことできなかったもんね」

「だからいいんだって。まだ時期でもないし。そのうち話す機会あるよ。ね、シロねえ？」

　話を振られたシロは、困ったような顔で、深沙を見た。

「でも、その話を知ったら、ますます初はつ真まはやりにくくなるんじゃないかしら」

「むしろそれが狙ねらいなんだけどね」

　ニッ、と深沙は意地悪くほほ笑む。

「あんまり初真にショックを与えないようにしてね」

　駐車場に入り、シロは鍵かぎを取り出して、遠隔操作で車のロックを外した。




「ちっちゃいころのミサちゃんを負かしていた、なんてことを知ったら、たぶんあの子、すごい責任感じちゃうと思うから」




　シトロエンに乗りこんだシロは、すぐにエンジンを入れて発進させ、あっという間に病院から離れていった。

　深沙はポニーテールを風になびかせ、遠ざかってゆく車を見つめている。

「わかってるよ、シロねえ。でも、私」

　どうしても全ての事実を初はつ真まに叩たたきつけた上で勝負がしたかった。

　幼いころから抱き続けていた強いライバル心。

「見てなさいよ、バカ」

　初真のいる病室の窓に向かって、深み沙さは指を突きつけた。

「私は絶対いつかあんたに勝ってやるから。だから、早く、その怪け我が治して──」

「あー、口上述べてるところ悪いんだけど」

　やけに青ざめた表情で、潤じゆんが、携けい帯たい電話を深沙に渡してきた。

「加か賀が見み先生から。お前にかけたけど、出なかったからって、オレに」

「先生が？　なんの用？」

「自分で聞けよ」

　いやな予感がする。潤から電話を受け取った深沙は、一分ほど、加賀見先生と話をした。

「ま、またあとで電話します！」

　慌あわてて電話を切ると、自分のスマートフォンを取り出し、動画投とう稿こうサイトにアクセスする。検けん索さく機能で特定のキーワードを打ちこんで、結果を表示させる。そこで出てきた動画を見た瞬間、深沙は叫さけんだ。

「うそでしょぉぉぉ！」

　とある教室内で、魔法少女やらゴスロリやら、コスプレをした少女たちが大立ち回りを演じている動画。それは、紛まぎれもなく、自分たちだ。

　ものすごい勢いでアクセス数が伸びている。教室内は薄うす暗ぐらいが、ピントはわりと合っており、顔はくっきりと映っている。誰だか判別できるくらいに。

〝真夜中に闘たたかう美少女戦士たち！〟

〝その拳けん技ぎは、伝説の秘拳、「魔女真拳ウイツチナツクル」也なり！〟

　やめて、と悲鳴を上げたくなるほど恥はずかしい煽あおり文句が、動画の説明文として書きこまれている。

「むちゃくちゃ、大変なことになってるぜ……」

　潤は疲つかれた顔でつぶやく。巳み菜な、鏡きよう子こ、千ち夏なつの三人は、スマホの画面を見たまま、言葉を失っている。

「どうして、こうなるのよ─────！」

　新春の澄すみ渡った青空のもと、深沙の大声が響ひびき渡った。

　かくして闘う魔女たちの伝説は幕を開けたのであるが──それはまたいつかの話。










あとがき




　初めまして。逢おー巳み花か堂どーと申します。この度は拙せつ著ちよをお手に取っていただきありがとうございます。ご購入いただいているのでしたら、もう感謝感激雨あられです！

　社会人になってから約九年間、仕事の合間にひたすら書き続け、時には寝不足で倒たおれたりしたけど、その甲か斐いあってやっと本を出せました。いつか本が出る日を楽しみにしていた天国のばあちゃん、見てくれてますか？　仏ぶつ壇だんに供えておくからたまに読んでね。




「竜りゆう虎こ道どう拳けん法ぽう」はこの物語オリジナルの拳法ですが、モデルにした拳法はちゃんとあり、技も実在の技をベースにしてます（そのままだと地味なんで、かなり派手な描写にしてますが）。

　で、実は向卯むこう山やま拳法部の女子たちにも、モデルがいるんです。自分がコーチした、とある高校拳法部の元部員たちです。私事ながら、まずはその子たちにこの場を借りてメッセージを。

　みんな、勝手にモデルにしてごめん！　コーチの合間に「その〝設定〟いただき」とか考えてて、ごめん！　そのくせ全国まで連れていけず、ごめん！　でも、おかげで活き活きとした素敵なキャラたちが書けました、ありがとう！　いつか機会があったら焼肉でもおごるよ。




　そして、ここまで来られたのも、たくさんの人たちとの出会いがあったからです。いいこともいやなことも、全ての人との間に起こった全てのことが、自分にとって力となっています。道場、石いし川かわ、会社、家族、友人、色々なところで出会った皆さんに心より感謝してます。

　何よりも、私の拙つたない作品にお目をとめていただいた担当の黒くろ崎さきさん、とってもとっても素敵でキュートなイラストで登場人物たちに最高の魂たましいを与えてくれた魔ま太た郎ろうさん、そして電でん撃げき文庫編集部を始め、今回の出版に係わった多くの方々に、深く御礼申し上げます。

　また、このあとがきを読んでいるあなたへ、改めて──ありがとう。「おもしろい！」と思える物語を書き続けられるよう頑がん張ばりますので、今後とも何とぞよろしくお願い申し上げます。




　さて、最後にちょっとだけ主張させてください。

　鏡きよう子この方言（金かな沢ざわ弁べん）、かなりマイルドになってます。もともと忠実に再現しようとして、セリフの語尾に「～がん」「～がいね」とか付けてたのですが、可愛かわいくないのでカットしました。「いいじー！　（訳：いいね！）」と文字で書いても、萌もえないし。でも、本場の女子のナマ金沢弁は、身み悶もだえするほど萌えるんですよぉぉ……再現できなかったのが心残りです（涙）。




　それではまた、こうして皆様に再び挨あい拶さつできる日が来ることを、楽しみにしてます♪
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逢おう巳み花か堂どう

東京生まれ東京育ち東京在住。でも、ちゃっかりいしかわ観光特使（県公認）。デビュー作の舞台を石川県にするくらい石川が大好き。この文章も、金沢から夜行バスで帰ってきた直後に書いている。眠い。

某県対抗ゲームの仲間たちから「ＰＮの読みがわからない」と言われ、紆余曲折の末、呼び名は「店長」に。もう「店長」でいいでふ。
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イラスト／魔ま太た郎ろう

魔太郎です。このあいだ、寝起きのまま朝ごはんの支度をしていました。

卵かけご飯を食べようと思い生卵を割ったあと、勢いよく中身をゴミ箱に捨てました。今日も平和です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は第19回電撃小説大賞応募作品『バニィ×ナックル！』に加筆・修正しています。
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